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○鮫さめ島じま聡そう一いち郎ろうと言う男







「鮫島あああああっ！！！　今日こそぶっ殺してやる!!」

　大きなダミ声が、廊下全体に響き渡った。

「……あぁ？」

　水曜日、放課後の学校、オレの前に仁王立ちで道を塞ぐ一人の男子生徒。

　何に腹を立てているのか知らないが、鬼のような形ぎよう相そうでこちらを睨にらみつけていた。

「あー……」

　このちょっとバランスの崩れた顔つきは、どこかで見た覚えがある。

　名前は確か───。確か……あぁ～……。

「名前なんだっけ、おまえ」

「舐なめやがって！　藤ふじ宮みや様だオラァ！」

　苛いら立だちから、近くにあったプラスチックのゴミ箱を思い切り蹴け飛とばすと、中身が盛大にぶちまけられた。

　近くを通りかかった一般生徒が、恐れおののいて逃げていくのがちらりと視界に映った。オレは改めて、目の前の藤宮という男を思い出していた。

「あー……思い出したぜ。俺は不ふ死じ身みやぁ！　つって寒いギャグと掛け合わせてたヤツな」

「なっ!?　そ、そう言うところで思い出してんじゃねえ！」

「ちょ、藤ふじ宮みやさんそんなダセェこと言ってたんスか!?」

　廊下の角に隠れていたのか、別の男子生徒が突っ込みを入れた。

「バッカ、おめー何出てきてんだよ！　俺が誘い出して不意打ち食らわすっつー打ち合わせだったろ！」

「あぁっすいません！　今隠れます！」

「今さら遅ぇよ！　くそっ、バレちまったもんはしょうがねぇ、やっちまうぞ！」

「お、おす！」

　一回り小さい、リーゼント頭の小デブ生徒が現れた。

「だっさ。おまえ、そのリーゼントだっさ」

「なにぃ!?　俺の頭をバカにすんな！　イケてんだろうが！　ねえ藤宮さん！」

「え、おまえそれイケてると思ってたの？」

「藤宮さんまで酷いっすよ！　ビシッと決まってるじゃないっすか！」

　ほらほら、とリーゼントを指差しながら藤宮の方に向けている。藤宮はちょっと嫌そうな顔をしていた。

「……お、おう。そうだな……つーことだオラァ！」

「なんて言うか……おまえらみたいなのと、どうしても喧けん嘩かしなきゃなんねえの？」

「当たり前だ！　これ以上テメェに学校でデカイ顔されちゃたまんねえのよ！」

「一度もデカイ面した覚えはねえ。全部勝手に売られた喧嘩だ」

「うるせぇ！　覚悟しやがれ！」

「まー……売ってくるってんなら買ってやるけど。オレは今、機嫌悪いぜ？」

　ポンと鞄かばんを投げ捨てると、二人は畏い縮しゆくしたように固まった。

「なっ、なんだと？　機嫌悪いのか？」

「ああ。だからさっさとかかって来いよ、すぐ終わらせる。ボコボコにしてやるよ」

「…………」

　二人は顔を見合わせていたようだが、少ししてから、意を決したように頷うなずいた。

「へ……へへ。そう慌てんなよ、こっちにはもう一人取っておきがいるんだからよ。おいっ」

　藤宮に呼ばれ、さらにひとりの生徒が出てきた。茶色に染めた長い髪をなびかせる、女生徒だった。

「取っておきって女かよ」

「くく、女相手なら、さすがの鮫さめ島じまも本気は出せないはずだ。やっちまうぞ！」

「くだらねえ……喧嘩に男も女もねぇよ」

　男二人と、女一人がオレに同時に飛び掛かってきた。

　オレはため息混じりに拳を構える。喧けん嘩かはいつものことだ。毎まい度ど毎度、懲こりないバカが喧嘩を売ってくる。

「さっさと片付けて、帰らせて貰もらうぜ───」

　この時のオレは、まだわかっていなかった。これから先、オレの運命が大きく左右される出来事が起こることに。

　そう、信じられないことだが……オレは将来『救世主』か『大悪党』のどちらかになるかも知れないらしい。

　信じられるか？　いや、信じられないよな。オレもだ。




　ほんと、信じられない話だ─────。





○拾ったのは子猫じゃなくて







　午後、６時きっかり。天候は生あい憎にくの大雨。

　季節柄、まだ十分に太陽は昇っているはずだったが、この日は厚い雲に覆われ、その輝きを窺い知ることは出来ない。

　オレは学校からの帰宅途中、いつも通る河川敷へと差し掛かっていた。

　雨が降っていなければ、子供たちが坂の下で草野球をやっていることも珍しくないが、この雨の中、さすがに遊んでいる子供はいなかった。

　誰だって好き好んで濡ぬれたくは無いだろう。

　時折すれ違う人たちは、足早に自宅へと急いでいるように見える。

「こっちは今さら走ったって、どうしようもねぇしな」

　学校に持参したはずのビニール傘がさは、知らない生徒の手によって持って行かれてしまった。よくある話だ。

「天気予報くらい調べてから来いっつーの」

　別のビニール傘は幾つか残っていたが、わざわざパクる気にはなれなかった。

　周囲の雑音をかき消してくれる雨音を聞いていると、世界が自分一人だけに感じられる。

　煩わずらわしい世間体や、嫌な視線も、雨のヴェールで覆い隠すことが出来る。だから、たまには濡ぬれて帰るのも悪くない、そう思ったのだ。

　生意気に聞こえたかも知れないが、オレは別に世間を舐なめたりはしていないし、冷めた目で見ているつもりもない。だが、世界のために今日を頑張ろうとしていることもない。無難に学校を卒業して、社会の歯車に組み込まれ適当に働き、美人でもブスでもない女と職場結婚でもし、子供を二、三人作って、孫に看み取とられながら老いて死ぬ。それだけでいい。親しい友達でも居れば、おまえって夢のないヤツだよな、と突っ込まれるだろうか。友達なんて一度もできたことがないから、わかんねぇけど。

　オレにできるのは、いつも喧けん嘩か相手ばかりだ。

「今日ぶん殴ったヤツら、もう帰ったかな……ちょっとやりすぎたかも」

　傘かさが盗まれていたことに腹を立てていた時だったから、手加減できなかったな。

「ま、どうでもいいか」

　ふと、高架下にしゃがみ込む子供たちの姿を見つけた。何をやっているのだろうか。こんな大雨の中、草野球ってわけでもないだろう。

　特に意味などなく、なんとなく視線を向けただけだったが、偶然にもガキたちが振り返り、オレと目が合った。

　少しの沈黙。そして、しまった、と言うような表情を浮かべ、ガキたちは足早に傘を広げ走り去っていった。ばしゃばしゃと水みず溜たまりの上を通って。

　傘を持っていたところを見ると、雨宿りではなかったようだ。

　走り去っていくガキたちの背中を見送った後、なんとなしに、オレは高架下へと足を伸ばした。

　もしかしたら捨て猫でもいたのかも知れない、その程度の浅い考え。

　水滴を含んだ雑草が、オレのズボンを濡らしていくのは不快だったが、今さら大した問題じゃないだろう。

　鞄かばんの中までも、既に十分に濡れてしまっている。

　暗い高架下まで足を運んだ時、オレは思わず声を漏もらした。

「……おいおい」

　子供たちがしゃがみ込んでいたところには、想像通り、確かに『捨てて』あった。

　ただ、なんつーか、猫じゃなかったが。

　そう、捨ててあったのは……人、ひとりの少女だった。

　おっと、捨ててあった、と言うのはさすがに語ご弊へいがあるか。

　何らかのアクシデントに見舞われ、倒れていると言ったほうが的確だろう。

　歳としはオレよりも少し下、中学生くらいに見えるか。スカートがやや不自然にめくれ、太ももがむき出しになってしまっている。

　ひょっとすると、さっきのガキどもはよからぬ事をしていたのではないだろうか。

　異性に興味を持ち始める年齢と思えば、わからないでもないが……。しかしそんなことは些さ細さいな問題だった。

「なんだ、この格好……コスプレ？」

　そう、倒れている少女の格好は、通常の服とは少し……いや、かなり変わったものだった。それに髪の色もピンク色だ。

　この系統の服を着て町を歩けと言われたら、言い出したヤツを即殴り、ぼこぼこにした後で市中引き回しの刑に処してやるところだ。

「おい。そんなところで寝てると風邪引くぞ」

　軽く蹴り飛ばしてみる、が、反応はない。完全に意識を失っているようだ。もう一度蹴け飛とばしてみる、やはり反応は無い。

「まさか死んでるってことはないよな？　……おいっ」

　しゃがみこみ、肩を揺さぶってみるが、全く起きる気配はない。

　身体が熱気を帯びていたので、死んでいないことが分かっただけでもよしとするか。

　他の誰かに対処を任せたかったが、この場には虚むなしくもオレだけしかいなかった。

　おい、誰か……。そう思って辺りを見渡すが、大雨で視界が悪いうえに、元々人通りの少ない場所とあっては、捕まるはずもない。















「仕方ない、帰るか」

　見なかったことにして立ち去ればなんのことはないだろう。面倒に巻き込まれることもない。

　でも、見捨てるっつーのは、な。どうしてもこのまま放っておく気にはなれなかった。別にヒーロー気取りがしたいからじゃない。

　……誰かを見捨てて去るって行為が、何となく嫌なだけだ。

　水を吸った服は、少女の身体のラインを惜しげもなく露あらわにしていたが、幼い体つきだったため何とも思わなかった。

　これがパツキンのムチムチ女だったら、ちょっと戸惑ったかもしれない。

「軽いな……」

　小学校低学年のガキを抱き上げたくらいだろうか？　いや、抱き上げたことねぇけど。なんとなくそれくらい。

　抱き上げてみて、このお姫様抱っこのような格好は少々問題だと気づいた。

　第三者に見られれば間違いなく目立つ。それを避けるため、オレは一度少女を下ろすと、背中に改めて担ぎなおした。

「ま……これならなんとか」

　背中にぴったりと吸い付く服が冷たかったが、同時に少女の熱も伝わってきた。

「こうやって人に触れるのなんて、どれくらいぶりだろうな」

　いや、けして変態的な意味じゃねえぞ？　勘違いしたら殺す。

「誰をだよ……」

　内心の自分にツッコミ、家路へと少しだけ足の歩みを速めた。

　あぁ……そうだな、先に言っておこう。オレがこいつを助けようと思った理由、誰かを見捨てるのが嫌だって話。

　それはオレの実体験を元にそう思ってるだけだ。

　なんとなく分かるだろ？　オレは昔捨てられたんだ。




　たった一人の肉親、母親にな。





　１






　意識を失ったままの少女を背中に抱えたまま、都心にある築17年の一戸建、３ＬＤＫの自宅に帰り着く。

　びしょびしょに濡ぬれた鞄かばんを開け鍵のついたキーホルダーを引っ張り出した。鍵を開け、可能な限り背中に衝撃を与えないように扉を開く。

　家の玄関は当然、真っ暗で静まり返っている。

「ただいま……」

　ぼそりと呟つぶやくが、誰が聞いているわけでもなく、言葉はすぐ雨音にかき消された。

　脱衣所に置いてあるバスタオルを二枚適当に摑つかんで、吸収してしまった制服の水を軽くふき取る。

　それでも、玄関からリビングまでの間に、ベタベタと水の足跡を作ることになった。

　バスタオルを一枚ソファーに敷き、少女をその上に寝かせた。

「さて……どうしたもんか」

　手足や髪をそれとなく拭いてやり、早く目覚めないかと期待するが、ピクリとも反応しない。

　特に息が乱れているといったこともなく、単純に眠っているだけのようにも見えるが、何度呼びかけても、意識を失った少女が目を覚ます気配はなかった。

「つか……なんだこれ……」

　バスタオルで濡ぬれた髪を拭こうと思った時、その異変に気づく。真っ白だったはずのバスタオルは、いつの間にか真っ赤に染まっていた。

　よく見ると、少女の服にも血けつ痕こんらしきものが、それもかなりの量付着している。

　最初に河川敷で少女を拾ったときには、暗くて気がつかなかったようだ。

　すぐに救急車を呼んで───。オレは携帯を片手に摑み、少女の外傷を探す。

　しかし───いくら探したところで、少女の外傷が見つかることはなかった。

「簡単には見えない場所……ってことか？」

　それはつまり、この衣類の下、と言うことだ。確認しようとして、思わず手が止まる。

『意識を失って横たわる少女』『二人きり』『服を脱がせる』。どう考えても、ありえていい状況ではない。

　が……怪け我がをしている可能性を放置する方が危険だ。

　ここは少々覚悟を決めて、脱がせるしかないか。

　あれこれと試し行こう錯さく誤ごをしていると、意識を失っていた少女が、ピクリと反応した。手を止め、話しかける。

「おいっ。しっかりしろ。大丈夫か？」

　苦しむ様子はなく、まるで普通に寝ているかのように、ごろっと少女は寝返りをうつ。小さな口から漏れる声が、妙に色っぽい。

「う……いかんいかん」

　こんな子供みたいな女に、一瞬色気なるものを感じてしまった自分が情けない。

　ただ、その、眠った女の寝返りってヤツを初めて生で見たが、うん、これは良くない。

　なにが良くないって、その、妙に生々しいと言うか、艶つややかな唇や、大胆に露出された太もも、今にも見えそうな胸。

　全てが無防備に晒さらされているこの状況は、男として如何いかんともしがたいものだった。

　今まで気にしていなかったが、少女は非常に整った顔立ちをしている。髪はさらっとしていて、見るからに柔らかそうだ。誰が見ても可愛かわいいカテゴリにあてはめるだろう。俗に言う、よく出来た精巧な人形のようだった。

　意識を失っている今なら、多少の悪戯いたずらをしたところで気付かれることはない───。

「って、アホかオレは。それじゃさっきのエロガキどもと一緒だ……」

　内なる何かと葛藤していたオレは、ふと、少女の背中に見慣れないものがあることに気付く。それに気付いたのは、普通の人間にはあるはずのないものだったからだ。

「……なんだ……これ……」

　背中の辺りから、ぴょこっと顔を出している、黒いもの。

　それは、簡単に形容するなら『羽』と呼ぶであろうものが、そこにあった。

「こんなアクセサリーが、流は行やってんのか……？」

　言葉に詰まりながらだったのは、それがあまりによく出来ていたから。

　作り物の場合、その多くの場合が初見で作り物だと見抜けるが、これはそうじゃない。

　直接見たことがあるわけじゃないが、コウモリの羽に近いんじゃないだろうか。異様なまでのリアルさがある。

「本物だったりしてな。……まさか？」

　興味を抑えきれなくなったオレは、それに手で触れてみた。




　───その瞬間、痺しびれに似た強い衝撃がオレを襲った。




「っ!?　な、なんだ、今のっ……！」

　静電気なんて生易しいレベルじゃない。バチバチッと手から肩口辺りまでを駆け抜けていった。雷に打たれたと錯覚するような、痛みだ。

　羽と手を交互に見やる。特に、どちらかに変化が起きた感じはしないが、手は僅かにプルプルと震え痙けい攣れんしていた。

「なんなんだよ、今の……それに、この羽……」

　感触といい、温かさといい、とてもじゃないがこれが偽物とは思えない。信じがたい現実に、頭がどうにかなりそうだ。

　オレは悪いと思いつつも、本当に羽であるのかを確かめるため、少女の背中を確認させてもらうことを決めた。

　どうやって脱がせていいか分からないので、とりあえずそのままめくって見ることにした。白い生肌が目の前に晒される。

　もっとも、先ほど感じた色気なんて、この羽の存在を前にかき消されてしまったが。

「は───」

　マジかよ……。そこには紛まぎれも無く、身体からはえている羽があった。丁度肩けん甲こう骨こつの辺りだ。本当に皮膚から羽がはえてやがる……。

　こんなことありえるのか？　背中に黒い羽のはえた人間の存在なんて、聞いたことがない。これじゃまるで悪あく魔まじゃねえか。

「とりあえず……引き抜いてみるか」

　そう思い、羽を摑つかもうと手を伸ばしたところで、少女の目が微かすかに開いた気がした。

「……んぅ……」

　今度は、はっきりと声が漏れてくるのを確認できた。ゆっくりと、その大きな瞼まぶたが開かれていく。当然、目の前にいたオレと自然に視線が絡み合う。

　見ているだけで吸い込まれそうな、深い瞳をしていた。とても、日本人には思えない。いつまでも見つめていたい衝動に駆られる。

　何か得体の知れない恐怖を思わず感じてしまうほどに、綺き麗れいな瞳だった。

「ぁ……え、っと……ここは……」

　まだ意識がはっきりとしないのか、言葉がしっかりと出てこないようだ。

「大丈夫か？」

「え、あ…………あたし、なんで……こんなとこに……」

「おまえは河川敷で倒れてたんだ。何があった？」

「かせ、ん……どこそれ。知らない……頭、ちょっとくらくら、する……」

「無理して起きない方がいいんじゃねぇか？」

　少女は大丈夫と小さく言って、ソファーの背に手をついて上半身を起こした。この際濡ぬれてることには目を瞑つぶろう。

「どこか、痛むところはないか？」

「痛む、ところ？　……別に無いけど……」

　なら、このバスタオルにべっとりとついた血は？　こいつとは無関係なのか？

「あたし……あたしは……」

　ぼんやりと正面だけを見ている。若干の沈黙が訪れた後、やがて少女の瞳に正気が戻ってきた。そしてオレと視線が絡み合う。

「ここは、どこなの？」

「どこって、ここはオレの家───」

「なんで、あたしこんなところにいるわけ？　意識のないあたしに、よからぬことしようとしてたんじゃ……」

「するかっ！　こっちは感謝してもらいたいくらいだ」

　思わず怒鳴り声をあげて立ち上がる。少女は下から睨にらみ付けるような目を向けてきた。

「ほんとでしょうね……って、は？　感謝って何？」

「落ち着いて聞け。いいか？　ここはオレの家だ。マイハウス」

「つまり、連れ込んで悪さするつもりだったわけね？　ふん、中々悪あく魔ま的な発想じゃない」

「だから違うっつーの……おまえが河川敷で意識を失ってたから、仕方なくオレが拾ってきたんだよ」

「なに言ってるか全然わからない……」

　まだ錯さく乱らん状態にあるからだろうか。自分の状況を理解できていないらしい。

「ちょ、ちょっと！」

　少女は服装が乱れていることに気づいたのか、ばっと素肌の部分を隠す。

　次の瞬間、呪い殺すほどの強烈な睨みをこちらに向けて来た。

「……意識のないあたしに、何したわけ」

「それは盛大な間違いであり勘違いだ。そもそも、その服の乱れはガキどもの───あ、いや、大部分はオレか。……悪いな」

「悪いな、じゃないっ！　殺されるか消されるか好きな方選ばせてあげるわ」

「どっち選んでも救いがねぇな……」

「悪魔は救いじゃなく、絶望を与えるのが得意分野なのよ」

　何が悪魔だ。……まぁ、パニックになる気持ちは分からないでもない以上、ここは何とか落ち着きを取り戻してもらう他無い。

「ひとまず、まずはなんで自分が河川敷に倒れてたのかを思い出せ」

「なんでって……え？」

　少女は細く濡ぬれた腕を伸ばしてくると、オレの耳を突然触り始めた。いきなり引きちぎったりしないだろうな……。そう身構えていると、

「あんた、なんで耳丸いの？」

　などと言う突拍子も無いことを口にされた。

「耳が丸い？　……そう言うおまえは、なんかちょっととんがってるな。珍しいヤツもいるもんだ」

　少女にも思うことがあるのか、互いに軽く沈黙が訪れる。

　家の外で、よりいっそう強く降り注ぐ雨音だけが、微かすかに聞こえてきていた。

「こんな耳のヤツはじめて見た」

「それはオレのセリフだ。おまえの耳尖とがりすぎだろ」

　…………。

　またも互いに沈黙が、それもさっきより長く訪れる。

「もしかしてあんたって……人間？」

「当たり前だ。ゴリラやチンパンジーにでも見えるのか？」

「バカには見える。なんかバカっぽい雰囲気出てるし」

　やっとこさ目覚めたかと思えば、すげぇ口の悪い女……。

「うそ、なんで人間がいんの？　え、えっ？」

　まだ錯さく乱らんしているのか、わけの分からないことで混乱しているようで、しばらくぶつくさとなにやら言っていたが、やがて結論が出たのか、出てきた言葉は冷静なものだった。

「あたしは悪あく魔ま。悪魔のティーリよ」

　悪魔だって？　さっきから何すっとぼけたこと言ってんだ、こいつは。

　オレはやれやれと首を振り、棚に置かれた時計へと視線をやった。

　時刻は間もなく７時。これ以上見知らぬ少女を家に置いておくのは倫理的に危険だ。

「ほんとだってば。あんたが人間だって言うなら、信じられないのも無理ないけど」

　信じてもらえていないことを感じ取ったのか、やや必死な様子で口を開く。

　少女は言葉で説明し続けても無駄だと悟り、すっと後ろを向くと、オレがもっとも気にしていたそれを、見せてきた。

　肩けん甲こう骨こつからニュッと生えている、黒い羽。

「これ悪魔の翼。なかなか可愛かわいいでしょ？　かたっぽしか、ないけど」

　そういや、言われて気づいた。少女の背中には片側にしか羽がついていない。

　普通こう言う羽ってのは、両方に生えているものだろう。

　まして悪魔のフリを演じるのならば片方にしておく理由は全くない。

「……これ、本当に本物なのか？」

「見れば分かるでしょ？　それとも見ても分からないほど知能が低いの？」

「言いたい放題だな……。羽、ねぇ。分かるような分からんような……動かせるのか？」

「当たり前じゃない」

　ふふんと鼻で笑ってから、背中のソレを、パタパタと動かした。

「気持ち悪ッ！　すっげぇ気持ち悪ッ！」

「はあ!?　あたしの翼のどこが気持ち悪いってのよ！」

「あぁいや悪い悪い気にしないでくれ。つい本当のことが口からぽろっと」

「本当のことなら、なお更悪いでしょうが！」

　どこかに羽を動かす種があるとも思えない。そんな人為的な気持ち悪さじゃない。明らかに本物の羽が、そこにはあった。

「どう？　これで信じた？」

　こちらの反応に驚きがあったことが、少し嬉うれしそうだ。悠々と羽をパタつかせている。

「……つまり、おまえは本物の悪魔だと？」

「そうよ」

「そうかそうか」

「信じてくれたようね」

「……んなわけあるか。さっさと正体を現しやがれ」

「ちょ、ちょっと、なにすんのよ！」

　傍はたから見たら勘違いされそうな勢いで、少女の背後に回りこみ、羽をわしづかみにした。

　手に伝わってくる感触は本物のようだが、この際それは気にしない。

「引き抜いて血が出たら本物だって認めてやるよ。ククッ」

「はぁ!?　ふ、ふざけんじゃないわよ、この悪あく魔ま！　痛い！　痛いってば！」

「なっ──！」

　どれだけ強く引っ張ろうとも、簡単に取れる気配がまるでない。

「痛いっ！　ちぎれる！」

　それどころか、少女は本気で痛がっているようで、苦痛に表情が歪ゆがんでいた。これ以上引っ張れば、本当に身体から千切れて───

「痛い、いた……痛いって……言ってるでしょうが───!!」

　繰り出された想定外の力強い膝蹴りに、慌てて飛びのいた。当たれば間違いなく悶もん絶ぜつして床を転げまわっていただろう。

「華きや奢しやな癖に、とんでもない身体能力してやがる……」

「悪魔の怖さを思い知らせてあげるわ……！」

　少女はスッと立ち上がると、オレに向かって手を伸ばす。その直後、異様な、黒い気配のようなものが少女を包み始めた。……気がした。

　どことなく緊迫せざるを得ない状況に、オレは身構え───




　ぐうう……！




「あ……」

　人生で何度も聞いたことのある、脱力を引き出す音が、部屋に響いた。パッと、お腹なかを押さえる悪魔。

「お腹空いた……」

　先ほどまでの怒りが抜けていったのか、お腹を押さえぐったりとする少女。

「なんか怒ったから、お腹空いた」

　そして軽くオレを睨にらんでくる。責任を取って、何か用意しろとでも言いたげだ。

　悪魔だろうと人間だろうと腹が空くと鳴るんだな、なんて……オレが悪魔の存在を信じたみたいだ。

　とても信じられない。信じられないが、ある程度は理解して歩み寄る必要がある。

「お互い一度冷静になって、状況を整理しないか？」

「それもいいけど、お腹なか空いたって言ってるでしょ」

「……あ、そう……」

　状況整理できるのは、少し後になりそうだった。直前に感じていた異様な空気は、すっかり霧のように溶け消えてしまっていた。

　今はただ目の前に、何か食うもんを寄こせと要求する悪あく魔まのような少女がいるだけだ。

「あたし肉は好きよ」

　聞いてもいないのに、そんなことを言う。それはつまり、肉を食わせろと要求しているのか？　……してるんだろうな。

　オレはこれ以上突っかかられるのも面倒と思い、食卓に足を向ける。そういや、昨日の肉じゃがが残ってたっけか。

　皿に盛られた肉じゃがを軽くレンジでチンして、ラップを外し、少女のところまで持ってきた。

　それを差し出すと、不思議そうな眼まな差ざしで受け取り、上から下から覗のぞき込む。そのままの流れで箸も手渡す。

「これで摑つかんで食べるってこと？」

「そう言うことだ」

　オレは飲み物を取りに行くため、冷蔵庫の前へ。麦茶の入ったピッチャーを取り出し、コップに注ぐ。一応自称悪魔の分も。その麦茶を持ってリビングへと戻った。

「もぐもぐ。もぐもぐ」

　ソファーの上で、肉じゃがを必死に頰ほお張ばる悪魔少女。少なくとも、不ま味ずい！　と言った顔はしていない。

　考えて見れば、自分の手料理を誰かが食べたのは生まれて初めてのことだった。美お味いしそうに食べる姿を見るのは、なんとなく嬉うれしいもんだ。

「ちゃんと箸を持って食べて……ねぇな……おいっ……」

　べっとべとになった手などおかまいなしに、肉じゃがを素手で摑んで食べていた。

「なかなかいけるわね、これ……」

「何で素手で食ってんだよ！　箸渡しただろ！　手を拭け手を！」

「うるさいわね、使いにくかったのよ。ふきふき」

「そうそう。ちゃんと手を拭いて……ってオレの服で拭くな！　自分の服を使え！」

「あたしの服で拭いたら汚れるから嫌に決まってるじゃない」

　シャツの裾に、茶色いタレがべっとりと染み付いていた。

「うわ！　制服が肉じゃが臭ぇ！」

「服が美味しそうになっていいじゃない。もっとも、あたしの服にこの匂いがついたら、絶対嫌だけどね。て言うかキレる」

「おまえは自分が嫌なことを他人にやるのか？　あぁっ？」

「悪あく魔まだし、当然ね」

　迷いも無く頷うなずきやがった。傍そばにあったティッシュで必死に拭くが、洗濯しないと完璧に落ちることはなさそうだ。

「くそ、悪魔の相手をしてると疲れる……」

「あ、ようやくあたしが悪魔だって認めた？」

「種族的な意味合いと言うよりは、行動や態度で恐ろしいほどの悪魔っぽさを感じる」

　空になった皿をカタッとテーブルに置くと、満足げな表情で一度頷き、オレから受け取った麦茶を、ごくごくと一気に飲み干す。

「にしても、見事な食いっぷりだったな。美う味まかったか？」

　こちらの問いかけに対して、少しだけ考えるような仕草を見せた。

「ひょっとして不ま味ずかったか？　もっとも、文句言ったら殴るけどな。だからって美お味いしいなんてお世辞も許さん」

「人間にしては、中々理り不ふ尽じんな選択を要求するわね……出来る」

　変なところで感心されてしまった。

「とりあえず、他のも頂戴。まだ空腹なのよね、ちょっと足りなかったみたい」

「ない。諦めろ」

「ないわけないでしょ、出しなさいよ」

「ち、うるせぇな。よしちょっと待ってろ、致死性の毒を盛ってやるから」

「別にいいけど？　悪魔に毒は効かないし」

「……どこまでも自分は悪魔だって言い張るつもりか」

　オレは段々と、本当でも噓うそでもどっちでもいいと思い始めていた。

　一刻も早くこいつに出て行ってもらいたいとだけ切に願い始める。だと言うのに、少女はまるで我が家のようにリラックスし、足を組んでからオレに視線を向けてきた。

「ねぇ、あんたの名前ってなんていうの？」

「名前なんていいから、さっさと帰ってくれ……」

「いいから教えなさいよ。あんたあんたって呼ぶのも変じゃない」

「……聡そう一いち郎ろうだ」

　なんで素直に答えてるんだろうと思ったが、反論するだけ体力の無駄だと悟りつつあったからだろう。

　こいつと正面からやりあっても、まず話を逸そらされるか突っぱねられるだけだ。

「そーいちろー……ふぅん、変な名前ね。さっきも言ったけど、あたしはティーリって言うの。帰れって言ってるけど、ぶっちゃけた話、どうやって人間界に来たのか、覚えてないのよね」

「いい加減にしろ。悪あく魔まだのなんだの、面倒事はごめんだ」

「本当なのよ。悪魔ってことも、帰る方法がわからないって言うのも」

　今すぐ腕を引っつかんで、屋外へ放り出したいのは山々だったが、淡々と語る少女……ティーリの話は、どことなく真しん実じつ味みを帯びている気がした。

　ティーリはゆっくりと視線を窓の外へと向けた。窓ガラスには横殴りの雨が強く打ち付けられている。

「どうやって地獄に戻ったらいいか、わかんないのよ……」

「地獄ってのが……おまえの住む、悪魔の世界、ってことか？」

　小さく頷うなずくと、ティーリはテーブルの上に並べられた、２つのコップを指差した。

「あたしは、世界の仕組みとか良く知らないけど、本来地獄と人間界は簡単には行き来できないようになってるのよ。これが地獄だとして……こっちが人間界」

　ふたつのコップは、それぞれ地獄と人間の住む世界を表しているのか。

「この２つの間には、ゲートみたいなものがあるらしくて、普段は通れないの」

　コップとコップの間に、先ほど空っぽにした皿を置く。

「だってそうじゃないと、人間界は悪魔だらけになっちゃうでしょ？」

「そうだな……もしこの地獄なんてものが実在するなら、悪魔がポンポン人間界に来てもおかしくない」

　本気で悪魔と名乗るヤツを見たのは今日が初めてだしな。

　すげぇ生意気なヤツだけど、本当に困り果てている様子だった。じっとコップと皿を見つめている。

「おまえは悪魔。そんでもって、どうやって人間界に来たのかわからない。おまけに帰る方法もわからない。それは全部本当のことなんだな？　絶対に噓うそじゃないと誓えるか？」

「ええ、絶対に噓じゃない」

　オレを見つめるその眼めが、噓じゃないと告げていた。いや、これが噓なら、もうそれでもいいとさえ思った。

　面倒に思ったからとか、相手にしてると疲れるからとか、それだけじゃない。帰りたいのに帰れないという、その今の状況を酷だと思ってしまった。

「信じてやる」

「えっ……？」

　オレの答えに、驚いた少女……ティーリ。信じてもらえるとは思えなかったのだろう。きゅっと自分の手を握り締めるのがわかった。

「正直に言えば半信半疑だ。ただ、その羽が偽物でないってことだけはわかった。だったら、暫定的に信じるしかないだろ」

「そう……うん、ありがと……」

　信じてもらえたことが嬉うれしかったのか、安あん堵どしたような吐息を吐いた。

「そーいちろーってうるさいけど、ひょっとして良いヤツ？」

「は？　オレがいいやつなわけねえだろ。寝ぼけんなバカ」

「あれ？　テレてるの？」

　くすりと笑って、目を逸そらすオレの顔を覗のぞき込んでくる。

「出て行け。今すぐ出て行け！」

「嫌よ」

　ティーリはどかっとソファーに座り直した。ぴぴっと水滴がフローリングに飛び散る。

「あぁもう、やめろ！　おまえびしょ濡ぬれなんだから、部屋が汚れるだろ！」

「そいえば何であたし濡れてるわけ？」

「とりあえず一回シャワー浴びて来い。そのままだと風邪引くだろ」

　びしょびしょに濡れた悪あく魔まを連れて廊下に。濡れていることは不快に思っていたのだろう、黙ってついてきた。

　このまま玄関を開けてさいならと行きたいところだが、そう簡単には出て行ってくれないだろう。素直に廊下の突き当たりにある脱衣所へ案内した。

「ここが脱衣所な。ここで服を脱いで、この風呂場に入る」

「ここは身体を洗うところ？」

「そうだ。で、これをひねると、水が出てくる」

「わ、なにこれ。水が出て来た。すご……」

「少ししたらお湯に変わる」

「うそ？　……って、なんか温かくなってきた」

　蛇口を捻ひねっては驚き、感心したように何度も頷うなずいていた。

「それから、これはお湯を溜ためる場所だ」

　浴槽の中は、当然今は空っぽだ。きちんと清掃していたお陰で、人様に見せても恥ずかしくない状態だったのは幸いだろう。

「人間はこんなものを作り出せるのね。……中々やるわね」

「ふふん。まぁな」

「別にそーいちろーが凄すごいわけじゃないけどね」

「……まぁな」

「じゃあ入ろうかな。でも、代わりの服とかがないわね……」

「ちょっと待ってろ」

　オレはティーリをその場に残し、隣の空き部屋の扉を開けた。そしてタンスから適当にその一式を持ってくる。

　それを手渡すと、不思議そうに首を傾かしげた。

「これは……人間が着る服？」

「女物だから、多分着れるだろ」

「……もしかしてそう言う趣味───」

「ねえよ！　これは昔、お袋が着てたやつだ」

　そう、これはお袋が若い頃に着ていた服。物持ちの良い性格だったのか、お袋は学生時代の制服まで残している。

「下着は……こっちの乾燥機に入れろ。それくらいならすぐに乾くだろ」

　使い方を説明してやると、すぐに理解できたのかうんうんと頷うなずいた。

「念のために言っておくけど、もし覗のぞいたら、目玉くりぬいて串刺しにして炙あぶってから食べてやる」

「怖ッ……安心しろ。頼まれても覗かないから」

「男は獣だって聞いたことがあるわ」

「知るか。ほらさっさと入れ」

「覗いたら絶対に許さないわよ」

「変なフラグを立てるな、しっしっ」

　追い出すようにぴしゃっと扉が閉められ、オレは構わず大きなため息をついた。

　小学校の頃、教師が言ってたっけか……捨て猫を拾うは一時の偽善、長い後悔だと。

　簡単な気持ちで生き物を拾ってくると、後で沢山後悔するって話だったが、まさにその通りだ。オレの頭の中は後悔の念でいっぱいだった。

「よりにもよって悪あく魔まを拾うか？　オレの人生、やっぱ平凡には行かないのかね……」

　リビングに戻ってひとまずソファーの周りを綺き麗れいにしよう。

　濡ぬれたバスタオルや水滴の散ったフローリングをそのままにしてしまってるからな。

　使用済みのバスタオルを摑つかみあげ、ソファーを念入りに拭いていく。

　ふと、タオルに染み付いていた真っ赤なものを見て思い出す。

「そういえば、結局この血はなんだったんだ？」

　少なくともティーリには大おお怪け我がをしている様子は全くなかったし、そもそも痛がる素振りすら見せなかった。

　もしかして、この血はティーリのものじゃない───？

「きゃあああああああああああああ！！！」

　あれこれと考えていると、突如、風呂場から響く絹を裂くような悲鳴。反射的に身体が駆け出し脱衣所の前までやって来た。

「おい、どうしたっ！　かなり近所迷惑なんだが！　誰かきたらどうすんだ！」

　そう、男一人しか居ないはずの自宅から、いきなり女の悲鳴が上がれば、そりゃ当然危険な香りしかしない。

　あれよあれよの間に警察沙汰だ。って、いや、そう言う問題だけじゃない。

「どうした！」

　構わず脱衣所の扉を強く叩たたくが、まるで反応が無い。ひょっとすると、慣れない風呂場に足を滑らせ、頭を打ったのかも知れない。

　翌日の新聞で犯罪者として書かれるなんざ、真っ平御免だぞ。

　安否を確認するべく、脱衣所への扉に手をかけ、オレは寸前のところで思いとどまった。

　もちろん、今言ったような事故の可能性はあるが、これは例のお約束ってこともありうるんじゃなかろうか？

　扉を開けたところで、裸の女の子にご対面、へんたーい！　ばちこーん！　ってな流れだ。

　悪いが、オレはそう言うところに遭そう遇ぐうするようなキャラじゃない。フラグを折る気か？　と怒られても仕方がない。

　もし本当に事故だったなら、それはその時に考えることにしよう。

　くるっと踵きびすを返した瞬間、開けずに思いとどまったはずの扉が、ひとりでに開いた。

　いや、正確には、向こう側から開いた。思わず振り返る。

「なんなのこれ……最悪!?」

　そんな声と共に、最悪の形で裸のティーリが出てきた……。















　お互いが、目線と目線を合わせての、長いようで短い一瞬の沈黙。

　別に、微み塵じんも、これっぽっちも意識した覚えは無いが、つつっとオレの視線が下へと下がる。

　僅かに、本当に僅かに盛り上がった胸元、そして、下半身……。

「ちゃんとした女だったんだな……」

　いや、もちろん女だとは分かっていたが、態度や貧相な体格を見ていると、な？

　思わず口にしてしまい、しまったと思ったときには遅かった。

「この変態野郎！！！！！！」

「うぉっと」

　殴りかかってきた腕を、反射的に摑つかんでしまう。その結果、裸体がぴたっとオレの身体に張り付く形になってしまった。

「いやあああああ!!　犯されるううううううううううう!!」

「誰が犯すか！　つかなんで全裸で飛び出してくるんだよ！」

　一瞬、脱衣所の鏡に、オレたちの状況が映し出される。どこからどう見ても、これから犯す気満々の犯罪者だった。

「離せ離せ!!　変態！　触るな!!　みるなああっ！！！」

「だぁもう！　うっせぇからいったん脱衣所に戻れ！」

　背中をボンと押し、強引に脱衣所の中へと戻し、即座に扉を閉めた。

「何なんだよ一体！」

「それはこっちが聞きたい！　もうっ、何なのよこれは！　べっとりついた血のことよ！」

　脱衣所の中から、そんな声が聞こえてくる。

　血……？　タオルに染み付いていた血のことで間違いないだろう。

「びっくりするでしょ、普通！」

「おまえどこか怪け我がしてないのか？」

「……え？　うん……どこにもない、と思う……痛いところもないし」

「それならとりあえずシャワーで洗い流せ。話は後で聞くから」

　脱衣所の中からは、深呼吸して、落ち着こうとしているティーリの息遣いが聞こえてきた。

「じゃあオレはリビングに行ってるからな」

「あのさ、そーいちろー。後であんたに聞きたいことがあるから」

　……感情の篭こもっていない、淡々とした一言に何となく嫌な感じがした。
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　リビングの拭き掃除が終わる頃、風呂から戻って来る足音が聞こえ振り返った。

「お……」

　そこには、オレが貸した服を着るティーリの姿があった。

　サイズはぴったりだったようで、とても似合っていて可愛かわいらしい（黙っていれば）。

「今から悪あく魔まの術式で記憶を消去するから、そこに寝なさい」

　しかし、口を開けば可愛さもどこへやら、生意気なガキへと変貌する。

「は？」

　恐ろしい形ぎよう相そうでオレを睨にらみ付け、ビッと指先を突きつけた。

「あんたは見ちゃいけないものを見た、わかってるわよね？」

「見ちゃいけないものって何をだよ。小さい尻か？　胸か？」

「!!」

　冷静に振舞っていただけで、実際は今にも嚙かみ付いてきそうなほど、怒りは頂点らしい。

　そりゃ事故とは言え裸を見たことは、悪かったと思うが。

　こいつの態度を見てると、どうも素直に謝る気になれないんだよな。

「それよりもだ、本当に怪け我がはなかったんだな？」

　ならばと、話を逸そらそうと別の話題を振ることにする。

「え、あ……ええ……」

　納得はいっていないようだが、小さく頷うなずいた。手や足、他にも怪我らしいところはないでしょ、と言うように素振りを見せる。

「なら、あの血はなんだったんだ……？」

　洗濯機に入れられたタオルには紛まぎれも無く多量の血が付着している。

　それにティーリの衣類にも、べっとりとついていたのを確認している。

「悪魔は人間よりも怪我の治りが早いの。もしかしたら、あたしが意識を失ってる間に治ったのかも」

　悪魔ねぇ……それが本当なら凄すごいことだが。

　まさかここで怪我をさせて、治る瞬間を見せろとも言えないしな。

「と言っても、すぐ治るのはかすり傷とか、そう言うのだけだけど。だから驚いたのよ。あぁもう、最低の気分……」

「オレも最低の気分だけどな」

「とか言いながら、あとであたしの裸を思い出してよからぬことするんでしょ？」

「するかよ……」

「舐なめまわすように、べっとりねっとりと全身みてたくせに」

　べっとりねっとりとは見たつもりはない。そもそも、どちらかと言えばオレは被害者だ。何も悪いことはしていない。

　よからぬことを企たくらむにしても、貧相な裸体を思い出したところで役には立たないだろう。

「今度やったら絶対に許さないから。覚悟しておきなさいよね」

「おまえ、どれだけ居座るつもりなんだよ……」

「もちろん、帰る手段が見つかるまで？　見つかったらすぐ帰るし、ていうか帰りたいし？」

　タオルで髪を拭きながら、偉そうに文句と我わが侭ままを垂れる。

　このナマイキな厄介者を、今すぐ誰かどうにかしてくれないだろうか。

「つまり……地獄に帰る方法が見つかるまで、オレの家に寝泊りする、と？」

「ええ、そうよ」

「いやいや……出てけよ。そう、あれだ、地獄に戻る扉から帰ればいい。もしかしたら開いてるかも知れないだろ」

「邪魔、どいて」

　バカなの死ぬのと悪態をつきながら、オレをソファーから追い立てると、どかっと腰を下ろした。

　その場所を気に入ったのか、まるで女王様のような態度だ。

「だって、人間界と地獄を繫つなぐ扉がどこにあるかなんて知らないし？」

「……おまえ、知らねぇの？」

「知ってたらこんなところさっさと出てってるわよ。とにかくそう言うことだから」

　どうやって人間の世界に来たかも分からないなんてこと、ありうるんだろうか？

　地獄だの悪あく魔まだの言ってる相手に常識なんて通じるとは思えないが……。

「あーあ、あたしって不幸ね」

「それはオレのセリフだ！」

　ったく、これじゃいつまでも居候されかねないじゃねぇか……。

　つい先ほどまで何もない平凡だった一日が、今はもう遥はるか昔のことに思えてくる。

「人間って変わったものとか、いっぱい作ってんのね」

　リビングの周りをあちこち見渡す。

「コレは何？」

　針が動いていることに興味を示したのか、手にとってあちこちと見たり、コツコツと拳で叩たたいた。

「時計だ。今の時間が分かるやつだな」

「へぇ。こっちのは？」

　次に手に取ったのは、お茶の間に必須のアイテムだ。

「それはリモコンだ。そこにあるテレビのチャンネル変えるやつ」

　ティーリはボタンを何度か押し、チャンネルが切り替わるたびに子供のように笑みをこぼした。チャンネルが行ったり来たりを繰り返している。

「人間って非力なのに、こんなものまで作ることが出来るのね」

　…………。

　オレには直感があった。こいつはすぐに、人間の世界に馴な染じむ……と。

「じゃあコレは？」

　オレに向かって、人差し指を突きつける。

「鮫さめ島じま聡そう一いち郎ろう。しがない一人暮らしの男だ。ってやかましいわ！」

「はは、結構面白いわね、そーいちろーって」

　オレはちっとも面白くない……。そんな呆あきれるオレを尻目に、食い入るようにテレビを見つめる。

　どうやら早くも気に入ってしまったらしい。

「オレん家に居座るってことで決まりなんだな？」

「決まりよ決まり。助けたのが運の尽きだと思って諦めるのね」

「はー、ったく……」

　正直どう手を打っていいかわからない以上、今日は大人しく泊めるしかないだろう。

　明日は……悪あく魔ま祓ばらいでもしてもらいに出かけるとしようか。
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　自分の部屋で学校の課題を終わらせリビングに下りると、ティーリはすっかりテレビに夢中になっていた。

　リモコンを片手に、ごろっとソファーの上で横になって鑑賞を続けている。もうすっかり人間みたいだ。

　オレも床に腰を下ろし、何となく後を追うようにテレビを見ていた。

　テレビで笑いが起こるが、ティーリは笑うこともなく、無表情でテレビを見つめている。

　悪魔はこれを見て何を思っているんだろうか。残念ながらオレには想像が出来ない。

　なんとなく沈黙が続いたオレは、ティーリの世界について聞いてみることにした。

「なあ、地獄ってのは、どういうところなんだ？」

「聞きたいの？」

「聞きたいか聞きたくないかだったら、聞きたいな」

「じゃあ食べ物よこしなさい。地獄がどういうところか知りたいんでしょ？　地獄の沙汰も食べ物次第ってヤツね」

「なんつー態度だ……じゃあ別にいい。特別知りたいわけでもねーし？」

「つれないわね。軽い冗談に決まってるでしょ」

　のそっとソファーから身体を起こす。どうやら話して聞かせてくれるようだ。

「地獄は、暗いというか、どこも殺伐としてる……皆孤独を好んでるからね」

「テレビに映ってる連中みたいに、バカ騒ぎしないってことか？」

「こんなのは論外。皆自分の敵だと思ってるから。人間同士でお喋しやべりして笑ってるところを見ても、不思議としか思えなくってさ」

　だから、笑うようなところで笑っていなかったのか。

「おまえも一人だったのか？　家族はいるんだろ？」

　その瞬間、ティーリの表情に影が差したのは、オレにもすぐにわかった。

　もしかして、触れないほうがいい事だったか？　そう思ったときには少し遅かった。

「殺された。他の悪あく魔まに」

　ぽつりともらした一言は、悲しみを含んでいないわけじゃなかったが、ひどく乾いていた。オレのように、孤独に慣れてしまった、とでも言おうか。昨日今日の悲しみじゃないってことだけは分かる。

　時間は優しくも残酷だ。時が流れれば、その時涙したことも、おぼろげになってしまう。

「あたしだって、何回も何回も、殺されそうになったことがある。そう言う世界よ」

「だったら、丁度良いんじゃねぇのか」

「……なにが？」

「地獄に戻っても、待ってる人はいないんだろ？　なら……別に困りはしないだろ、ここにいても」

「そーいちろー……」

　驚いた顔でオレを見つめてくる。そんな風に言われるとは考えもしなかったんだろう。

　何となく気恥ずかしくなって、視線を逸そらしてしまった。

「は、もちろん、明日からすぐ地獄に送り帰す方法を探すけどな。ずっと居座れると思うなよ？」

「……ありがと」

　笑みを見せるティーリに、オレは少し安あん堵どしたのだった。
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「さてと……そろそろ寝るか」

　夜中の11時を回り、少し瞼まぶたが重たくなってきた。

「あたし、どこで寝ればいい？」

「布団は余ってるから、空き部屋に敷いてやるよ」

「はぁ？」

　なぜ、そこで瞬時に不満が出てくる……。

「布団があるだけでもありがたいと思って寝ろよ。居候だろ」

「そーいちろーの寝るところはどこなの？」

　その問いかけにオレは目を伏せた。出来れば見せたくない、と言うか絶対に見せたくない。空き部屋とオレの部屋、どちらが寝るのに適しているかなんて考えるまでもない。部屋を見せれば、こいつは２階の部屋（つまりオレの部屋）で寝る！　と言い出すに違いないのだ。

「あたしの予感では、そーいちろーの方が良いところで寝てると思うわけよ」

「こっちは家主だぜ？　良い部屋で寝るのは当たり前だろうが」

「ふふん、やっぱり。ケチってないで見せなさいよ。話はそれからじゃない。ね？」

　ポンと不敵な笑みで肩を叩たたかれ、勝手に廊下の方へと歩いていく。

「おい、聞けよ……」

　隠し通せるものでもないので、ここは騒ぎ出される前に連れて行くしかない。

「……言っとくが、別に何もねーぞ」

　ティーリを連れ、二階にあるオレの部屋へと連れてきた。

　自分の部屋を他人に見せるなんて、なんかちょっと嫌だな。初めての体験に、思わず手が止まった。一呼吸置いた後、ドアノブを握りゆっくりと扉を開いた。

　視界に飛び込んでくるのは、当然ながら、いつものオレの部屋。

「ここがそーいちろーの部屋？　……本当に何もないわね……」

「シンプルな部屋が好きなんだよ」

「つまり、人生になんの楽しみも見み出いだしてない無趣味男ってことか」

　うんうんと頷うなずく悪あく魔まの頭をしばき倒したい。

「でも、２階っていいわね。うん決めた。あたしここで寝るから」

　もはや分かりきっていたティーリの筋書きだった。オレが家主だとか、居候させてやってるとか、そんなことに微み塵じんも感謝していないんだろう。

　こちらが訴えに不満を抱いていると分かったのか、追つい撃げきするように口を開く。

「いいじゃない。お客様は大切にしなきゃ。ね？」

「いつ、何時何分何十秒に、おまえは大切なお客様になったんだ？」

　大切でもなければ、まして客人として迎え入れた覚えもない。

「決めたものは決めた」

　ばっと自分の身体を、ベッドの上へとダイブさせた。

「うわ、すご、こんな柔らかいんだ……ふかふか……」

「……１階の空き部屋も大して変わらないから、そこでいいだろ？」

「嫌。２階がいい」

　もぞっと勝手に布団の中にもぐりこんだ。

「もう出れませーん」

「今すぐその羽を引きちぎって、から揚げにしてレモン添えて提供してやろうか？」

　こちらの挑発なんて耳にも届いていないのか、布団から出る気配はなかった。

「なんかここ、そーいちろーの匂いがする。すっごく不快な感じ」

「よし、今すぐ２階の窓からダイブして出て行け。なんなら手伝ってやる」

「うそうそ。気にならないから。匂い我慢するから、あたし」

　我慢してもらってまで、オレは自分の安息地を貸し出さねばならないのか。

「ねえ、なにこの本」

　こちらの脅しなど聞く耳持たず、枕元の漫画を手にとった。

　ぺらぺらとめくり、それが面白そうなものだと嗅ぎ取ったのか、最初から読み始めようとしていた。

「もう勝手にしろ。相手にするのは疲れた」

「つまりお互い納得の上で、あたしにこの部屋を譲るってことね？」

「好きに解釈してくれ。オレは下で寝ることにするから」

　根負けしたオレは、そそくさと退散することにした。

「うん。おやすみ～」

　オレはナマイキなヤツが嫌いだ。何な故ぜかって？　そりゃ、同どう属ぞく嫌けん悪おってヤツだろう。オレもナマイキだからな。

「……ッ───!?」

　部屋を出ようとしたところで、背中に強烈な痛みを感じた。

　思わず足が崩れ、壁に手をつく。ズキズキと痛み、まるで何かが植えつけられたような感覚だった。

「はぁ……ふぅっ……」

　こんな痛みを感じたのは生まれて初めてだ……。

　じっと痛みを堪えていると、少しずつ痛みが引いてきた。そして、どこが痛みの原因か、わかってきた。

　丁度、肩けん甲こう骨こつの辺りだ。腕を回し、手で触れてみるが、特に何かがあるわけでもない。

　どこかでぶつけたか……？　何だか嫌な予感がする。だが、それ以上考えたくは無かった。まだ少し痛みは残っていたが、オレはゆっくりと階段を下りることにした。
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「ったく。厄介なことになったぜ」

　誰かと同どう棲せい？　つか、同居することになっただけでもトンデモ話だってのに、女だぞ女。

　しかも、まさかの悪あく魔まと来たら、とても受け入れられるものじゃない。

「悪夢だ悪夢」

　ぶつぶつひとり文句を言いながら脱衣所で服を脱いでいると、

「さっきのは、なんだったんだろうな……」

　ふと、あの背中の痛みと違和感を思い出した。ひょっとして喧けん嘩かの時にでも、怪け我がをしていたのだろうか。

　パンチは一発も貰もらわなかったと思ったんだが……そう思いながらも、念のため確認してみる。鏡には、目を疑うような光景が映し出された。

「な、なんだよこれ……」

　ちょうど、肩けん甲こう骨こつの部分が、やけに盛り上がっているように見える。無論、宴会の盛り上がりではない。などと、そんな寒いことを考えてしまうほどの、想定外のもの。

　今にも何かが皮膚を突き破って、出てきそうな突起。

　これじゃあまるで……。ティーリと同じ羽がはえようとしてるみたいじゃねえか。

「オレにも悪魔の羽がはえてきてたりしてな。は、まさか……」

　自分で言っておきながら苦笑が漏れる。

　それでも、大笑いできないのは、やはり悪魔が実在したと言う現実があったからか。

　もしかしたらと言う感情が頭をよぎるのは、人の恐怖心からか。















　手を伸ばし、その膨らみに触れてみる。痛みは特に無い。

「なにか、固いものが……」

　それは、今まで感じたことの無い不思議な感覚。埋まっている。何かが。

「噓うそだよな……？」

　鏡に背を向けることをやめた。これ以上見ていると気分を悪くしそうだったから。

　たまたまこの部分に腫れ物が出来た、それだけのことだ。オレは内心そう言い聞かせてシャワーを浴びることにした。

「明日の朝には、悪あく魔まなんて最初からいなかった……そうあってくれ」

　そんなことを、そっと願うのだった。
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　自分で言うのもなんだが、小さい頃のオレは非常に大人しい子供だったと思う。

　どちらかといえば内向的な性格で、いつも誰かの後ろについて歩いているような感じだった。

　小学四年生の時。学校を終えて帰ろうとしていたオレは、上級生の田た中なかと横よこ島しまに、河川敷の下で相撲の練習相手をさせられていた。

　けして大げさな虐いじめを受けていたわけじゃないが、からかわれる対象であったのは間違いないだろう。

　体格差、年齢差、付け加えて性格の押しの弱さもあって、オレはただひたすら、投げ飛ばされるばかりだった。

　先日雨だったこともあり、地面はぬかるみ、泥だらけになって汚れた。

　半泣きになっても終わらせてはくれず、結局二人が飽きたところで、その日はお開きになった。

　だけど帰り道の足取りは、それほど重たくは無かった。母は、友達のいないオレが心配でならなかったのだろう。

　毎日早く帰ってくるオレを見ては、物寂しそうな顔をしていたからだ。

　たまに遅くなると誰と遊んでいたの？　とか、服を汚して帰ると、派手に遊んだわねぇと笑ったものだった。

　だから、今日も笑顔を向けてくれるだろうと思っていた。そしたら、少しは嫌な思いも報われるから。

　うちは母子家庭で、父親は小さい頃に交通事故で死んだ。母は女手ひとつで、オレを育ててくれていたが、どうやって生計を立てていたのかは今でも分からない部分が多い。

　楽ではなかっただろう。泥まみれの手を服で拭ったが、その服も泥だらけだったので、あまり意味は無かった。オレは扉を開けると、沈んだ顔を伏せ、わざと笑顔を作った。

「ただいまっ」精一杯の声を張り出した。でも、帰ってくる「お帰り」の言葉は、いつまで経たっても戻ってこなかった。

　玄関に靴はなく、外に出かけているのだと知って落胆したが、このまま突っ立っているわけにもいかない。

　泥だらけの足でフローリングを踏み、オレは風呂に入った。汚れた床を綺き麗れいにすることもすっかり忘れ、自分の部屋で泥のように眠った。

　目を覚ました時、すっかり陽は沈んでしまっていた。お腹なかが空いたと１階に下りたが、電気はひとつもついていなかった。

　夜中になっても母がいないのは、初めてのことだった。オレは、そこで初めて不安に駆られた。

　汚れたままのフローリングは、母が帰ってきていない証拠だったからだ。

　倒れたままになっていた靴を素足で履き、慌てて家を飛び出した。一緒に行く近所のスーパー、本屋、床屋、あちこちを駆け回った。

　それからもあちこち走り回ったが、ついに母が見つかることはなかった。結論から言えば、母は蒸発したのだ。

　噂うわさは嫌でも耳に入ってくる。母は前から度々漏もらしていたらしい。生活が苦しい、子供の存在が重い、と。

　泣きはらし、目は真っ赤に充血し、それでも涙が止まることはなかった。誰がオレを引き取るか親戚連中が話している時も、オレは泣き続けた。

　親戚一同は当然、オレを引き取ることに消極的だった。当たり前だろう、自分の子でもない存在を育てるのは、容易なことじゃない。

　最終的に近所に住む親戚が名乗りを上げざるを得なかった。オレは、家を出ることを拒否した。

　もちろん子供一人で生活なんてさせられないと親戚は怒ったが、毎日親戚の家を抜け出しては、自宅に戻ってを繰り返した。

　いつか、ひょっこり帰ってくるかもしれない。笑いながら、遅くなっちゃってごめんね、と言う母が扉を開けてくるのを待って。

　やがて親戚も口を出さなくなった。念のためにと携帯を持たせ、あとはいくばくかの食費だけを置いていくだけ。辛くは無かった。

　母がいなくなって暫しばらくは、上級生たちがオレをからかうことはしなかった。恐らく、そっとしておくよう親、教師に注意されていたんだろう。

　だが、所詮は子供だ。少し時間が経てばそんなことなどおかまいなし。むしろ、悪意の無い悪意を向けてくるようになる。

　そんな表現通り、ある日の帰り、またもや河川敷でオレは田た中なかと横よこ島しまに相撲の相手をさせられた。

　何度も何度も張り倒され、身体のあちこちが痛かった。でも、気の弱いオレはされるがままだった。

「おまえ、母ちゃんいなくなったんだろ？」そういったのは、田中だったか、横島だったか。今では覚えていない。

　はっきりしないのは、それを口火に、どちらも母のことで悪口を言い出したからだ。

「死んだんじゃねえの？」「男と逃げたんだ」「おまえはいついなくなるんだよ」子供に思いつく限りの言葉を並べ立てられた気がする。

　反論することが出来ず、グズグズと泣き崩れたオレを見て楽しくなったのか、どんどん言葉の数は増えていった。

　オレは、心底ムカついた。母のことを知りもしないで、ふざけるんじゃない、と。我慢しきれなくなったオレは生まれて初めて、人を殴った。

　殴った、って言うと格かつ好こいいが、突き飛ばしたって方が正しいな。相撲の取っ組み合いをしていた横島が吹っ飛んだのを、今でも覚えている。

　オレが反撃するなんて思っていなかったから、踏ん張りさえもしていなかったんだろう。そいつは怒り狂って摑つかみかかってきた。

　その後は相撲じゃなく、子供ながらの大おお喧げん嘩かだった。髪を摑まれたり、手を嚙かまれたり。とにかくオレはぼっこぼこにされた。

　返り討ちにあったわけだが、オレは泣きながらも奮い立てたことが嬉うれしかった。やれば、出来ないことはないんだと知った。

　それからのオレは、誰だれ彼かれ構わず、ちょっかいを出してくるヤツとは徹底的に戦った。負けることが殆ほとんどだったが、それでも屈しなかった。

　やがて中学になる頃には体格も成長し、数々の喧嘩の経験から、負けることはなくなっていった。あっという間、気がつけば不良の代表格として恐れられた。

　ただの一度として、意味無く自分から手を出したことはなかったが。そんなこんなで高校に進学し今に至る。親戚はオレの存在を煙たがりながらも、今でも僅かながらの金を提供してくれている。

　本当なら、その金に手を付けたくはないが、所詮は高校生。夏休みや冬休みのバイト代だけで生活できるほど、世間様は甘くない。

　卒業して就職したら、真っ先に使った金を返して、親戚と縁を切ってやる。そう心に決めていた。……ああ、そろそろ目が覚めるな。

　自分の小さい頃の夢を見るのは、久しぶりだ。訪れる意識の覚醒を感じながらオレは少し笑ったのだった。





○学校に行かなきゃなんねぇのに







「いいか？　オレはこれから用事がある。おまえは家で大人しくしてろよ」

　朝、ソファーに座って足を組みながら、アイスを頰ほお張ばるティーリに忠告をした。

　どうやら勝手に冷蔵庫を漁あさって手に入れたもののようだが、いちいち突っ込む気にもなれない。

「用事って何よ。本当に出かけるわけ？　ひとりで家に残るのとか退屈じゃない」

「なら出て行ってくれて一向に構わない。つか、今すぐ出てってくれ」

「嫌」

　目の前にいるティーリは当たり前のように、オレが貸した服を着込んでいる。羽にさえ目を瞑つぶれば、どこからどう見ても人間そのものだ。

「出て行くのが嫌なら大人しくしてろよ」

「それも嫌」

「右手で殴られるのと左手で殴られるの、どっちが好みだ？」

「そんな理り不ふ尽じんなこと、選べるわけないじゃない」

「今おまえが、オレに理不尽なことを言ってるのは許されんのか？　あぁ？」

「当たり前じゃない。悪あく魔まだもの」

　悪気など欠片かけらもなさそうに、にやりと笑う。実に偉そうな態度だ。性根は間違いなく腐っている。

「留守番してる間、あたしは何してればいいのよ」

「寝るなり、適当に漫画読むなりしてろ」

「そんなに寝れない。漫画は全部読んだ。結構面白いわね」

「全部読んだのかよ……」

「なんだっけ、かずおの大冒険って漫画、あれは中々面白かったわ」

　かずおの大冒険って確か、古本屋に40冊５００円で売ってた糞くそ漫画なんだが……。

「とにかく暇なの。悪魔は退屈なのが苦手って、何度も教えたでしょ？」

　素晴らしいことに、初耳である。

「だったらテレビでも見てろ」

「昼間からテレビ見るような、情けない自堕落生活はしたくない」

　そう言い、アイスを咥くわえたまま、ソファーにごろっと寝転がった。

　そしてすぐオレから興味を失いテレビに視線を移した。

「……おまえ、やっぱり人間だろ……ともかく、大人しくしてろよ。いいな？」

　はいはい、わかったわかったと、手だけをこちらに振る。怒ろうかと思ったが、そろそろ家を出ないと遅刻する。

　不満を抱きつつも、オレは学校に向かうことにした。





　１






　校門が見えてきた。オレの通う『西にし高たか山やま高等学校』だ。偏差値は平均より低く、受験すれば殆ほとんどの生徒が受かる。昨今の少子化問題に、小さな学校は生徒を選んでいる余裕はないのだろう。そんな平均以下の高校だが、アッと驚くような優等生もいるし、冗談じゃねえよって不良まで在学している。

　オレと同じように、家から近ければいいやって連中が、いるってことなのかも知れないな。

　そう言う意味ではバリエーションに富んでいるかも知れない。

「おいっ、鮫さめ島じまだぜ……」

　なんて声が、どこからか聞こえてきた。周囲３６０度生徒だらけで、誰が発したのかを特定するのは面倒だ。

　それに、昨日今日言われ始めたことでもない以上、いちいち気にしても仕方ない。

　何人かの生徒たちは、オレだと気づくなりそれとなく距離をあけていく。向こうが避けると言うなら、ただ避けさせてやるだけのこと。

　不良扱いされている（実際そのカテゴリなんだが）オレを、誰が好き好んで相手するだろうか。

「あっ……」

　ちょうど、校門の入り口に差し掛かったところで、ひとりの女子生徒が声をあげた。

　クラスメイトの殆どを覚えていないオレでも、こいつの存在は知っていた。

　太陽に照らされた眩まぶしい黒髪は腰元まですらっと伸びており、顔立ちは恐ろしいほどに整っている。日本の美少女とは、まさにこいつのことを指すためにあると言っても、過言ではないだろう。

　名前は……荒あら崎さき桃もも恵え。

　こちらに気付いて足早に駆け寄ってくる。顔を背けようとした時には、既に遅かった。

「おはよう鮫島くん。昨日は凄すごい雨だったね。体調とか悪くしなかった？」

「体調悪くしてたら、学校にはこないだろ」

「そ、それもそうだね」

「じゃあな」

「あっ。待って！」

　オレは気だるそうに立ち止まる。正直言って、あまりこいつが好きじゃない。何な故ぜなら、オレのような人間と関わるようなキャラじゃないからだ。

　まして、話しかけられている場所が往来の校門前ともなれば、早々に立ち去りたいと思うのが独り身の心情だ。

「あのね、あの、そう言えば、昨日私の家の前の水みず溜たまりが───」

　突如としてわけのわからないことを言い出す。

「それはここで話さなきゃいけないことなのか」

「それは……ううん、全然そんなことはないんだけど……」

「おまえさ。いや、余計なお世話なんだけどな？　こんな人目のつくところで、オレなんかに話しかけないほうがいいぞ」

「え、ど、どうして？」

「どうして？　そんなもん、ちょっと考えればわかるだろ」

「あ、ひょ、ひょっとして、噂うわさ、とか、立っちゃうかな？　そしたら、お互い困っちゃうよね……」

　荒あら崎さきは頰ほおを赤らめ、あたふたと辺りを見渡し始めた。ようやく今の状況に気付いたらしい。その後、何やらぶつぶつと呟つぶやき始める。誤解がどうとか、それでも別に、とか、まぁどうでもいい。

「とにかく、そう言うことだ」















　そう言う噂うわさが嫌なら話しかけてくるな、と吐き捨てそうになったのを堪える。

　多分こいつは何も考えていない。単純にクラスメイトだから話しかけているに過ぎないのだろう。誰にでも優しいと評判らしいからな。

　あるいは、優しさを演じて周囲の点数を稼ごうとしているかのどちらかだ。

「ごごごご、ごめんっ！　そうだよね！　それは迷惑だよね！　もし私が、その、えっと、鮫さめ島じまくんの、だから、こっ、こい、こいっ……」

「虐いじめられてる、なんて噂立てられると、こっちも面倒だからな」

「う、うん、こいび……い、いじ、め？」

　何な故ぜか目を丸くし、ポカンと口を開けてオレを見上げてきた。……やっぱり何も考えてなさそうだな。

「今後は不用意に話しかけないでくれ」

「あ……うん……」

　怒られた子犬のように、俯うつむいて表情に影を落とす荒あら崎さき。少し厳しいようだが、これくらいは言っておいた方がこいつのためだ。

　背中に荒崎の気配を感じながらも、オレは振り返ることなく敷地内へと歩みを進めた。

　学校内に足を踏み入れると、オレの存在に気づいた連中が次々視線だけをこちらに向けてくる。慣れたものとはいえ、やはり不快ではあった。

　この学校には、オレに対して二種類の感情を抱く人間がいる。一つは、怖がって距離を取りたがる者。

　これは別にいい、放置してればいいだけの話だからな。

　問題なのは、もう一つの人種。オレに対して何らかの恨みを持っていたり、復ふく讐しゆう心しんを抱いている連中だ。

　中には、荒崎のようにわけのわからない例外もいるが。

　玄関口をくぐり、下げ駄た箱ばこにたどり着く。

　オレは鞄かばんからビニール袋を取り出すと、そこから室内用シューズを取り出し、空になった袋に履いてきた通学用の靴をしまう。

　オレの下駄箱は、残念ながら使用することが出来ない。

　もし靴なんかを入れておけば、たちまち盗まれて捨てられるか、動物の死骸を詰め込まれたり、あるいは画が鋲びようまみれなんてこともありえてしまうだろう。

　中学の時にされてから、それらは頻繁に起こるようになった。

　喧けん嘩かで手が出せなくなった腹いせだろうが、邪魔臭いにも程がある。

　おかげでオレは、学校に物を置くことが出来なくなった。





　２






　２─Ｄと書かれた札の差さった教室が、オレのクラスだ。

　荒あら崎さきがクラスメイトであること以外はさして説明することもない。

　教室の中の生徒たちは、皆がそれぞれの輪を作り談笑していたり、携帯を触っていたり。

　その場には独特の仲間意識を持った空気が流れていた。

　ふとメガネをかけた、気弱そうな男子生徒が、誰かが教室に入ってきた気配を感じ取ったのだろう。

　何気なく顔をあげたため、オレと視線が合った。

「ひ……ぁ……!?」

　奇怪な声をあげ、慌てて視線を逸そらすも、その雰囲気を感じ取った他の生徒たちが、次々と顔を上げる。

　そして、しまったというような露骨に嫌な顔をし、視線を逸らしていく。

　頼むから俺（私）にだけは絡まないでくれ、そんな感情。いつもの光景だ。

　こいつらは全員、オレがクラスメイトになったことを嘆いているんだろうさ。

　こっちこそ関わるのはごめんだ。

「ふう、ふうっ」

　オレの後を、少し息をきらせた荒崎が入ってきた。

　その瞬間暗く淀よどんでいた教室が、花開いたように明るくなった気がした。止まってしまった時間が動き出すように。

「おはよう。みんな」

「おはよう桃もも恵え～」「桃恵ちゃん、おはよ～」様々な笑顔の声が飛び交う。

　オレとはガラッと違う対応だ。オレがマイナスなら、荒崎はプラスの存在なんだろう。

　もっとも、羨ましいと思ったことは一度もない。ないんだからな？

「やっぱ桃恵ちゃんは可愛かわいいよなぁ。マジ癒いやされるよ」

「あの子と付き合えるなら、俺は死んでもいいぜ」

　付き合ったら死ぬ以上、それは付き合う意味なんてないだろうが。と、心の中で突っ込みを入れる。

「う、うわっ。なんか鮫さめ島じまくんに睨にらまれたっ……!?」

「おまえの声が不快だったんじゃねえのっ、気をつけろよっ！」

「くだらねぇ」

　少し乱暴に鞄かばんを置くと、その物音だけで、一瞬周囲の空気が凍りつくのを感じた。

「今日も暑いね～。あれ？　皆そんな顔してどうしたの？」

　ただひとり、空気の読めない荒崎だけを除いて。

　席についたオレは、授業が始まるまでの間、携帯を開いてネットの検索を始めた。

　気になっていたのは『悪あく魔ま』『地獄』と言ったものだ。本当なら昨日のうちに調べようと思っていたが、疲れてそのまま眠ってしまったからな。

　こんなうさん臭そうなキーワード、人生ではじめて調べる。今後ろから覗のぞき込まれたら厨ちゆう二に病びよう全開だと思われるだろう。

「な、なぁ。今鮫さめ島じまくんの後ろ通った時にさ、携帯の画面見えちゃったんだけど。なんか、地獄がどうとか──」

「バカ！　気をつけろって！　それ絶対キメ台詞ぜりふ探してるぜ！」

「キメ台詞!?」

「テメェを地獄に送るのはこの俺だ！　みたいな？」

「怖ッ……そういや、この前仕返しに来た不良十人くらい、返り討ちにしたらしいぜ」

「関わらないようにしろよ、マジ死ぬから」

　……見られた上に、しっかり厨二認定されてしまった。

　しかしこいつらは、ひょっとしてオレに殺されたい奴やつらなのか？

　わざわざ聞こえるような声でぼそぼそ言いやがって。

　こっちは、本当に悪魔にとり憑つかれたような事態だっての。

　だが結局いくら調べてもインターネットで有益な情報を拾うことは出来なかった。

　授業開始のチャイムが鳴り、オレは携帯電話をポケットにしまった。

　退屈な授業だが、勉強だけはきちんとする。それはオレが自分に課したルールのひとつだった。教師の発言をノートに取り、黒板に書き出される問題を解いていく。

「えー次の問題を───」

　教師が誰かを指そうと生徒を探している。

　あのくらいの問題なら、オレにも解けるな。最悪指されても大丈夫だ。

　じっと教師の選択を見守っていると、目が合った。

「ふひぃっ!?」

　謎の奇声をあげ、瞬時に視線を逸そらされる。オレは入学してから一度たりとも、教師に名指しされた覚えが無い……。
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「……ただいま」

　毎日毎日誰もいない家の玄関で言い続けてきた言葉、それを誰かが聞いてくれる日が来るなんて、な。

　声が聞こえたのか、それとも扉を開ける音が聞こえたのか、リビングからスタスタと足音が聞こえてきた。

「お帰り」

　優しい口調で、ティーリがオレを出迎えてくれた。なんつーか、悪くねーな、なんて一瞬思ってしまったり。

　外見は文句の付けようがなく可愛かわいいから、黙っていれば怒ることもないんだけどな。

　どんな経緯や事情にしろ、家で誰かが待っているって言うのは、嬉うれしいことなんだと思った。それが悪あく魔まだとしても。

「何か食べるものは？」

　そう言われる気がしていたオレは、予あらかじめ買っておいたビニール袋を無言で差し出した。中にはスーパーで買ってきた特売用のスナック菓子が入っている。

「これは人間界の食べ物で───」

「お菓子ね。ご苦労ご苦労」

　素早く手が伸びるや否や、オレの手からビニール袋は姿を消した。そしてすぐ中身を取り出すと、その場にビニール袋を投げ捨てる。

「なんで菓子の存在を知ってんだよ……」

「悪魔の適応力を舐なめないことね。既にテレビで把握済みよ」

　それで満足したのか、一度頷うなずくとリビングへと戻る。

　落ちたビニール袋を回収した後、オレもその後を追いかけるようにしてリビングへ。

「大人しくしてただろうな？」

「もちろん。一歩も外に出なかったんだから、感謝してよね」

　腕を組んで、偉そうにうんうんと頷く。自分自身に感心している様子だった。もちろん感謝などするはずもない。

　とりあえず、ソファーでゆっくりくつろぐことにしよう。

　そう思い、憩いの場であるはずのリビングにたどり着くが、そこはオレの知るリビングではなくなっていた。

　想像を絶するほどに物が散乱している。漫画、雑誌、漫画、雑誌……散らかり放題だ。

「おい悪魔。これはなんだ？」

「え？　これ？　なにが？」

　こいつはこの惨状を見ても、何とも思わないのだろうか。気にした様子もなくソファーの上に座り込んだ。ソファーの上だけは綺き麗れいである。

「なにが、じゃねぇ。この散らかった漫画や雑誌はなんだって聞いてるんだ」

「あぁ、これ？　全部読んだの。新しいの買っておいて」

　そしてスナック菓子の袋を開封し、バリバリと食べ始める。ご機嫌なのか、背中の羽がパタパタと動いていた。

「そうじゃねぇよ。この散らかった本は何だって聞いてるんだ」

「は？　それはツーピース。こっちはかずおの大冒険。こっちは───」

「漫画のタイトルが何かなんてどうでもいいんだよ。なんで散らかってんだよ」

「読んだからに決まってるじゃない。バカなの？」

　やれやれとクビを振って、こちらを憐れむような目で見るティーリ。

「おまえは片付けるってことを知らないのか？　この悪あく魔まがっ」

「そーいちろーの怒った顔ってさ、悪魔みたいな顔してるわよね。ひょっとしたら、悪魔の素質があるんじゃない？」

　オレの顔を覗のぞき込む。大きな瞳が目の前まで迫り、慌てて後ろに逃げた。

「うるせぇ！　片付けろ！」

「無理。あたし散らかすのは得意だけど、片付けるのは苦手だから。そーいちろーよろしくっ」

　しゅたっと手を上げ、後は知らぬ存ぜぬを貫く構えだった。

「この悪魔がッ！」





　４






　ピンポーン。

　ようやく片付けも終わりリビングでくつろいでいると、チャイムが家の中に響き渡った。

「誰かきたみたい。出たら？」

　居候は、偉そうに漫画を読みながら、顎で指図と唾を飛ばす。

「てめぇもちょっとは働こうって考えにはならないのか？　口の中に手ぇつっこんで奥歯ガタガタ言わせんぞ？」

「なかなか魅力的なセリフね。今度使わせてもらおうかな」

　一体どう言う場面で使うつもりなのやら……。こいつは恐れるどころか、感心したそぶりを見せる。

　こちらが青筋を立てて睨にらんでいると、興味を無くしたのか視線を漫画へと戻した。

　本当に一度、痛い目を見せてやった方がいいのかも知れない。

　ピンポーン。

「客。早く出ないと」

「おまえな……」

「なによ。何ならあたしが出てもいいのよ？　でも、手違いで悪魔の翼が見られちゃったりして……悪魔が存在するってバレたら大変ね～。もう大騒ぎになっちゃって、凄すごいことになるんだろうな～」

　ピンポーン。

「あーくそ、うるせぇな！」

「ほんとピンポンピンポンうるさいわね」

「どちらかと言えばおまえがな!!」

　そもそも、なぜ我が家に来客なんてものがあるのだろうか。

　うちに訪ねてくるのは、精々新聞屋か宗教勧誘くらいなもんだ。

　むろん、そのどちらもオレの度重なる一いち瞥べつに、ついには訪ねてこなくなったが。

　オレは警戒するように玄関の前へと足を向けた。

「なんだ……？」

　見慣れた玄関の扉、その向こうに立つ来訪者。なにか、ぞくりとしたものを感じた。

　こんな直接的に不安を搔かき立てられたことがあっただろうか。昨日、一瞬ティーリに感じた衝動に似ている。が、それともまた別なもの。

　とりあえず、そっと覗のぞき穴から扉の向こうを窺うことにした。

「…………」

　玄関先に立っていたのは、想像を絶するようなひとりの美少女だった。

　こちらが見ているとは露知らず、じっと扉を見つめているが、薄く笑みを保っている。

　暑い日ざしを遮る麦むぎ藁わら帽ぼう子しに、なびく金髪のウェーブ。綺き麗れいな蒼あお色いろの瞳。首から下げた白い十字架のペンダントが、とても似合っていた。

　日本人では滅めつ多たに見られない金髪美少女のその豊満な胸は、世の男性の視線を間違いなく釘くぎ付づけにするだろう。

　ごくり……。と、通常なら生なま唾つばを飲むシーンだが、オレはいっそう警戒を強めた。

　眉間にしわを寄せ『なぜ金髪美少女が家を訪ねてきたのか』と言うことを思考する。

　新手の勧誘の類か？　あるいは、近所に引っ越してきて、その挨拶か。おかしい……明らかに、おかしい。

　オレは違う意味で心拍数が上がっていくのを感じた。

　いずれにせよ、歓迎すべき客人でないことだけは確かだろう。不幸が不幸を呼ぶってのは、よくある話だし。

　この金髪美少女が、ティーリのような厄介者でないとは言い切れない。

　このまま居留守を使うべきか悩んだが、また後で来られても面倒だ。

「ふうっ……」

　鍵のかけられていないノブを回し、ゆっくりと、そして少しだけ扉を開いた。

「…………」

　むわっとした暑い空気が、家の中になだれ込んで来る。

　それと同時に、何とも言いがたい良い香りが鼻をくすぐった。目の前に立つ少女からのものだろう。

「初めましてっ」

　花開いた、とでも表現しようか。少女の笑顔は、それだけで男の心を鷲わしづかみにしてもおかしくないほど魅力的なものだった。

　薄ピンクの小さな唇がゆっくりと開く。

「鮫さめ島じま聡そう一いち郎ろうさん、ですね？」

「……だったら？」

「実は折り入ってお話が御座いまして」

「こっちはない」

　問答無用で玄関の扉を閉める。

「あぁっ！　あ、あの、すみません！　開けてくださ～い！」

　玄関先で慌てたように声を張り上げる。

「……なんなんだよ。近所迷惑になるから大声だすな」

「あぁ、よかった。お開けくださったのですね……けれど、その鎖はなんでしょう？　先ほどは御座いませんでしたが」

「気にしないでくれ。ただのドアチェーンだ。そんなことはどうでもいい。それより何の用だ」















「あぁ、えぇっと、立ち話では少々問題が御座いまして。もしよろしければ中に入れていただけないか、と」

　眩まぶしいほどの笑み。これは、怪しいと思うしかない。一体なにを企たくらんでいるのか。

「悪いが今用事があって、時間が取れないんだ。帰ってくれ」

　玄関の扉を閉じようと手を引くと、慌てたように制してきた。

「あ、あの、とても大切なお話なんです。聡そう一いち郎ろうさんにとって、とても」

　ますますもって怪しい。なぜオレの名前を知っているのか。なぜオレの家に上がりこみたいのか。

　人生で培ってきた知識をフル稼働させる。

「まさか……！」

「気づいて、いただけましたかっ」

　あちらさんも、何かをオレに期待していたのだろうか。瞳がキラッと光った気がした。

「Ｎ○Ｋか？　契約しろってか？」

「え、Ｎ○Ｋ？　なんですか、それは」

「うちに上がりこんでテレビがあるかを確認したいんだろうが、残念だったな、うちにテレビはねぇよ！」

　再び扉を閉める。

「危ない危ない……。美人局つつもたせとはこう言う状況を言うんだろうな」

　ダンダンダンッ！

「閉めないでください！」

　ダンダンダンッ！

「おいコラ！　近所迷惑だから大声で叫ぶな叩たたくな！」

「緊急事態なんです！　やむを得ません！」

　ダンダンダンッ！

「だから叩くなっつーに！」

　これ以上玄関を叩かれるのは洒落しやれにならないと思い、再び玄関を開ける。

「よかった。またお開け下さったのですね……」

　やや涙目になりながら、すがるような視線をこちらに向けてきた。そんな女の仕草に、惑わされてはいけない。

　ここは心を鬼にして対処しなければ、後々泣きを見ることになるのはこっちなのだ。

「このＮ○Ｋの回しもんが！　死にさらせ！」

「ああぁっ、あの、絶対勘違いです。私、えぬなんとかではございません」

「本当だな？」

「は、はいっ」

「そうか。ならいいんだが」

「信じてくださったのですね……神よ、感謝いたします」

　自らの体前で十字架を画く女。……しまった、『そっち』の類だったか。

「悪いな、オレは踏み絵とか余裕でやっちゃうヤツだから。コサックダンスしながら踏むヤツだから」

　バタンッ。

「ええっ!?　お、お話、お話を聞いてください！」

　ダンダンダンッ！

「だから叩たたくなつってんだろ！　ぶっ殺すぞテメェ！」

「ひっ!!」

　オレの恫どう喝かつに怯おびえ、再び女は涙目になっていた。

「はっ……!?」

　いかん、いつもの調子でつい……。冷静になれ、クールになれ……。

「だったら何だってんだ。あんたみたいなのが家に来るなんて、普通ありえないだろ」

「ありえない、何な故ぜです？」

「うちには基本的に誰も訪ねてこないんだよ。色々あったからな」

「色々、ですか？」

「しつこい勧誘屋を殴ったこともあるし、宅配を間違えたヤツに２時間説教したこともあるからな」

「まぁまぁ……と言うことは、あなたはとんだクズ野郎様なのでしょうか？」

　微笑ほほえみ１００％、嫌いや味み１００％と言う素敵な返しをされた。

「……初対面の相手に、さらっと毒吐きやがって。いわすぞ？」

「ひっ!!」

　可愛かわいい顔して、クズ野郎とは……ますます油断ならない相手かも知れない。

　オレの形ぎよう相そうに恐怖を感じたのか、女が半歩後ずさった。間違いなく今のオレには女難の相が出てるな。

「とにかく家に上げるわけにはいかない。ここで話せることじゃないなら帰ってくれ」

　そう、見知らぬ金髪女を家に上げることも冗談じゃないが、今リビングには羽をパタパタさせた悪あく魔まがいるんだ。

　万が一にも見られ、大騒ぎになったら……。

　困ったような、しかし言葉を出そうとしても出し切れない女。

　オレはもう食いついては来ないだろうと判断し、再び扉を閉めようとした。

「仕方が……ありませんね……」

　女は前かがみになり、小さく口を開く。これ以上何を言われても応じるつもりは───

「今、聡そう一いち郎ろうさんのご自宅に『悪あく魔ま』がいますね？」

　思いも寄らぬパンチに、一瞬焦ったが、すぐ平静を装うと口を開く。

「は……突然何を言い出すかと思えば、そりゃ、オレは周囲から悪魔みたいな男だとは言われてるが……」

「そうではなく……女性の悪魔、です」

　こいつ───!?

「こう言えば、中に入れていただけますでしょうか？」

　一瞬の鋭い表情の後、笑顔に戻る女。

「何者だ、テメェ……」

　ティーリの存在を知りつつ、そしてオレのことまで知っている？

「そのことも含め、ゆっくりとお話させてください。無論、聡一郎さんのご自宅内で」

　もしかして、ティーリと同じ悪魔なのか？　何にせよ間違いなくその存在には気づいている。ここで不用意に追い返すことは、後々厄介ごとにしかならないだろう。

「…………わかった」

　一度扉を閉め、ドアチェーンを外してからゆっくり扉を開くと、女は満面の笑みを浮かべた。

「ご理解いただき、ありがとうございます」

「さっさと入ってくれ」

「では、お邪魔致します」

　靴を脱ぎ、すらっと伸びたしなやかな足が、家のフローリングを踏む。

　どこからどう見ても人間にしか見えない。背中にも特に違和感はなさそうだった。

「リビングでいいか？」

「はい。そちらに彼女も？」

　彼女……間違いなく、悪魔であるティーリのことだろう。

　こいつはすべて分かってるってことか。オレは逆らわず、女の前を歩き素直にリビングへと足を運んだ。

「ふんふんふーん」

　リビングに戻ると、暢のん気きに悪魔少女は漫画を読み続けていた。

「おい、コラ」

　ティーリの頭をパシッと叩たたく。

「いたっ！　なにすんのよ！」

「なにすんのよ、じゃない。客人だ」

　ティーリは大きく目を見開き、オレの少し後ろに立つその女を見上げる。

「あ、あんたは！」

　慌てたように立ち上がる。

　そして少し距離をとってから身構えた。やはり、こっちの女は只ただ者ものではなさそうだ。

「何者だ？」

　緊迫した空気の中オレが問いかけると、ティーリは小さく口を開いた。

「………………誰？」

「知らんのかい！」

「知らない。全然。これっぽっちも」

「てことは、お前は悪あく魔まじゃねえのかよ！」

「え、誰が悪魔なのですか？」

「おまえだよおまえ……」

　きょとんとした表情で、何を言っているのか理解できない様子だった。

「私は悪魔ではありませんよ？」

　そんなわけないと首を横に振る。悪魔じゃない？　悪魔じゃないヤツが、なぜティーリのことを知っている。

「……じゃあ、何者なんだよ」

　そう問いかけた瞬間、彼女の表情は満面の笑みへと変わった。

　まるで、そう聞かれることを待ち望んでいたかのように。

「申し遅れましたが、自己紹介させていただきます」

　こほんと咳せき払ばらいし、わざとらしく前おきをつくった。

「私、マルク・ビスフォンデ・トゥールシュバイヌ・ソワール・ド・キュルティック・エリーゼと申します。以後お見知りおきを」

「あ？」

「えっ？」

　オレと金髪の女が、同時に首をかしげる。

「いや、今なんて？」

「すみません。聞き取りづらかったでしょうか？」

「聞き取りづらかったっつーか……」

「こほんっ。私はマルク・ビスフォンデ・トゥールシュバイヌ・ソワール・ド・キュルティック・エリーゼ、と申します」

「……え？」

「え……？」

　再び二人で顔を見合わせる。

「まぁ、よくわかんねえけど、エリーゼ、ってことだな？」

「その、えっと、はい……端的に申しますと」

　なんだかショックを受けたようで、肩をがっくりと落とす。そして何な故ぜか、ティーリの機嫌が悪くなる。

「それで、こいつに何の用なんだ？　悪あく魔ま祓ばらいでもしてくれるのか？」

「ある種それに近いかもしれません」

「ちょ、なんて物騒なもん家にあげてんのよ！」

　驚いたのは、もちろんティーリだ。

　ばっと後ろに跳びのき、警戒心……と言うか、慌てたような素振りを見せる。

「なんだ、おまえ殺されるってよ」

「ふざけんじゃないわよ！」

「あ、えと、ご心配なさらないでください。私は地獄に送り帰すためにやってきたのです」

「ちっ、なんだ始末しに来たんじゃないのか」

「なんで残念そうなわけ……！」

　ティーリはまだ警戒しているのか、距離を保ったままぐるぐるとエリーゼの周りを歩く。

　どこかに武器の類を隠していないか確認しているようにも見える。

「物騒なお話では御座いませんので、大丈夫ですよ。ゲートの存在はもちろんご存ぞんじですよね？」

「一応は、ね」

「こいつはゲートをくぐってきた覚えがないって言ってんだが？」

「稀まれにゲートと知らず迷い込んでしまうことがあるんです。その一例ではないでしょうか」

「それはよかった。なら、今すぐ送り帰してくれ。困り果ててたんだ」

「ちょっと、あたしが厄介者みたいに言わないでくれる？」

「この上ない厄介者だろうが」

「あ、そ。帰るわよ。帰ればいいんでしょ。あたしだって、地獄には戻りたいのよ……」

　なぜそこで目を伏せ、寂しそうな顔をする。

　違う……寂しそうと言うより、苦虫を嚙かみ潰したような、嫌な顔をしている。

　自分の住んでた世界に帰れるというのに、なぜだ？　ま、オレには関係ないけどな。

「ともかく送り帰してくれるのなら話は早い。さっさとしてくれ」

「無論そのつもりですが、一応事情説明をさせていただいてもよろしいでしょうか？」

「事情説明？　いらねぇよ。さっさとこいつを引き取ってくれれば」

「そうも行かないのが、お役所仕事の大変なところでして。あなた自身にも大きく関わることなのです。お願いします」

「オレに？　……ったく、話があるならとりあえず座れ」

「ありがとうございます」

　椅子に座らせ、オレもその向かいに座る。ティーリもなぜか隣の椅子に腰を下ろした。

「あなたが悪あく魔まのティーリさん、ですね？」

「そうだけど……なんで名前知ってんのよ」

　本当に全てをお見通しのようだ。

「すみません。天国の方より、監視させていただいておりました。私は天国より使いとして参りました、天使でございます」

　悪魔は地獄から、天使は天国から、ってか。もう何でもありだな。

　金髪美少女が微笑ほほえむと、ぷるんと胸元が揺れる。それだけとんでもないボリュームの持ち主だとわかった。

「天使だと証明できるものはあるのか？　悪魔の羽みたいな有無を言わせないような証拠っつーか」

「ここなら人目も御座いませんので、お見せしてもよろしいですね」

　間髪入れず頷うなずくと、エリーゼは微笑んでから一度目を閉じた。

　淡い光が、一瞬エリーゼから発されたと思った刹那、背後から白いものが姿を現した。

　手品でもなんでもない、本物の、そう、誰もが想像しうる天使の羽、と言うヤツだ。

「これで信じていただけますか？」

　ティーリの小さな羽とはワケが違う。その気になれば自身を包み込むことも出来てしまいそうなほど、大きな羽だった。

　思わず触ってみたいと思ったが、ぐっと堪える。こんなものを見せられたら、一発で信じるしかないだろう。

「それで本物の天使さんよ、今すぐこいつを連れて出てって貰もらえないのか」

「残念ながらそれは、少々難しいかと思います。順を追って説明いたしますね。こほん、彼女を送り帰すには、ゲートと呼ばれる門をくぐる必要があります」

「ほら、あたしの言った通りだったでしょ？」

「何を自慢げにしてんだ。昨日、おまえよく分かってない風だったろうが」

「そうだった？　でもそーいちろーよりは知ってたし」

　そこでオレと比べるのは絶対に間違ってるだろうが。睨にらみつけると知らん顔された。

「この人間界は、天国と地獄にそれぞれ門で繫つながっているのです。天国への道を『ヘブンズゲート』地獄への道を『ヘルズゲート』と呼びます。もちろん簡単には行き来することは出来ません。幾つかの条件を満たさないと不可能なことです」

「その条件ってなんなの？」

「おまえ、ホント何にも知らないのな」

「言ったじゃない。どうやって人間界に来たのか覚えてないって。悪魔が人間界に行くことなんて、滅めつ多たにないのよ」

「そのゲートは、いつでも通れるというものではなく、一定の周期毎にしか開きません。次は３日後ですね」

　そうか、だからすぐに連れて行くことができないってことか。納得した。

「オレも行こうと思えば、地獄や天国に行けるのか？　そのゲートをくぐって」

「それは不可能です。誰でも開いたゲートを通れるわけではありません。ゲートをくぐるには両翼が必要となるんです」

「なるほど、そりゃオレには無理だ。でもまあ、思ったよりも単純な話だな。それならすぐ帰れそうじゃねぇか」

「それがそう単純な話ではないのです」

　真剣な眼まな差ざしは、茶ちや化かすことを許さない空気をはらんでいた。

「聡そう一いち郎ろうさん、今のあなたは、非常に深刻な人生の分岐点に立たれています」

「人生の分岐点だと？」

「あのさー」

　そこに、空気を読めない悪あく魔まが割り込む。

「面倒そうな話だし、二人で話しててくれない？」

「あのな、おまえにとって大切な話だろうが。ちゃんと聞けよ」

「そんなことより、あたしはこっちの漫画の続きの方が気になるんだけど。どこにある？」

　こいつのお気楽さと言うか、適当っぷりには呆あきれるばかりだ。

「あの、えっと、お話を、続けてもよろしいでしょうか？　これは、とても大切なことなんです」

「わかったわかった。勝手に話してくれ」

「……聡一郎さん。最近あなたの身に、何か変化は起きませんでしたか？」

「は？　いきなりなんだよ。変化もなにも、悪魔が居候してきた。おまけに天使までやって来た。これを変化といわないなら、変化らしい変化なんてねぇな」

「状況による変化ではなく、聡一郎さんの身体そのものに、です」

「……どういう意味だ？」

　思い当たる節のあったオレは、思わず硬直した。それを感じ取ったのか、エリーゼの顔つきも心なしか引き締まった。

「お答えください」

　それは昨日感じた、あの肩けん甲こう骨こつあたりの、違和感のことを言っているんだろうか？

「あるの、ですね……？」

「そのことが、おまえやこいつとのことに、関連しているのか？」

「その可能性は高いと思われます」

「まぁ、なんとなく、だけどな。背中にちょっと違和感がある」

「違和感……もしよろしければ、お見せ頂けないでしょうか……？」

　断ることもできたが、オレは素直に従うことにした。服を脱ぎ、背中をエリーゼに向ける。痛みを感じた場所にひんやりとした手が触れるのが分かった。

　すっと指先が背中を這はう。少しだけくすぐったかったが、オレには今それで笑うだけの気持ちの余裕がない。明らかな異変。自分自身に何かが起こりつつある。

「率直に申しまして……これはあなたの中に眠る悪あく魔まの素質を開花させる予兆です」

「悪魔の素質……？」

「感じられた違和感の正体は、紛まぎれもなく聡そう一いち郎ろうさんの体内に存在する『翼』です」

　肩けん甲こう骨こつの違和感の正体が、羽、いや、翼だと……そんなことが……。だが、この場所といい、盛り上がりといい、否定できる材料は殆ほとんどない。

「オレの背中に、どうして翼なんてものがはえようとしてんだ。悪魔の素質ってなんだ？」

「天使や悪魔とは、人間が死後なりうる種族のことを指すのです。つまり、元を辿たどれば私たちは人間と言うことですね」

　天使と悪魔が元は人間？　なら、エリーゼやティーリも？

「死後、人は必ずどちらかの種族として生まれ変わります。そしてそれは生前の行いによって決められます。善の行いをした者は天使に、悪の行いをした者は悪魔に」

「待てよ。その話が仮に本当だとしても、それは死後の話じゃねえのか？」

「それが今回お話の肝になります。このまま放っておくと、聡一郎さんは生きたまま『悪魔』になってしまうんです」

　オレが……生きたまま、悪魔に……だって？

「恐ろしい、ですよね。言葉を失うのもむりはありません。ですが気を落とさないでください。まだ希望はあります」

「いや、気を落とすもなにも、いきなり悪魔になるとか言われてもだな」

　実感がないってのが正直なところで、ショックとか驚きってのはあまりなかった。

「そーいちろー悪魔になるの？」

「お前は黙ってろ。話がややこしくなる」

「むっ。それはムカつく言い方。寝てる間に髪の毛全部毟むしってやる」

「やめろ、この悪魔が！」

「あ、あの……出来れば、もう少し真剣にお話を聞いていただきたいのですが……これはかなり深刻な事態なのです」

「悪いな。こいつ空気読めないから」

「聡一郎さんも大概ですけれど」

　にっこりとしてるが、内心怒っているようにも見えた。ぐむっと口を塞ぐ。

「よろしいですか？　人間が生きて悪魔になるということは、本来あってはならないことです。一度そうなってしまっては、元に戻る方法はありません」

「どうしてオレが、そんなことになろうとしてんだ」

「ティーリさんと関わりを持ってしまったことが原因かと思われます。悪あく魔まに触れたり、傍そばに置いていると、人間の中に眠る悪の素質が開花してしまうことがあるのです」

「つまり、このチビがオレを悪魔にしようとしてる、ってことか」

　ますますもって、本当に悪魔な存在だな、こいつは。ティーリを睨にらみ付けると、睨み返された。

「無論ティーリさんには、その意思は無いと思いますが。悪魔が傍に居れば居るほど、様々な影響が出始めることになります」

「よし、出て行け、今すぐ出て行け、この悪魔っ。悪霊退散っ！」

　しっしっと手で払うと、離れるどころか近づいてきた。

「そーいちろーも悪魔になればいいだけの話じゃない？」

「ふざけんなテメェ。誰が好き好んで悪魔になるかよ」

「本来、これから聡そう一いち郎ろうさんは何十年と言う人生をお送りになり、その辿たどった軌跡を経て、天使か悪魔となります。ですがティーリさんと長く関われば関わるほど、意思に関係なく悪魔へとなってしまうのです」

「よし。やっぱりおまえ、今すぐ出てけ」

「絶対に嫌よ」

「今の話聞いてたろ？　おまえがいるとオレが悪魔になるんだよ！」

「それがなによ、悪魔になればいいじゃない！　なんか問題あんの？」

　こちらを睨んで怒り、大声をあげるティーリ。なんで逆ギレされにゃならんのだ。

「そうだ、こいつをどこか適当なホテルに泊めてくれ。金なら出してや───そんな金ねぇや……」

　自分で言い出して、なんかちょっとへこんだ。

「お金の問題だけではないんです」

　ティーリを見やったエリーゼ。オレも隣に座るティーリに視線を送った。

「どこか違う場所に彼女を連れて行けば、そこで関わった人全てに、悪魔の影響が及ぶでしょう。これ以上被害を広げたくありません」

「なら、オレはオレが悪魔になるかも知れないと分かっていながら、こいつをここに置けってことか？」

「悲観なさらないでください。無論、私に出来る限りのことはさせていただきます」

　エリーゼの話を聞き、オレはとてつもない疲労感に襲われ、思わず重い息を吐いた。

「悪魔に天使、ね。分かっちゃいても、どうにも実感がわかねぇな……この背中の違和感だけだ、深刻に感じられるのは」

「やはり気になりますか？　背中の翼が」

「そりゃそうだろ。悪あく魔まになるかもなんて言われたら、な」

　オレがどこかホテルに寝泊りして距離をあけることも考えたが、もしその選択をとった場合、家が無事に残っている保証は無い。

　学校に行ってる間家を空けただけで、リビングがあの様だ。想像しただけでも身の毛がよだつ。

「ではゲートが開くまでの残り時間、彼女をここに留とどめていただけますか？」

「仕方ないだろ。非常に不愉快だけどな」

「無理を言って申し訳御座いません」

「全くだ。……ところで、もう陽が暮れてきたんだが？」

「あらあら、もうそのようなお時間でしたか」

　エリーゼがスッと立ち上がるので、オレも玄関まで見送るべく立ち上がった。

「炊事場が散らかっているようでしたので、お片づけさせていただきますね」

「おう。……って、なんでだよ！　帰れよ！」

「言いましたよね？　私にも出来ることをさせていただくと」

　流し台に立つと、袖をまくり水道の蛇口を捻ひねった。慣れた手付きで皿を洗い始める。

「それはそう言うことじゃないだろ。オレが悪魔になるのを阻止する手伝いとかじゃねえのかよ」

「もちろん、そのお手伝いも兼ねております。ともかく、これからお世話になりますのに、何もお手伝いしないわけにはいきません」

「……なんだ、その、お世話、ってのは」

「ティーリさん一人を残して、ここを去るわけには参りませんから」

　屈託のない笑みを向けてくれたところ悪いが、頭が痛くて倒れそうだった。

「まさかとは思うが……テメェまで居候するとか言う気じゃあ……」

「不束ふつつか者ものですが、よろしくお願いいたします」

　営業スマイルを振りまいた後、深々と頭を下げる。

「冗談じゃねえぞ。こっちは悪魔一匹飼うだけでも、大変な目にあってるってのに！」

「悪魔と天使で、丁度相そう殺さいされる感じに、と言うことで」

「相殺どころか、乗算されとるわ！」

「まぁ、乗算ならぬ、冗談がお上手ですねっ」

「天使の翼ってのは、油で揚げると美う味まいのかねえ、あぁん？」

「物騒なことを仰おつしやってもダメです。聡そう一いち郎ろうさんはお優しい方ですから」

　それ、どこ情報？　どこ情報よー……。

「ともかくこれ以上居候が増えるのはごめんだ」

「では悪魔になってしまってもよろしい、と？」

「オレは悪あく魔まになんてなるつもりはない。そんでもって居候を増やすつもりもない」

　そう、そうだ。天使だろうが悪魔だろうが、オレの運命を勝手に左右される筋合いはない。気合いさえあれば、悪魔にならなくても済むはずだ。

「あなたの生活に支障をきたしてしまうことは、否定いたしません。ですが、今一度冷静になってお考えくださいませ。聡そう一いち郎ろうさんの身体は、間違いなく彼女の影響を受けています。私も天使の端くれ。少なからずあなたに影響を及ぼすことになりますが、それによって、今芽吹きつつある悪魔の力を抑制する糧となりましょう。悪の力には、善の力で対抗するしかありません。本来、人はそのどちらの素質も持っているのですから」

　穢けがれを知らないような白い手が、オレの荒れた手をしっかりと握りしめ、包み込む。エリーゼの手は少しだけ冷たかった。

　こんな風に、誰かに優しく手を握り締められたことなどなかったオレは、一瞬ドキリとしてしまう。

「私の存在は悪魔の素質を抑える力があります。今からの２日間だけ、我慢していただけないでしょうか？」

「それはさっき言った相そう殺さいってことか？」

「はい。善と悪の力が打ち消しあう状況になるということです」

「……本当に２日だけなんだな？」

「お約束いたします」

　微笑ほほえむ天使に、これ以上断りを入れる自信はなかった。

「ち……わかったよ……でも、２日だけだからな？」

「感謝いたします。それから、あとひとつ。聡一郎さんには厳重に注意していただきたいことが御座います」

「なんだよ。これ以上の厄介ごとはごめんなんだが」

「背中の違和感……悪魔の翼に関係することです。ティーリさんが傍そばにいることで影響を与える、と言いましたが、それには少し補足が必要になります。いくら私が抑制する力を持っていても、あなたの行動によっては、制御が利かなくなってしまうでしょう」

「制御？　オレに何をしろってんだ」

「聡一郎さん自身の中にある、悪の感情を抑制するのです。暴力、暴言、恨み、嫉しつ妬と、憎悪、そう言った感情は誰しも持つものです。無論、私にもあります。ですが今悪魔の影響力を受けやすくなっている聡一郎さんが、それらの感情を持つことで、より悪魔としての素質を進行させてしまうことになります」

「……それ、本気で言ってんのか？」

「はい。これは紛まぎれも無い事実です」

　つまり喧けん嘩かしたり、相手を侮辱するようなことをすれば、オレは悪魔になっていく、と言うこと。

　それは今まで形成してきたオレそのものを否定しかねない話だった。

「つか……それは、最悪の話じゃねぇか。こいつの相手なんてしてたら、どんどん……」

「えへっ」

「なんでおまえはちょっとテレ臭そうなんだよ！　大迷惑だろうが！」

　言うなれば、魚に水なしで２日間生きろと宣告しているようなもの。暴言も喧けん嘩かも我慢するなんて、オレに出来るだろうか？

　２日間とは言え、先行きはとても暗かった。
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「天使ってのは人間と同じものを食べても平気なのか？」

　炊事場の片づけが終わった頃合いを見て話しかける。

「はい。問題ないと伺っております」

「３人分の食材あるかな……」

　冷蔵庫の中には、昨日の残り物が少し入っているだけだった。

「……こりゃ買いに行くしかないな」

「外行くの？　あたしも行く」

「では私も」

「家で大人しく───いや、この場合はどうなんだ？」

　連れ歩きたくなんざないが、天使と悪あく魔まだけを家に残すのは不安がある。

　気がつけば天使が、悪魔を浄化しようとしているかもしれない。

　いや、それはそれで悪あく魔ま祓ばらいが出来て助かるが、家の中で死なれるのは気分が悪いな。

　逆に悪魔が天使をチョメってしまう可能性もある。つか、そっちのが可能性として高い。

　どちらにせよ、天使と悪魔の関係性を摑つかめていない段階で、二人きりにするのは避けたいところだ。

「なんでオレがこんな心配しなきゃならねぇんだよ……神の試練かっ」

「神様は人間に試練を課すことはありませんよ？」

「そんなリアルツッコミいらねぇよ」

　しかし、天使の翼ってのは凄すごい存在感だな。見ているだけでちょっと気け圧おされる。

　オレがまじまじと見ていたことに気付いたのか、慌てたように口を開く。

「あ、これは失礼致しました。人間界では目立ちすぎますね」

　そう言い軽く微笑ほほえむと、ゆっくりと目を閉じた。僅かな沈黙が訪れた後、音も無く静かに、翼が小さくなっていく。

　いや、小さくなっていくと言うよりはすっと溶けて消えていくようにも見える。

　やがて翼は見えなくなった。背中はどうなっているのかと回りこむと、そこには何もなくなっていた。

　翼など最初から存在しなかったかのように。

「便利なもんだな。会った時はなかったし。出し入れ自由なのか」

「翼を消すのも、楽ではないんですよ？　練習も必要ですし」

「おまえは消せないんだよな」

「うるさいわねっ。あたしは別にいいのよ」

　コイツの場合は元の翼が小さいから、それで騒がれることはないと思うが。

　だが、二人とも翼が見えないからと言って、何も問題がなくなったわけじゃない。

「まだ何か問題が御座います？」

　オレの不安を察知したのか、問いかけてくる。

「いや……なんでもねぇ」

　エリーゼはどこか問題でしょうか？　と自分の身体を確認している。

　問題はある。そう、どう考えても、エリーゼの格好は目立つのだ。

　ブロンドウェーブに、理想的かつ、日本人には成しえないプロポーション。

　ちょっと出歩けば、あっという間に注目の的になるだろう。

　まして近所では悪い意味で有名なオレと行動を共にしていれば、噂うわさが立つのは安易に想像できる。

　だが仕方ない。今は悪あく魔まの問題をこれ以上大きくしないことにある。

　ティーリの監視役として、エリーゼを同行させるのがベターだろう。

「……行くぞ」

「はいっ」

　今日は……そうだな、カレーにするか。そう思い、三人で家を出ることにした。
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「買い物とか、結構楽しみね」

「突然奇声を上げたり、転げまわったり、うひひひひひひ！　とか笑い出すなよ？」

「そんなことしないわよ、失礼な」

「どうだか……」

　不安をいくつも抱えたまま、オレは二人を連れて自宅を後にしていた。７月と言うこともあって、やっぱり外はジメジメして蒸し暑い。

　オレを先頭に、ティーリとエリーゼが一歩後ろをついてくる。

「人間界の夏は凄すごく大変だと聞いておりましたが、想像以上ですね」

「あたし、家で待ってた方が良かったかも……」

　外に出て30秒で悪あく魔まが弱音を吐いた。ふらふらと右へ左へ歩く。本当にどうしようもないヤツだな。

「悪魔は皆、こいつみたいな性格なのか？」

「あの、外出先で堂々と悪魔、なんて口にするのはどうでしょう……」

　慌ててフォローに入るが、そんな細かいことを気にしたってしょうがない。

「心配いらねぇよ。コイツが正真正銘の悪魔だなんて、誰も思うわけないだろ」

「それはそうかも知れませんが……」

「そんなにまずいの？　悪魔がいるってバレることがさ」

「絶対に教えてはいけませんよ、ティーリさん。人間界が混こん沌とんに陥ってしまいます」

「混沌……うひひひひ」

　額に汗を浮かべながらも、暗黒な世界を想像してか不気味な笑みを見せるティーリ。エリーゼはその姿を見て苦笑いを浮かべた。

「悪魔の存在を世間に知らせるのはどうかとは思うが、そもそもなんで人間だけは天使や悪魔の存在を知らないんだ？」

　ティーリは出会った時から人間やこの世界の存在を知っている様子だった。エリーゼに至ってはそれ以上に詳しい。

　そりゃ人間たちも、数千年前から神や悪魔の存在を示してきてはいるが、明確に実在するとは殆ほとんどの者が知らない。

　テレビのドラマや映画の中、あるいは本の中だけのものだと認識しているだろう。

「それは人間が中間の立場にあるからです。私たちの存在を知ってしまうことで、本来自然に揺れ動く善と悪に歪ゆがみが生じてしまいますから」

「人の運命は人だけに任せるってことか？」

「はい。天使にも悪魔にもなれる存在だからこそ、関わりを深く持っては摂理を壊すことになりますので」

　はっきり理解できたかと言えば、理解できなかった。漠然とだけ伝わってきたとでも言おうか。サバンナで生きる動物たちに人間が干渉すると自然の摂理を壊しかねない。要は、そんな感じなんだろうか。

　家を出て10分ほど歩いたところに、よく利用する24時間営業のスーパー『ニコ市いち』はあった。

　主婦に人気が高く、全ての商品がコンビニなどより安いことに加え、午後６時頃からは惣そう菜ざいなどの割引サービスも行われる。

　だが、オレがここを利用する本当の理由は他にある。

　学生たち、つまりオレの学校連中は、ここを殆ほとんど利用しないことだった。

　学校の近くには新しく出来たショッピングモールがあり、そちらを使っているのだろう。

　はっきり言って、買い物している姿を見られるのは、好きじゃない。

　あの極悪非道の下劣でカスな暴君が、暢のん気きに買い物をしている！　なんて噂うわさを立てられるのはごめんだからだ。

「下劣でカスって……自分で自分を陥れてどうするよ、オレ……」

「え？　地球のゴミで唯一絶対にリサイクル不可能なそーいちろーが、どうしたって？」

「全然これっぽっちもそんなこと言ってないよな!?　つか、オレの独り言に割り込むな」

「男がぶつぶつ独り言いってたら、気持ち悪いって思うし。ねぇ？」

「わ、私に同意を求められましても、返答に困ると申しますか……たとえ真実でも言ってはならないというか。そう言うのは聞き流すのがマナーかと……」

「おい……」

　ともかく、オレのことを知っている連中が、ほとんど利用しないことを気に入ってるってことだ。

　まして本日は悪あく魔まと天使のダブルセット。

　万が一にも知り合いに目撃されるわけには行かない。

「好きなもの買ってもいいのよね？」

　店につくなり、ティーリはハイテンションで迷惑話を持ちかけてきた。

「余分に物を買う金なんてねぇよ」

「人間界のことは学んできたつもりですが、とても興味深いですね。天国や地獄には、このような場所は存在いたしませんので驚きました」

　物珍しそうに、されど迷惑にならない程度に辺りを見渡していた。さすがに天使ってのは礼儀を知っているようだ。

「あれも美お味いしそうね。こっちのもちょっと食べてみたいし」

　一方悪魔の方は、絶好調に自分勝手な行動を取るつもりのようだった。

「もしよろしければ少し店内を見てきてもよろしいでしょうか？」

「興味あるのか？」

「人間界に来る機会は一生に一度、あるかないかのことですので」

「あぁ、好きにしろ」

「ありがとうございます」

　エリーゼなら大丈夫だろう。ティーリの１００倍はしっかりしているし、常識をわきまえている。

「んじゃ、オレたちも買い物を続けるぞ。おまえは大人しくついて来い」

　そう隣のティーリに話しかけ───いない。ぽつんとその場に残され、立ち尽くす。

「このまま全てを捨てて帰りたい……」

　そう思ったが、後が面倒なので仕方なく捜すことにした。
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「げ……」

　ティーリを捜していると、視線の先に、見たことのある姿が飛び込んできた。荒あら崎さきだ。

　買い物カゴをぶら下げ、今晩のおかずにでもするのか、カゴの中から野菜がいくつか顔を覗のぞかせていた。

　彼女には出来る限り会いたくない。学校でも何かと目を付けられている上に、天使と悪あく魔まがいる状況で姿を見せたくはない。

　万一にこの状況下に突っ込まれたら何かと手間だ。

「なにコソコソしてるの？　そーいちろー。ひょっとして変態行為？」

「ば、テメェ大声で変態とか言うなっ。つかどこに行ってやがった」

「これ買いなさいよ」

　両手いっぱいに抱えた袋は、どれもこれもお菓子だった。スナック菓子からチョコレート菓子までありやがる。どどっとカゴの中に放り込まれた。

「１、２……６袋も買えるかっ。元の場所に戻して来い」

「はあ？　これでも厳選してきたのよ、全部買いなさいよね」

　財布の中身を確認するが、とても全部買えるだけの財力はない。無理に買えば晩飯は抜きになる。

「じゃあ５つ、ううん４つ……わかった、もう３つでいいから！　ええい２つよ２つ！　苦渋の決断よ！」

　こいつは一体何と戦っているんだ……？

「ダメなもんはダメだ！」

「ふーん、そう。だったら今すぐここで、袋を開けて食べはじめてもいいのよ？」

「脅しか？」

「脅しととってもらっても結構。あたしはあたしらしく生きる」

　ぐっと袋の端と端を持って、今にも開けてやるぞ？　といった体勢だ。

「……１つにしろ」

　武力と言う脅しに屈したオレは妥協案を持ちかける。対するティーリは苦虫を嚙かみ潰したような表情を見せる。

「この中から１つだなんて、残酷なのね、現実は……」

　本当に辛い顔をしながら、ティーリは６つの菓子袋から１つを選ぶ。

「これにする……」

「おまえさ、一番大きいって理由でこれを選んだろ？」

　唯一手に持っていたファミリーパック。もちろんお値段もファミリー仕様だ。

「いいでしょ！　１つは１つなんだから」

「わかったわかった。じゃあ他のはちゃんと戻して来い」

「この辺においておけばいいんじゃない？」

　そういってカップ麵の陳列されたコーナーに、菓子袋を適当に置いた。

「やめろ。オレはそう言うのが嫌いなんだ、ちゃんと元の位置に戻して来い」

「さっき居たおばさん、ここにお弁当置いてったわよ？　ほら」

　そう言って指差した方に、惣そう菜ざいコーナーにあるはずの弁当が置かれてあった。実にマナーの悪い買い物客だ。

　オレがこのスーパーの店員だったら追いかけて行って無理やり口の中に弁当を詰め込んでレジに通しているだろう。

　弁当もティーリの持ってきた菓子と一緒に回収して、元に戻すことにしよう。

「変なところで細かいわね。私生活ももっと細かければいいのに」

「おまえがオレの私生活の何を知って───」

　ティーリに詰め寄ろうとして、その背後に制服姿の女の子が立っていることに気がついた。買い物カゴを持って、ピタリと固まっている。

「き、奇遇だね、鮫さめ島じま、くん……」

「げ───」

　悪あく魔まの囁ささやきに誘われてやって来たのか、その女子生徒は、ちょっと申し訳なさそうな表情をした荒あら崎さきだった。

「そーいちろー、誰？」

「そ、そういち……呼び捨て……」

　荒崎はティーリとオレを交互に見やり、その関係性を見み出いだそうとしているように思える。しかし、当然本当のこと（ティーリが悪魔であること）など話せるはずもない。

「なんでもねぇから。気にすんな」

「う……うん……」

　こいつは、なんでいちいち悲しそうな顔をしたりするんだ？　オレが怖いなら関わらなければいいだけなんだけどな。

　ともかくティーリとの関わりを、あまり知られたくはない。それだけじゃない、ここに万一エリーゼも現れたら……。

「捜しましたよ聡そう一いち郎ろうさん。こちらにいらっしゃったんですね」

　今度は天使がオレを陥れようと、最悪のタイミングでやって来た。どうしてこうも、嫌な方嫌な方へと物語は進むのだろう。

「おまえらは狙ってやってんじゃないだろうな？」

「出会いには常に、神のご意思が影響しています。偶然は必然とも言えるでしょう」

　よく分からない正論を説かれた。

「が、外人……さん？」

「見るな。何も見るな……頼むから」

「こちらの女性は、聡そう一いち郎ろうさんと同じ学校の方、でしょうか」

　中途半端に、ティーリより知識のあるエリーゼが、今は悪あく魔まより悪魔に見えた。オレは必死に誤ご魔ま化かそうと口を開く。

「こいつらは……えーっと、遠い親戚だ。どうも、もう夏休みに入ったみたいで。なぁ？」

「はい。私はエリーゼと申します。よろしくお願いしますね、こちらはティーリさんです」

「えっと、私は荒あら崎さき桃もも恵えといいます。よろしくお願いします」

「よろしくー」

　ティーリも面倒臭そうに返事をする。

「エリーゼさん、とティーリさんは、どちらから来られたのですか？　凄すごく、日本語がお上手ですね」

「あ、両親は外国人ですが、生まれてからずっと日本で生活しているので。ここに居るティーリさんも、私と同じ境遇なんです」

「そうだったんですか」

　オレの噓うそに、上う手まく合わせてくれたエリーゼ。この状況に何もしないどこかの悪魔とは大違いだ。

「そうです、よろしかったら、これから聡一郎さんの家に来られませんか？」

「えっ？」

「おい、何勝手なこと言ってんだおまえ」

「これからお夕飯なんです。もしよろしければご一緒にどうかと思いまして。ティーリさんはどうです？」

「絶対嫌よ」

「よく言った。おまえにしちゃいい判断だ」

「こいつが来たら、あたしの食べる分が減るでしょ」

「そこかよ……！」

「お邪魔だと思うし、私……」

「そんなことありませんよ。出来れば、ご一緒したいな、と思っています」

「オレはそんなことねぇ。つか、ちょっとこっち来い」

　エリーゼの腕を引っ張り、荒崎に聞こえないほどの距離を取り耳打ちする。

「どういうつもりだ。おまえらは天使と悪あく魔まだろうが。正体知られてもいいのか」

「もちろん知られるようなことは、あってはならないと思います。ですが、私たちがいることが原因で露骨に誰かを避けたり、距離を置こうとするのは、今後の関係に支障をきたすと思うのです」

「関係もなにも、クラスメイトってだけだ。友達でも何でもない」

「だとしても、私たちの存在があなたたちの関係に悪影響を与えることに変わりはありません。ですから、その穴埋めをしたいのです」

「いいっつうの。どうせ元々関係なんて最悪でしかねぇんだ」

「ダメです」

　エリーゼの表情には妙な迫力があった。

「私は、天使です。人と人との関係を大切にしなければなりません」

「だから、オレとあいつには何の関係も───」

「あるんです」

「だから、なんでだよ！」

「あまり、このようなことを口にするのは良くないのですが……」

　そっと顔を近づけてくるエリーゼに、思わずドキッとした。よく考えなくても、こいつはとんでもない美人だ。道行く人が思わず振り返ってしまうほどの。

　オレはやや距離が近づきすぎることを避けようと思ったが、その前にエリーゼの唇がオレの耳元にたどり着いてしまった。そんなオレを見て、荒あら崎さきは何な故ぜだか少しだけ悲しそうな顔をした。

「私たち天使や悪魔には、人間にはない『力』を持ち合わせています。友情や愛情、絆きずなと言った存在の力を感じ取るものです。特別何かが出来るわけではありませんが、関係に変化が生じたりすると、なんとなくわかるのです」

「説得力があるようなないような……」

　すぐ理解してもらえるような内容だとは本人も思っていないようで、優しくオレに微笑ほほえんだ。

「どうか、私の願いを聞き入れてはいただけないでしょうか。このままでは、私は納得して天国に戻ることが出来ません。どうか、お願いいたします」

　正直、ずるいなと思った。オレだって年頃の男だ、こんな風に頼まれると無む下げに断れない。それに、ティーリとは違ったところで頑固そうだ。

「……はぁ。分かったよ。でも、あいつがいいって言うんだったらな。当の本人が来たくないってのに無理に呼ぶのは無しだ」

「ありがとうございますっ」

　ぴょんと軽く飛び跳ねて喜ぶエリーゼ。さらっとなびく髪からは良い香りがした。無意識のうちに、ごくりと生なま唾つばを飲み込む。理性が飛びかけていることに気付いたオレは、自らを戒めるようにぶんぶんと首を振って冷静さを取り戻す。

「あの、それでどうでしょう？　聡そう一いち郎ろうさんも、家に来ないかと仰おつしやっております」

　いやいや、オレは別に言ってない……。つかエリーゼ、それは条約違反スレスレだろうが。思わず突っ込みそうになったところで、荒あら崎さきが口を開いた。

「鮫さめ島じまくん、いいの？　私、その……」

　どうやら来たいと言う意思は多少あるようだったが、元来の押しの弱さもあってか、決めきれていない様子だ。

「無理に来る必要は───い、いや、別に来たいなら、いいんじゃねぇの。こいつらも、その、話をしたいみたいだし……」

　荒崎の背後で強烈な笑顔の睨にらみをきかせるエリーゼに屈した。

「じゃあ……少しだけ、お邪魔しよう、かな……今日は、両親の帰りが遅いから……」

　結果的に、オレの一言が決め手になってしまったようで、荒崎は頷うなずいて家に来ることを承諾した。

「決まりですね」

　パンと両手を合わせて嬉うれしそうに微笑ほほえむ。天使ってのは意外と腹黒いところがある、覚えておくことにしよう。

「言っとくけど、あたしのご飯はあげないから」

「ちゃんとティーリさんの分はありますから。ね？」

「ならいいけど……」

　それからは、ティーリとエリーゼに、荒崎を加えた四人で買い物を続けることになった。

　エリーゼは積極的に荒崎に話しかけていて、荒崎もまた、若干たどたどしさを感じさせながらも会話を楽しんでいるようだった。荒崎はエリーゼに今晩の献立を確認している。エリーゼは一度振り向きオレに目配せをしてきた。恐らく何を食べるつもりなのですか？　と言ったところだろう。オレは好きにしろ、と口パクで伝えると、一発で伝わったようで満面の笑みをこちらに向けてくる。

「ねえ、なんか顔が赤いわよ？」

　隣にいたティーリが覗のぞき込んできたので、反射的に思わず頭をボカッと（もちろん軽くだが）叩たたいてしまった。

「ったい！　なにすんのよ！」

「いや、悪い。つい……」

「ついじゃない！　あたしにも３発殴らせなさいよ！」

　１発だったものが瞬く間に三倍にされてしまっていた。びゅんと飛んでくる拳を避ける。『避けるな！』と追つい撃げきしてくる攻撃も全て避けていく。そんなオレたちが無邪気に遊んでいるようにでも見えたのか、前の二人がくすくすと笑う。なんだか、凄すごくみっともない姿を世間にさらしてしまっているような。
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　買い物を終え、家路についたオレたちは、暑さから逃げるように家の中に逃げ込んだ。リビングにつくなりリモコンを手にとって冷房を強にする。

「さ、どうぞお座りください。あまり綺き麗れいなところではありませんけど」

「オレの家だ。勝手に汚い扱いしてんじゃねぇよ」

「お世辞にも綺麗とは言えないわよね」

　こいつら……。天使と悪あく魔まの癖に、妙なところでコンビネーションを発揮してやがる。

「おっ、お邪魔しますっ……」

　遠慮がちにソファーに腰を下ろす。

「そーいちろー、ご飯はまだなの？」

「まずは手を洗ってからですよティーリさん。それに準備にも少しお時間がかかると思います」

「そう、仕方ないわね……テレビでも見て待ってるわよ」

「手伝うって考えはないのかよ」

「ない！」

　腰に手をあてて、ふんぞり返るように言われた。堂々とするところが間違っている。

「なんか、男の子の家って感じがするね。漫画が散らかってるところとか」

　そう言った視線の先には、フローリングに散乱したままの漫画の数々が置かれてあった。

「散らかしたのはオレじゃなくてコイツな」

「うにゃ、何すんのよ！」

　ティーリの襟えり首くびを捕まえると、じたばたと暴れて猫のような動きを見せた。

「さ、粗茶が入りましたよ」

　トレーで麦茶の入ったコップを４つ運んできたエリーゼが、慣れた手付きでコトコトとテーブルに並べていく。その気配りや丁寧さは、悪魔と大違いだ。

「粗茶って言うな。これでもお茶にはそこそこ気を遣ってんだよ」

「得用パックと書いてありましたが？」

「……忘れたな」

「都合の悪いことは忘れる頭になってるのよね、そーいちろーは」

「それはお前だろうが！」

　まるでコントのようなやりとりを見ていた荒あら崎さきが、くすりと笑みをこぼした。

「あはは……鮫さめ島じまくんが、こんな風に振り回されてるの、はじめてみた」

「ぐ……こいつは悪あく魔まだからな」

「女の子に悪魔なんて言ったら、ダメだと思うよ」

　くすくすと続けて荒あら崎さきが笑う。こいつってこんな風に笑うんだな。一年以上も前に知り合っていながら、そんなことを初めて知った。

「桃もも恵えさんは、聡そう一いち郎ろうさんのクラスメイト、でしたっけ。学校での聡一郎さんはどうですか？　真面目に授業を受けられていますか？」

「んなこと聞くなよ。……まぁいいや。オレは飯作ってるから、勝手に話しててくれ」

　女三人に囲まれると、どうしていいか分からない。オレは逃げるようにその場から立ち上がると、台所へと足を向けた。

　まな板の上に、買って来たスーパーのビニール袋をどさっと置く。中にはカレーに必要な野菜や肉が詰まっている。それらを適当に取り出す。

　いつもの倍はあるであろう食材。一人暮らしをしてるオレは、多くても二人前分くらいしか作ったことが無い。分量に気をつけて取り掛かることにしよう。

「何かお手伝いさせていただけませんか？」

　三人で会話を楽しむものだと思っていたら、エリーゼが台所に姿を見せた。

「いいのか？」

「聡一郎さんのお宅に押しかけたのですから、これくらいはさせてください」

「そりゃ、そうだな。オレが全部用意するってのは、大甘すぎるか」

「はい。甘々です」

「なら使う食器を洗ってくれ。あっちの大皿を使うから。暫しばらく使ってなかったから埃が溜まってる」

　要領を弁えているのか、棚に仕舞ってある食器を取り出したエリーゼは、細く白い手で炊事場に立つ。水を流し食器を洗う姿を、オレは思わずジッと見つめてしまった。見た目こそ、本当に外国人って感じだが、妙な親近感、日本人らしさを感じてしまった。理由はよく分からない。ただ、あまりにも整いすぎた容姿に、変な緊張感を覚えてしまう。『私の顔に何かついていますか？』と言った表情を向けられ、思わず首を振って視線を逸そらした。

「わ、私も何か、手伝わせてっ」

　そういって、駆けるようにやって来たのは、荒崎だ。

「おいおい……いくらなんでも、三人で準備するってのは、大げさすぎるだろ」

「迷惑、かな……？」

「いいじゃありませんか。桃恵さんにもお手伝いをお願いしましょう」

「……じゃあ、野菜を洗って切ってくれ。出来るか？」

「うんっ」

　嬉うれしそうに笑い、オレの隣に立つ。もちろん、残った一人であるティーリがこの場に来るはずも無く……何となく様子を窺うと、寝転がってテレビを見ていた。

　荒あら崎さきは手早く、丁寧に野菜を洗う。そしてまな板に乗せると、リズム良く刻み始めた。何となく見ていると、視線に気付いたのかこちらへと顔を向けた。

「ななな、なにっ!?」

「いや、結構手馴れてるなと思って。普段から料理するだろ？」

「そっそんな、家庭的な女の子だなんて、ちっともそんなことないよっ！」

　全然これっぽっちもそんなことは言っていない……。軽快だったリズムは突如乱れ、ダコダコと繰り返し同じ場所を切り始めた。

「危ないぞそんな切り方したら。ちゃんと持て」

　指を切られちゃたまらんと、オレは荒崎の手を摑つかんで正しい位置に戻そうとした。

「わぁっ!?」

　だが、いきなりだったことに驚いたのか、荒崎は悲鳴を上げて後ろに下がってしまった。

「だだ、大丈夫、大丈夫だからっ！」

　ブンブンと包丁を持った腕を振るう。とても大丈夫そうには見えない……。

「頼むぞ、おい……」

　やや心配になりながらも、オレは引き出しを開け、カレールーのパックを取り出して中身を確認した。

「しまった……ルーが足りない……」

　残りで足りると思ってあえて買い足さなかったのだが、二人前ほどのルーしか残っていなかった。このまま作ると味の薄いスープカレーになる。

「下準備は任せるぞ。おまえ、カレーの作り方、わかるよな？　ちょっとルーが足りなかったから買い足してくる。くれぐれも無茶はするな？」

「う、うん、大丈夫だよ」

　荒崎が小さく頷うなずいた。エリーゼも居るし、大丈夫だとは思う。最低限常識はわきまえているだろうからな。

　料理の下準備を任せ、オレは再びスーパーに向かうことにした。
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　二人きりになった台所で、トントンと野菜に包丁を入れる音だけが響く。エリーゼは荒崎の慣れた手付きに素直に感心していた。

「お上手ですね。いつも料理を？」

「いえ。今日みたいに家族が仕事で遅くなった時くらいです。それに、大したものは作れないし……」

「それだけ出来ればご立派です。あの、よろしければ、少しお聞きしてもいいですか？」

「は、はい。なんでしょう？」

　エリーゼは、微笑ほほえみながら口を開く。聡そう一いち郎ろうがいない今なら、ちょっと踏み込んだことも聞けると思ったのだ。

「桃もも恵えさんは、聡一郎さんのどのようなところがお好きですか？」

「え、ええっ!?」

　思いも寄らなかった問いかけに桃恵の両手が躍る。ひゅん、と言う乾いた音と共に包丁が中空を舞い、まな板に突き刺さった。

「すすすす、好きってどど、どう言うことですか!?」

「あっ、えっと、もちろんお友達として、です。なんだか聡一郎さんには、お友達が少ないように思えまして……」

「そ……そうですよね。友達として、ですよね……いえ、私なんて友達と呼べるかも分かりません。今日エリーゼさんとティーリさんにお会いして、とても痛感したんです。私の知ってる鮫さめ島じまくんは、表面だけなんだな、って」

　聡一郎は、いつも不機嫌な顔をしていて、殆ほとんど感情を表に出さない。と、桃恵は思っていたからだ。

　なのに、エリーゼやティーリといるときの聡一郎は、様々な表情を見せる。それが怒った表情だとしても、羨ましいと思ってしまったのだ。

　小さく俯うつむく姿を見て、エリーゼは彼女の想いを確信する。天使には、人間たちの感情を敏感に感じ取ることが出来るからだ。もっとも、彼女のその儚い顔を見れば、余程鈍感でもない限り、気付いてしまうだろう。

「聡一郎さんとはいつからのお知り合いなのですか？」

「高校に入学してからです。入学式の日に───」

　野菜に包丁を通しながら、桃恵は聡一郎と出会った日のことを思い出していた。今でも深く桃恵の記憶に残る出来事を。

　───入学式の日。

　少しだけ遅くなってしまった、その帰り道。入学式と言うこともあって、既に学校に残っている生徒の数は疎らだった。天気予報では夕方から雨となっていたので、足早に学校を後にしようとしていると、三人組の男子生徒に声をかけられた。体格や着こなされた学生服、それらから上級生であると理解するのにそれほど時間はいらなかった。

「あ、あの、何か御用でしょうか？」

「御用でしょうか？　だってよ、かわいいねぇ。この後、ちょっと俺たちと遊んでいかないか？」

　男子生徒たちは、三年になったばかりの不良生徒たちだった。本来休みである入学式だが、彼らはタバコの不始末が原因で、三学期末停学にされていた。そのことが原因で呼び出されていたのだ。

「私その……帰らないと、いけないので……」

「いいじゃんかよ。俺たちが学校生活について、レクチャーしてやるからさぁ」

　強引に肩へと手が伸ばされ、桃もも恵えはぎゅっと鞄かばんを握りしめた。リーダー格の不良生徒が無理やり桃恵を抱き寄せる。誰かに助けを求めたかったが、声が出なかった。やや遠巻きに帰ろうとする新入生の姿がパラパラと見えたが、彼らは桃恵たちの方を、出来るだけ見ないようにして逃げるように帰って行った。誰が好き好んで、入学早々先輩たちに目をつけられる行動を起こしたがるだろうか。

「っ……」

　怖くて、無意識のうちに身体が震えてしまっていたが、不良生徒たちはその姿を見てより興奮したようだった。

「かあっ、いいねぇ。初々しいってのはさ。そうだ、俺ん家によってけよ、お茶くらい出すぜ」

「やめてください……」

「やめてください、だってよ！　ぎゃははは───！」

　取り巻きの男たちはパンパンと愉快そうに手を叩たたき、桃恵の周りをぐるぐると回る。と、その時だった。周りに注意を払っていなかった不良生徒の一人が、これから帰ろうとしていた生徒の前に飛び出す形になり、ぶつかってしまったのだ。『ドンッ』と言う小さな音と共に、倒れこむ不良生徒。

「ってぇな!!　どこ見てんだテメェ！」

　明らかに自分の不注意だったにもかかわらず、怒鳴り散らしたあと立ち上がり、ぶつかった生徒の胸倉を摑つかみあげた。

「あ？　そっちの不注意だろうが」

「う……」

　強烈な睨にらみを見て、年齢も体格も上である不良生徒が、一瞬怯んだ。胸倉を摑まれていると言うのに、驚きもせず、不良生徒の手首を握り締めた。

「シャツが伸びる。離せ」

「っで、ででで！」

　ミシミシと手首を締め上げられ、不良生徒は逃げるようにして生徒から距離をとった。

「一年か？　随分生意気な態度じゃねぇか」

　桃恵の肩を抱き楽しそうにしていたリーダーが、おもちゃを見つけた子供のように笑みを浮かべて生意気な生徒を直視する。

　この生意気な生徒こそ、鮫さめ島じま聡そう一いち郎ろうであった。入学式の日、聡一郎は教師に呼び出され厳しく注意を受けていたため、帰る時間が遅くなっていた。

　中学時代の噂うわさを聞きつけた教師が、学校で絶対に暴力沙汰をおこさないようにしなさいとお灸を据えていたのだ。

「丁度いい。これからこの子と遊ぶんだ。おまえも一緒に来いよ」

「オレは今機嫌が悪い。早く帰りたいんだ。また今度にしてくれ」

「あぁ？　おい、聞いたか。今年の一年は随分と生意気みたいだぜ。へっへへ」

「だったら手間ぁ取らせず、今ここで遊んでやるよ！」

　聡一郎の裏に回りこんでいた不良生徒が、容よう赦しやなく聡一郎の身体を蹴り飛ばした。だが、予あらかじめ蹴られることを想定でもしていたのか、聡一郎は怯まない。

　むしろ、蹴られるのを待っていたと言わんばかりに、素早く振り返ると不良生徒の顔面を殴り飛ばした。『ベキッ』と言う鈍い音を立てて、不良生徒が吹き飛ぶ。

　その衝撃で前歯が折れ、白い歯が空中を舞った。一年で、まして一人の生徒に反撃にあうとは思っていなかったことに驚いている間に、聡一郎は残った二人に距離を詰めていた。きちんと身構えられぬまま、不良生徒の顎を捉え、一撃で後方へと吹き飛ばす。

「だらあ!!」

　三人目の不良生徒は、さすがに異常事態に気付いたようだ。並の一年じゃない。自分から仕掛けなければ、勝機はないと。

　強く一歩を踏み込み思い切り右腕をフルスイング。けして隙のある攻撃をしようと思っていたわけではないが、短期決着を付けたいと焦った故の一発だった。

　聡一郎は避けようともせず、その拳を迎え入れる。殴られると思った桃もも恵えは、咄とつ嗟さに両目を瞑つぶり顔を背けた。その直後、何かがひしゃげたような鈍い音が響く。

「ひがぁっ！」

　悲鳴をあげたのは、殴ったはずの不良生徒だった。聡一郎は、自らの学生鞄かばんで、その一撃を防いでいた。鞄の中には、これから一年間学ぶために必要な分厚い教科書の束が詰まっている。ちょっとした盾代わりには、十分なりえたのだろう。

　拳の痛みに悶える不良生徒が、目の前の危機に気付いた時には、既に遅かった。しなやかに伸びた足が、眼前に迫っていたのだ。

　強烈な蹴りを受け、不良生徒は一発で石畳に膝をつく。追い討ちをかけることも聡一郎には容易かったが、相手の戦意は既に０だった。

「わ、悪かった！　悪かったよ！」

「そこの二人連れてさっさと帰りな。入学早々これ以上の面倒はごめんだ」

　不良生徒は逃げるように仲間を起こし、足早に遠のいていく。そして聡一郎たちとだいぶ距離が開いたところで、振り返って捨すて台詞ぜりふを残していった。

　もっとも、この時の聡そう一いち郎ろうには、そいつらなど既に眼中にはなく、言葉は耳に入っていなかった。

「……あ、ありがとう、ございます……」

　目を赤くし、今にも泣き崩れそうな桃もも恵えは、危険を顧かえりみず自分を助けてくれた名も知らぬ生徒に頭を下げた。

「別に。オレは絡まれたから対処しただけだ、勘違いすんな。オレもあいつらも、要は同じなんだよ」

　聡一郎は桃恵の鞄かばんを拾い上げ、それを差し出した。身体が強張ったままで、上う手まく腕を伸ばせない桃恵の手に、無理やり握らせる。

「じゃあな」

　短くそれだけ答え校門を出て行く聡一郎を、桃恵に呼び止める勇気はなかった。ただただ、深々と頭を下げた。

　口調は突き放すようだったけれど、桃恵は聡一郎の言葉に表さない優しさを見ていた。誰かに助けを求め視線をさ迷わせていた時に、遠くを歩く聡一郎の姿があったのだ。彼は桃恵たちの存在に気付くと、歩く進路を変えた。わざと不良生徒にぶつかるようなルートへと。そして、結果不良生徒とぶつかることになり、彼は撃退した。もしわざわざルートを変えなければ、喧けん嘩かそのものが起きはしなかったのだ。

　…………。

　……。

　自らの体験、聡一郎との出逢いを口にした後、桃恵は申し訳なさそうな表情を見せた。

「あの後、入学式に問題を起こしたことが先生たちに知られちゃって……鮫さめ島じまくん、次の日に停学処分にされたんです。喧嘩をしたことが皆に知られてしまって……私のせいで、孤立させちゃったんです」

「それは、桃恵さんのせいではありません。悪いのは桃恵さんを無理やり連れて行こうとした人たちです」

「でも……」

「聡一郎さんにしては、ちょっと意外なエピソードですね」

「あはは……不器用なだけなんだと思います。学校の友達は、皆、鮫島くんのことをよく知らないだけなんです。本当は優しい人なんです」

「そうですね、何となく不器用な感じは致します。私も、聡一郎さんは優しい一面を持ち合わせていると思っていますよ」

　桃恵は、ぱっと笑みを見せた。自分だけでなく、他にも聡一郎のことを理解している人がいたからだ。だが、それは逆に自分だけが知る聡一郎ではなくなってしまったことでもある。こんなにも可愛かわいい人が、聡一郎の良さを知っている、と言うことが不安でもあった。まして、家で共に食事をする仲なら、余計に……。

　一年以上同じ学校にいながら、まともに話をしたのは今日が初めてかも知れない。朝の挨拶をしても、帰りの言葉を交わしても、返ってくるのは一言二言だけ。

　そんな聡そう一いち郎ろうと、エリーゼやティーリは楽しそうに話している。自分との違いを強く感じていた。

　全ての野菜を切り分け、お湯が沸ふつ騰とうしたところで、玄関の方から物音が聞こえた。そしてリビングへの扉が開くと、気だるそうな聡一郎が帰って来た。

　エリーゼと桃もも恵えは二人して顔を見合わせ、くすりと笑った。
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　夕食を終えた後、荒あら崎さきがゆっくりと立ちあがった。

「今日はお邪魔しました。その、晩御飯までご馳走になってしまって……そろそろ、帰らないと家族が心配するので」

「聡一郎さん、送って差し上げては如何いかがでしょう？」

「は？　なんでオレが……」

「あの、大丈夫ですっ。そんなに遠くないですし……！　じゃあ、これで……今日はありがとう」

　そうオレたちに頭を下げ、荒崎は玄関の方へと姿を消していった。エリーゼが不安げな顔でこちらを見ている。本当に送らないでいいのか？　と言うことだろう。

「はあ……分かったよ、送ってくればいいんだろ、送ってくれば」

　そう言うと、エリーゼは満面の笑みを浮かべ、コクコクと何度も頷うなずいた。面倒と思いながらも、オレはのっそりと玄関へと向かった。

　丁度、外に出たばかりの荒崎が、玄関の扉の開く音に振り返り、オレの姿を見つけた。

「さ、鮫さめ島じまくん!?」

「送ってく」

　それだけ言い、オレはスタスタと歩き出した。荒崎の家がどこにあるかは知らないが、いつも学校から帰る方角から大よその目安はつけられる。

「そんな、大丈夫だから、私一人でもっ！」

「ワーキャー言ってねぇで、さっさとしろよ」

「あ……うん……ありがとう……」

　少し後を追うようにして、荒崎が駆けてきた。オレの横に並ぶようにして、夜道を二人歩いていく。特に会話なんてありはしない。

　元々オレたちの関係はこんなもんだ。エリーゼが妙に気を回していたけど何のことはない。むしろ余計なお節介だっただけなんじゃないだろうか。

　無言で歩いていると、荒あら崎さきは何度かこちらを向き、何かを言おうとして口ごもる。言いたいことがあるなら言えばいいのに。

「んだよ？」

「……えっと、その、今日はありがとう、って……」

「それはさっき聞いた」

「そ、そうだよね……ごめん……」

　そんなことをまた言うために、躊ちゆう躇ちよしていたのか。オレには良く分からないことだ。

　それっきり会話がなくなり、二人の歩く足音だけが、静かな住宅街の路地に響いていた。夜ってこともあって、荒崎の表情はよく見えない。

　こいつはどうして、今日一緒に食事をしようと思ったりしたのだろうか。そんな疑問が浮かんでくる。

　オレなんかと関わったって、１つも良いことなんてありはしないと言うのに。

「あの、あのね？」

　俯うつむき加減の荒崎が、ゆっくりと口を開いた。

「もし良かったら、なんだけど……またお邪魔してもいい、かな？」

　何でだよ、なんて言葉が出そうになったのを飲み込む。

「もうあいつらには会えないと思うぜ」

「エリーゼさんや、ティーリさん？」

「ああ。もうすぐ自分の住んでるところに帰るからな」

「そ、そうなんだ……」

「だから遊びに来ても何にもないぜ」

「私としては……そっちの方が……」

　何やら小声で呟つぶやいたみたいだったが、小さすぎて聞き取ることが出来なかった。

「お前さ、なんでオレと関わろうとするんだ？　普通避けるだろ」

「避けるって、どうして？」

「どうしてって、考えるまでも無いだろ、そんなこと」

　悪い噂うわさばかりのオレと関われば、ろくなことにならないのは明白だ。だと言うのに、荒崎は不思議そうに首を傾かしげるのだった。

「私は、鮫さめ島じまくんが悪い人だと……思ってない、から……」

「オレは悪いヤツなんだよ」

「悪くないよっ」

「悪いヤツなんだっての。ぶん殴るぞ」

　睨にらみつけ怯おびえさせるつもりだった。でも、荒崎はいつになく真剣な眼まな差ざしでオレを見上げてきた。

「そんなことしないよ、鮫さめ島じまくんは」

　根拠なんてあるはずがないのに、いつもオドオドしてるくせに、どうしてそんなに自信満々なんだよ。

「私は、私はねっ……鮫島くんの───」

「ここで十分だろ」

「あ……」

　狭い住宅街を抜け、気がつけば明るい通りにまでたどり着いていた。ここからなら、一人でも十分帰ることが出来る。

「じゃあな」

「さ、鮫島く───」

　何な故ぜだか、これ以上荒あら崎さきと話している気になれず、オレは逃げるようにして、その場を去ったのだった。
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　荒崎を送って帰宅すると、エリーゼが玄関先で出迎えてくれた。にこやかな笑顔で。

「何だよ、その意味ありげな笑顔は」

「いえ、その。どうだったのかなと思いまして」

「どうだったって、何が。ちゃんと送ってったぜ」

「そう言うことではなくて、何か嬉うれし恥ずかしなイベントとか起きませんでしたか？」

　こいつは、一体何が言いたいのだろうか。

「何もねぇよ」

　オレと荒崎はただのクラスメイトであって、友達ですらない。進展などあるはずがないのだ。

「そうですか……」

　なぜか残念そうな顔を見せ、リビングに向かうオレの後ろからついてきた。

「あの、そう言えば私はどちらで休ませていただけば良いのでしょうか？」

「どちらで、って。空き部屋はもうねぇぞ、２階で悪あく魔まと一緒に寝ろよ」

「天使となんか眠れるわけないでしょ。寝てる間に十字架ぶっさされて殺されるかも（キリッ）。あははは！」

　一瞬真顔で怒ったかと思うと、次の瞬間テレビの芸人コントを見て、ゲラゲラ笑い転げる。ティーリはどこからどうみても、人間、いや日本人だ。

　テレビを見ても笑えないと言っていた悪魔は、どこに行ってしまったのか……。

「そんな物騒なこと致しません！　天使は争いを好みませんからっ」

「しっかし、あいつの適応力は何なんだ。恐ろしいほど人間界に溶け込みすぎだろ」

「悪あく魔まは状況の変化に対して、強い種族ですから。人間界に馴な染じむのも時間の問題でしょう」

「もう完全に馴染んでると言っても過言じゃないな」

「とにかくあたしは嫌。一人で寝るから。そーいちろーと寝ればいいでしょ」

「だっ、男性と同室なんて神がお許しになりませんっ！」

「悪魔がゆるーす。きゃははは！」

　悪魔にはそんな権限はないだろ、どう考えても。

「あ、そ、そうです。あちらのお部屋はどうなのでしょう？　お使いになられていないようですが」

　そう言って指差したのは、１階にあるもうひとつの部屋。オレが寝ている部屋の向かいにある部屋だ。

「……あの部屋はダメだ」

「別に使ってないんじゃないの？」

　悪魔が口を挟む。

「ダメだつってんだろ」

「いいじゃない。使ってないんだからさ」

「家主のオレがダメって言ってんだ、ダメに決まってるだろうが。リビングでも使えよ」

「リビング……ですか」

　明らかに不満そうな視線をリビングへとやるエリーゼ。

「もし、聡そう一いち郎ろうさんの喉が渇いたら、リビングに来ますよね？」

「そりゃ冷蔵庫の飲み物を取りにくるだろうな」

「私の寝顔を見られてしまうということ、ですよね？」

「見るつもりはないが、見えるだろうな」

「そのような、その、恥ずかしい行為は、私には耐えられそうにもありませんっ」

　ぶんぶんと首を振り、顔を真っ赤にされながら拒否されても困る。

「じゃあどこで寝るんだよ。風呂場か？　便所か？　それともベランダか？」

「今の聡一郎さんが休まれているのは、確か使われていないお部屋の向かいの一室でしたよね？」

「あぁそうだが？　……まさか……」

「では、私がそこを使用し、聡一郎さんがリビングで眠る、と言うことで」

「それでいいんじゃない？」

「よくねーよ……なんで家主のオレがリビングなんだよ」

「男だからじゃないの」「殿方ですし」

　天使と悪あく魔まが同時に囁ささやく。

「ふざけんなよ？　いいか？　何度も言うけどな───」

「あんたの家だってんでしょ？　小さい男よね、そんなことにこだわってさ」

「く───」

　テレビを見ていた悪魔が、オレの傍そばに歩いてきた。妙な気配を感じ、思わず後ずさりしたが、距離を詰められる。

「なにか、扉を開けられたくない理由が、あの使ってない部屋にあるの？」

　耳元で、悪魔のような囁きが呟つぶやかれた。その核心をついた一言に、思わずドキッとした。その動揺を隠すように、オレはティーリから顔を背ける。

「べ、別に何にもねぇよ……とにかくおまえはリビングだ。わかったな？」

「はい……わかりました……聡そう一いち郎ろうさんは、私の寝ている姿が見たいのですね……」

「は？　お、おいおい……」

「そーいちろーって、最低ね」

「いいんです。無理を言った私がいけないのですから……私が辱めに耐えれば、いいだけですからっ」

　女ってのは汚いぜ、ほんとに汚い。

「ち……オレが今使ってる部屋を使わせてやればいいんだろ？」

「よろしいんですかっ？」

　許可をした瞬間、曇っていたはずのエリーゼの表情に笑みが戻る。

「好きにしろ。ところでな、ちょっと気になってたことがあるんだが」

「はい、なんでしょう？」

　オレは荒あら崎さきとの夕食で、聞こうと思っていて聞けなかったことを聞いてみることにした。

「オレに事情の説明をしてくれた時、両翼の翼で羽ばたくって言ったよな？」

「ゲートをくぐる時のことですか？　天使と悪魔には、必ず両翼がありますよね。それが鍵なのです。本来翼を持たない人が、天国や地獄に行けない理由ですね」

「それは別にいいんだが、こいつ片方しか翼がないが、それは問題ないのか？」

「……えっ？」

「あ……うん。あたし翼、片方しかないけど」

「翼が、片方、だけ……？」

「ほら」

　ティーリはそうやって、背中をエリーゼへと向けた。

「し、失礼します」

　慌てて駆け寄ったエリーゼが確認する。

「な───ない……」

「……ね？」

　ちょっと恥ずかしそうに見せる。オレがじっと見ていると、ティーリがキッと睨にらみ付けてきたので視線を逸そらす。

「ど、どうして、その……翼が……」

「あたし小さい頃、大おお怪け我がしちゃってさ、その時に無くしたのよ」

「そんな……ゲートをくぐるには、必ず両翼が必要になります……！」

「案外片方でもいけるんじゃね？　実際こいつは、人間界に来れた訳だし」

　楽観したオレの一言に、ただエリーゼは難色を示しただけだった。

「真剣に考え込んじゃったみたいね」

　こちらの話など耳に届いていないのか、一人で一点を見つめ、微動だにしない。

　その様子を見て、何を思ったのかティーリは不敵な笑みを浮かべると、そっとエリーゼの後ろに回りこんだ。

　そして、そっと近づいて自分の両膝を曲げ始める。どうやら、エリーゼの膝の裏を、自分の膝で押すつもりらしい。膝かっくんだ。

　何度かタイミングなどを確認した後、ティーリはぐっと膝を曲げ押し出した。

　と、同時にエリーゼが顔を上げ、一歩を踏み出す。















「すぐ、すぐに確認を取るようにいたします……申し訳ないですが、少し外出させてください」

　かくんとティーリの膝は虚むなしく突き出された。オレとばっちり目が合い、恥ずかしさからか急激にリンゴのように頰ほおが赤く染まった。

「み、見るなっ！」

　悪あく魔まのイタズラは、悲しくも寂しいまま未遂に終わった。

「外出って、どこに行くんだ。ゲートが次に開くのは２日後なんだろ？　天国と連絡を取る携帯電話みたいなもんがあるのか？」

「そうではありませんが、多少近いものはあるかも知れません。人間界には、常に常駐している中位天使様が存在するのです。中位以上の天使は、人間界にいても天国と連絡を取る力をお持ちになっていますので、その方に今回のことを報告し、指示を仰ぎます」

「もう空は真まっ暗くらだぜ？　明日にしたらどうだ」

「ゲートが開くまでそれほど時間があるわけでもありませんし……すぐ戻ってまいりますので」

「ったく、仕方ねぇな。そこまで送ってってやるよ。荒あら崎さきを送ってったのに、おまえを送らないってのも変な話だろ」

「で、ですが。こうしてお邪魔しているだけでもかなり迷惑をかけていますし……」

「今さら１つ２つ迷惑が増えたところでかわりゃしねーよ」

「ほんと、天使って迷惑かけてばっかりよね。そーいちろー、帰りにジュースよろしくね」

　真っ赤な顔を見られないようにするためか、背中を向けたまま要求を突きつけてきた。

「おまえは１つでも迷惑を減らす努力をしろ！」
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「ティーリさんは面白い悪魔ですね」

　暗い住宅街を、オレとエリーゼは並んで歩いていた。一人で送り出さなくて正解だったな。これだけ暗いと、女の一人歩きは物騒だ。

「面白い？　ただ呆あきれるくらい我わが侭ままで自分勝手なだけだろ」

「彼女の場合は特別なんだと思います。悪魔とは本来、非常に危険な存在なのです」

「それは人間が知ってる悪魔のイメージであってるのか？」

「おおよそ、それで問題ないですね。血を好み、好戦的な種族です」

「天使や悪魔ってのは、元々は人間なんだよな？」

「はい、転生です。天使や悪魔は人であり、人は天使や悪魔でもあります」

「つーことは、あいつは生前すげぇ極悪人だったってことか？」

　オレがそう聞くと、エリーゼは否定するように首を横に振り、

「いいえ、彼女は小こ悪あく魔まですので、それはありません」

　そう答えた。

「小悪魔？」

「悪あく魔まと悪魔の間に産まれた子のことを、小悪魔と呼びます。純粋な悪魔は、聡そう一いち郎ろうさんの仰おつしやるように生前は極悪人であった可能性が高いですし、凶悪な性格は生涯変わることはありません。ですが、ティーリさんのような小悪魔は、教育次第では理性ある悪魔に成長することが出来ます」

「その悪魔の見分け方ってのはあるのか？」

「勿論です。純粋な悪魔には角が生えていますから」

　パッとティーリの顔を思い浮かべてみるが、確かに角はなかったな。

「それは分かりやすい。そうすると悪魔同士の子供、って図式は、天使同士にもあてはまるのか？」

「はい。天使の場合には、翼の形で見分けることが出来ます。私は小天使ですね」

　つまりエリーゼは、天使と天使の間に産まれた小天使ってことか。

「正直ティーリさんの翼には驚きました。まさか、翼が片方ないだなんて……」

「珍しいのか？」

「地獄には争いが絶えませんから、翼を失った者も存在します。ですが、翼のない者が人間界に現れた事例は過去にはありません。正直、私にはどうして良いのやら……ゲートに送り届けること、聡一郎さんに事情を説明することだけしか指し示じを受けておりませんでしたので……」

　エリーゼの表情は暗い。それほど、片方翼がない状況と言うのは、想定外のことだったんだろう。

「だが、あいつはここに現れた。その事実がある以上、必ず帰る方法もあるはずだろ」

「そう、ですね。悲観するには早すぎました」

「オレとしては、あいつにもエリーゼにも、さっさと出て行って貰もらいたいからな」

「本当に申し訳御座いません」

「まぁ……あいつを拾ったのは、オレの責任だ。あと少しくらいは、別にいいさ」

「……ありがとうございます」

　天使の微笑ほほえみってヤツは、どうも苦手だ。

　はた迷惑なことばっかりされて、怒ってるはずなのに、それを笑顔ひとつで帳消しにしやがる。
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「つきました」

「ここって……神社か」

「中位天使様が、ここの巫み女ことして過ごしていらっしゃいます。万一のことがあれば、頼るよう仰せつかりました」

「過ごしてるって、天使が？」

「はい。天使として堂々と活動するわけには、さすがに参りませんので」

「巫女に成りすました天使ってことだよな」

「言葉は悪いですが、そう言うことになります」

「だったら、ここにあいつを置いてもらえばいいじゃねえか。天使ならもろもろの説明も楽だろ」

「それは無理でしょう。この神社一帯には、非常に強力な聖域が存在します」

「聖域？」

「もしかしたら、今の聡そう一いち郎ろうさんなら、僅かに感じることが出来るかもしれません。気をつけてください」

　鳥居をくぐるエリーゼに続いて、オレも足を踏み入れた。

　その瞬間、足元から頭のてっぺんまで、ビリッとした電気のようなものが流れた、気がした。

　そう、はっきりとそれがエリーゼの言う『聖域』なのかは分からないが、確かに何か感じるものがあった。

「悪を退ける力を持っております。ティーリさんのような悪あく魔まが聖域に触れれば、無事ではすまないでしょう」

「なるほどな……」

　悪魔の素質に目覚めたオレは、微かすかにその聖域に触れたってことか。

「こんばんは……」

　静まり返った境内、その奥の本堂はろうそくの火でともされ、薄暗くも見渡すことが出来た。仏像の前に座ってこちらに背中を向けている人がいる。

「ご無沙汰しております。ファルゼリス様」

「あなたが地上に降りてくる日がこようとは。月日が経たつのは早いものですね」

　ゆっくりと振り返ったのは、巫女の格好をした、色っぽい姉ちゃんだった。

「この巫女が、天使なのか？」

「そうです。あ、こちらは鮫さめ島じま聡一郎さんと言いまして、少々厄介ごとに巻き込んでしまった人間です」

「厄介ごとですか。私のところに来たのも、それで？」

「私は大天使ミカエル様の命を受け、この度地上へ赴いたのですが、判断を仰ぎたい状況になりまして。それで、中位天使であるファルゼリス様にお願いを、と」

「なるほど。そう言うことであれば喜んで協力致しましょう」

「協力って、一体どうやって天国と連絡を取るんだ？」

「中位天使以上の方には、自らの身体を媒体として、大天使様に憑ひよう依いを願う力を使うことが出来るのです」

「憑依っつーと、自分の身体に誰かが入ってくるってヤツか」

「そうです。こちらからコンタクトを取ることで、天国におられる大天使様が降こう臨りんなさるのです」

「憑依とかって、人間の中じゃもっぱらインチキ臭いものばっかりだけどな」

「もちろん本当のことですよ」

「それは見て確かめさせてもらうさ」

　ファルゼリスと呼ばれた色っぽい姉ちゃんが、静かに目を閉じた。

「憑依の儀です。かなりの集中力を要するので、邪魔しないようにしてください」

「オレが邪魔すると思うか？」

「けして低い可能性ではないと思いますけど」

「今日出会ったばかりで、ひどい言いようだな……」

「これでもある程度、聡そう一いち郎ろうさんのことは学んで参りましたので」

　集中してるところに蹴りを入れたらどうなるだろう、なんて考えていたことはもちろん隠しておこう。

　目の前にいる巫み女この動きが、ぴたりと止まる。そして、うっすらと瞳が開いた。

「……エリーゼ」

　ふと、先ほどまでとは全然違う女性の声質が聞こえてきた。憑依の儀がうまく行ったってことなんだろう。

「どうやら無事地上に降りることが出来たようですね」

　信じられないようなことだが、紛まぎれも無く別の女の声だ。無理して声を高くしたり低くしても出せるような声質じゃない。

「大天使様。急なお願いを聞き届けていただき、誠にありがとうございます」

「いいのです。私も事の次第が気になり、天国より拝見させていただいておりました。あなたが鮫さめ島じま聡一郎ですね。初めまして」

「おう」

「あわわわ、も、申し訳ございません、大天使様っ！」

「構いませんよ。彼のことは私なりに理解しているつもりです」

「ふん、あんたもオレを監視してたってことか？　天使ならなんでも許されると思ってんじゃねえだろうな。プライバシーの侵害だろ」

　どうやって調べていたのかは分からないが、意思に関係なく自分のことを調べられてたならムカつくぜ。

「残念ながら、それは人間界における概念ではありませんか？」

「だったら、あんたは誰かに黙って監視されてても不快に思わないってことか」

「ふふ。想像通り面白い人物のようですね」

「ふふん、まぁな」

「褒めてませんっ、聡そう一いち郎ろうさん、それ褒めてませんっ！」

「エリーゼ。急を要してまで話しかけたのは、あの悪あく魔まが片翼であったことに関することですね？」

「そうです。両翼を持たぬ身では、ゲートをくぐることは出来ないのではないか、と」

「結論から言えば、その通りです。両翼がなければゲートをくぐることは出来ません」

「やはり……」

「詳しくお話したいところではありますが、そうもいかないようです」

　巫み女こを見ると、顔中から大量の汗をかいていた。暑いからってだけにしては、量が尋常じゃない。

「大天使様？」

「ファルゼリスの身体は人間界に長居している影響で天使としての力が弱まっています。憑ひよう依いしていられる時間は数分が限界でしょう」

「長々説明を受けても仕方ねぇ。対処法を教えろ、こっちはいい加減迷惑してるんだ」

「聡一郎さんっ！」

「ふふ。元気な人間ですね。あなたの存在には、我々も非常に興味をもっております」

「上からこそこそ人の事情覗のぞいてる連中に、興味もたれても嬉うれしくねぇな」

　言葉こそ穏やかだが、ピリピリとした空気が流れてくる。

　勝手な想像だが、このミカエルってヤツは鼻持ちなら無いヤツな気がしてならない。

「２日後に開くゲートより、こちらから使者を送ることを決めました。その者たちに悪魔を引き渡していただければ、それで終わりです。後はこちらで対処致しましょう」

「なるほど。そりゃ簡単で助かるわ」

「エリーゼ、あなたは彼女がトラブルを起こさないようしっかりと見張っていなさい」

「はいっ。ですが、どうやって彼女を地獄に？」

「残念ながらあなたにお答えすることは出来ません。限られた階級の者にしか伝えられない方法なのです」

「畏まりました。命令は必ず遂行致します」

「あなたなら心配は要らないでしょう」

　ミカエルは優しく笑うと、ゆっくりとオレへと顔を動かした。

「聡そう一いち郎ろう。あなたはこれから、数多くの出来事を経験し、成長し、時には挫ざ折せつを味わうでしょう。その果てが、救世主であることを願います」

「救世主？　なんだそりゃ？」

「では……頼みましたよ。エリーゼ」

　巫み女こ、ならぬミカエルが一度微笑ほほえむと、その場にぐったりと倒れこんだ。

「ファルゼリス様！」

「心配は、いりません……ふふ、さすがに、私も衰えましたね」

　手をついたところから、汗がしたたり畳に染みを作っていく。

「僅かな時間憑ひよう依いされることが、これだけ大変だとは……」

　前かがみに息を整える巫女。その格好の特性上、がばりと胸元が開いて見えてしまった。いかん、と思いつつも視線がその谷間へ。

「聡一郎さんから、悪の感情がお見受けされます」

　ジトーっと軽蔑するような表情を見せ、エリーゼはファルゼリスの胸元を隠すように寄り添った。

「な、何のことだかさっぱりだな……」

　後ろめたい感情があったオレは、思わず顔を背けて誤ご魔ま化かした。

「そうだ。おいエリーゼ、ひとつ教えてくれ」

「なんでしょう？」

「オレが救世主になることを願うとか何とか、あれはどう言う意味だ？」

「それは……」

　思ったよりも難しい質問だったのか、エリーゼの言葉が詰まる。少し迷うような素振りを見せた後、こちらへと視線を向けた。

「聡一郎さんは将来、『救世主』か『大悪党』になる可能性を秘めた方なんです。今、ここで説明をしても理解を得られることはないでしょう。恐らく遠い未来の話のことですから」

「……さっぱりわかんねぇな」

「今はそれでいいと思います。聡一郎さんは、聡一郎さんなのですから」

　オレとエリーゼはファルゼリスが落ち着くのを見届けた後、自宅へと戻ることにした。
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「……あら、静かですね？」

「戻ってきたと知ったら、ジュースくれって飛びついてきそうなもんだけどな」

　リビングに足を向けるとテレビがつけっ放しだった。ソファーの上で、リモコンを握り締めたまま、くったりと眠ってしまったティーリの姿があった。

「眠ってしまったようですね」

「ったく。寝るならちゃんとベッドで寝ろっての」

　今ここはオレの寝床になってんだからな……。

　このまま放置しててもいいが、朝パニックになって飛びつかれても困る。

「２階に連れて行く」

　そう言うと、何な故ぜかニヤニヤと笑みを浮かべるエリーゼ。

「まさか、オレが悪さするとでも思ってんのか？　何だよその笑みは」

「聡そう一いち郎ろうさんは、お優しい方だなと」

「アホか……。オレはただ、邪魔だから２階に連れて行くだけだ」

「ふふふ、ティーリさんが散らかしたもの、片付けておきますね」

　見透かしたような態度が気に食わなかったが、言い合うだけ無駄だと思い、口をつぐんだ。軽いティーリを腕に抱える。起きるかもと思ったが、深い眠りについているようだった。２階への階段をのぼる。軋む床に気をつけながら、一段一段。オレの部屋の扉は開けっ放しにされていた。

「開けたら、ちゃんとドアを閉めろよな」

　その瞬間、耳元に小さく言葉が届いた。

「……お母さん……」

　ぎゅっと、ティーリがオレの服を摑つかんだ。

　横目でティーリの姿を確かめると、目の端には涙が溜まっていた。こいつの母親は、殺されたって言ってたっけ。

　いつもバカみたいに騒いで生意気言って、周囲に沢山迷惑をかけちゃいるが、こいつにも、オレの知らない事情があるんだろう。

　何よりも背中の片翼が、そう物語っている気がした。そう思うと、どこかコイツを憎みきれない。

「……肉……」

「肉？」

　突然絞り出された寝言。




　次の瞬間───カプリ！　と首筋に嚙かみ付かれた。それも思い切り！

「！！？！？！！？！？」

　強烈な痛みに悲鳴をあげそうになったが、起こさないために必死に歯を食いしばって堪えた。

「こ、この、バカ……っ！」

「……かたひ……むにゃむにゃ……」

　訂正させて欲しい。やっぱりコイツが憎い……！

　涙目になりながらも、ベッドの前まで行き、ティーリをそっとベッドの上に寝かせた。

　急ぐように部屋を後にした。

「いつつ……こりゃ、首筋に歯形が残るかも……」

　痛む部分を押さえながら降りてくると、下でエリーゼが待機していた。

「どうでした？　起きませんでしたか？」

「あぁ、ぐっすりだった」

「ティーリさんも、人間界の生活に戸惑ってると思うんです。大目に見てあげてくださいね」

「……そうだな。ちょっと、色々怒りすぎたかもな」

　仮に、オレが突然地獄に放り込まれたとしたら、どうなるかわかったもんじゃない。

「じゃ、オレはリビングで寝るから。お前も部屋に行って布団敷けよ」

「あの、向かいのお部屋は、どうして使用なさらないのですか？」

　遠慮がちに聞いてきた。先ほどのオレの態度から、何か事情があると分かったのだろう。

「その辺のことは、天使も調べてきてないんだな」

「大天使様ならあるいは、知っておられるかも知れませんが。私は聡そう一いち郎ろうさんのことを最低限しか存じません」

「そうか……」

　ドアの閉じられたままの部屋。あの扉は、もう何年も開けられていない。中に特別何かがあるわけじゃない。ただの普通の部屋だ。

　昨日まで誰かが生活していたように、生活感を残したままの部屋になっている。

「この部屋は、母親の寝室なんだ。小さい頃に蒸発して、それっきりさ。子供の頃、いつ母親が帰ってきてもいいように、ずっとここを触らないでいた。開けると帰ってこない気がしてな。それだけだ」

　そう、本当にそれだけだ。オレだってもう子供じゃない。母親が戻ってくることはないって分かっている。部屋をどうこうしたからって、何かが変わるわけじゃないのも知っている。ただ、何となく、子供の頃の習慣が続いているだけだ。

「も、申し訳御座いませんっ……そうとも知らず、私……」

「もう昔のことだ。何も気にすることなんてねぇよ」

　そうだ、別になんてことはない。むしろ、変に過去に縛られてる気がして格好悪い。

「こんなもん、開けようと思えば簡単に───」

　ドアのノブに手をかける。今ここで開けてしまえば、余計な感情を捨てることが───

「聡そう一いち郎ろうさん」

　オレの手を制止するように、自らの手を重ねてきた。そしてノブを握った俺の指を、ゆっくりとほどいて行く。

「なんだよ……」

「そのままにしておきましょう？　いつ、お母様が帰ってきてもいいように」

　真剣な眼まな差ざしでオレを見つめている。子供の頃のオレの想いを壊させまいと思ったのか。

「別に……なんとも思ってないけどな、もう……」

　ゆっくりとドアノブから手を離した。

「聡一郎さんは、やはりお優しいです」

「オレは優しくなんてない。そんな人間なら、悪あく魔まの素質になんて目覚めたりしないだろ」

「なるほど、それもそうですねっ」

　ポンと手の平を叩たたいた。

「ちょっとは否定しようぜ……」

　何とか、今日一日を乗り越えることが出来たが、明日は明日で、どんな試練が待ち構えているやら。





○エリーゼがやって来た次の日







「……静かだ」

　学校から帰り、玄関を開けると、静まり返った室内が出迎えてくれた。窓ガラスが割れているでもなく、物が散乱しているでもなく、ましてや天使の死体が転がってるなんてこともなかった。静せい寂じやくに包まれている。

　静寂、本来落ち着けるひと時のはずだが、見えない恐怖に支配されるように、オレの身体は緊張を覚えたままであった。

　重い足取りで、そっとリビングを覗のぞき込むも、漫画を読んでいるティーリの姿はない。２階の部屋にいるのか、それともどこかで恐ろしい惨劇が起きているのか。

　リビングのテーブル付近に学生鞄かばんを置き改めて周囲を見渡す。天使も悪魔も、どこに姿を消してしまったのか。あるいは、夢だったのか。

　台所には、昨日使った食器が四人分きちんとあった、残念ながら夢ではない。

　まさか、天使か悪魔、どちらかがチョメられてしまったとか……？　そんな最悪の状況が脳裏を過よぎる。

　オレは早く真相を探るべく、２階へと足を向けた。そして扉を開けようとして───

「きゃははは！」

　部屋の中から、爆笑するティーリの笑い声が聞こえてきた。恐らく漫画でも読みふけっているのだろう。急に脱力し、扉を開ける気にもなれなくなったオレは１階に戻る。今日も暑かったからな、かなり汗をかいたし、軽くシャワーでも浴びてさっぱりするとしよう。

　オレは脱衣所に向かい、その扉を前にして、ぴたりと動きを止める。

「先日は、漫画や小説みたいな展開に、巻き込まれたからな……」

　先日のティーリとのやり取りを思い出す。ティーリは２階にいたが、エリーゼの姿が見えなかったのが気がかりだ。

「おい、いないよな？」

　確認をするために、念のため脱衣所の外から声をかける。反応はない。シャワーの音もしない。物音ひとつ聞こえない。

　もっとも、それだけでお約束を回避できると言い切るのは危険だ。開けた途端『着替えてたんですう！』なんてこともありうる。

　オレは扉だけを開け、中を覗のぞかないことにした。ガラッと開く音がして、その後は静せい寂じやく。脱衣所は真っ暗で誰もいなかった。一安心だ。

「なんで自分の家でこんなに気を遣わないといけないんだろうな……」

　何となく他人の家にいるような感覚に襲われながら、オレはシャワーを浴びることにした。




　それから10分ほどして、オレはシャワーを止め、脱衣所に足を踏み入れる。

「あーさっぱりした」

「え……？」

「あ？」

　風呂場から出ると、脱衣所には服に手をかけ、半裸になったエリーゼの姿があった。何な故ぜ？　どうして？　ホワイ？

　オレたちは時が止まったかのように、その場で固まってしまった。

「……え、え……？」

　事態が飲み込めていないのか、え、え、を繰り返しながら、啞然とした顔でこちらを見つめている。オレは頭を抱えたくなった。

　自分からお約束を回避したと思ったら、まさか向こうからお約束の展開に持ち込まれるとは……。

「おまえ、オレが入ってるって音でわからねーのかよ……」

　あれこれ言いながらも、オレの目はエリーゼの身体に釘くぎ付づけだった。ティーリとは違う、むっちりとした肉体。２つの山は、見事と言う他ないエベレスト。

　ただの布切れだと言うのに、底知れぬ想像力をかきたてる下着。いかん、いかんと慌てて首を振り煩ぼん悩のうを払う。

「だ、え……なん、え……」

　オレが葛藤している間も、未だに理解できていないらしく、それでも羞恥心メーターだけは上がっているようで、顔は真っ赤に染まっていた。

　つつっと、エリーゼの視線が、オレの顔から胸元、そして腹、最後に下半身、ってオイ……。

「とにかくだな……オレは……あー……シャワー室に、戻るから……その間に服着て外に出ててくれ」

　ぴしゃっと閉める。その直後だった。

「いやああああああああああああああああ！！！」

　悲鳴が大きく響き渡った。近隣住民が飛び込んできそうなほど、響く声で。
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「つか、全裸を見られたのはオレであって、叫びたいのはオレのほうだけどな？」

　リビングに三人集合するなり、オレは逃げの口上を申し上げた。















　しかしそんな口上が通じるはずもなく、二人からの強烈で冷酷な視線を浴びせられる。

「私は！　……その、む、胸を見られました!!」

　目を真っ赤にして、マジ泣きするエリーゼ。ティーリはうんうんと頷うなずいている。いや、そりゃ見たけど……見ようと思って見たわけではない。

「そーいちろーが悪い」

「なんでだよ！　こう言う場合は事故なんだ、お互い様だろ！」

「男と女じゃレベルが違うし。天国と地獄くらい違うし。第一……見られて嬉うれしかったんじゃないの？」

「ばっ！　ふざけんじゃねえぞ！」

　オレたちのやり取りを聞いてか、今まで以上に泣きじゃくるエリーゼ。ティーリはそっとオレに近づいてきた。

「な、なんだよっ」

　そして耳に触れそうなほどの距離まで詰めてくる。何か不気味なものを感じた。

「見たんでしょ？　エリーゼの大切なところ……そーいちろー興奮してたんだ？」

「て、てめ───」

　まるでオレの全てを見ていたかのような囁ささやきだった。

「私はもう、お嫁にいけません！　ああ、お許しください、偉大なる大天使様……」

　泣き崩れ、床に手をついて神に懺ざん悔げするエリーゼ。妙にその姿が似合うと思ったが、それどころではない。

「大体、シャワーの音がしてたのに入ってくる方も入ってくる方だろ！」

「それはっ！　ティーリさんに、浴槽にお湯を張るお願いをしていたので、その音かと！」

「あ……」

　はっと思い出したようにティーリが顔を上げた。

「そんなこと頼まれてたっけ？　あっはは、忘れてたわ☆」

　てへぺろ、ってな具合に舌を出してすっ惚ける。

「……つまりなんだ……悪いのはオレでもなければ……」

「私でもなく……」

「あたしでもないとすると？」

「おまえだ！」「ティーリさんです！」

　二人で同時に悪あく魔まに飛び掛かった。

「な、何すんのよ!?」

「エリーゼ、しっかりとコイツの両手を押さえておけよ」

「畏まりましたっ！」

　オレは諸悪の根源であるティーリの左足をがっちりと摑つかみ、膝十字固めにする。

「ば、バカ、変態！　スケベ！　あたしの足を触るな！」

「うるさい。これは天誅だっ」

　指先をわさわさとさせ、足の裏へと絶妙な力加減で這はわせた。

「ぎにゃああああああああああああああ!!」

　ビクンと身体が跳ね上がり、襲い来るくすぐったさに、悲鳴を上げた。

「地獄ではこんな責めをされたことはなかったか？　クク、懺ざん悔げをしてももう遅い」

「ご、極悪ですね……」

「あはは、あははあははは！　ひぃ、ひぃい、ひぃぃ！　や、やめ！　やめなさ───！　ひいい、やめ！」

　床をバンバンと叩たたいて降参の合図を送ってくるが、当然緩めたりはしない。

「悪いことをしたって反省しろ、反省を」

「すっ、する！　反省、するからっ、もう許し、ひぃぃ!!」

「本当に反省してるか？」

「して、してる、してるっ!!　あはははは！」

　死ぬぅ、と漏もらしながら、その表情は半分泣き笑い状態になっていた。

「この辺で勘弁してやるか。なぁ、エリーゼ？」

　相方の確認を取ろうと顔を上げると……。

「ふふ……」

　何な故ぜか、苦しむティーリを見て暗黒な笑みを浮かべるエリーゼが。……見なかったことにしておくか。そっと指先を足の裏から離す。

「はあ、はぁっ、あ、後で覚えておきなさいよっ、そーいちろー！」

　こちょこちょこちょこちょ。

「あはははっは！　あははは！　ご、ごめ、噓うそ、噓よっ！　あはははは！」

　それからも、もう暫しばらく、オレは足の裏こちょこちょの刑に処してやった。
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　夜、夕食を終えてまったりとリビングで過ごしていたときだった。

　テレビのドラマが終わり、ニュース番組になったところでティーリが口を開いた。

「なんか人間界の面白いこと教えてよ。ご飯食べて遊んで寝るだけだとさ、一日がツマンナイじゃない？」

「食って遊んで寝るだけの幸せな一日を送れてることに対して、なんら疑問は抱かないのか？」

　そんな理想の生活は、人間界じゃ簡単に得られないというのに。

「意味わかんない」

「ほんと、都合のいい思考してるよなおまえ」

「悪あく魔まはポジティブな考えの方が多いんですよ」

　てことは、殆ほとんどの悪魔はティーリみたいな思考の持ち主ってことなんだろうか？　だとしたら、絶対関わりたくないな……。

「聡そう一いち郎ろうさんがよろしければ、私も少し人間界について知りたいのですが」

　ティーリに続いて、エリーゼまでもがオレへと向く。二人の熱い視線がオレに注がれ、思わず目を逸そらした。

「……人間界のことねぇ……教えてやってもいいが、その前にオレにも天使のことを教えてくれ」

　こんな機会でもなければ、天使の話なんて聞くことはないだろうからな。

「天使のことですか？　なんでしょう？」

「あたしには無いの？」

「悪魔の話に興味はない。おまえは黙って聞いてろ」

「悪魔差別ね、悪魔差別」

　突き立てた親指を逆さにしてティーリが不平を漏もらす。外野は無視することにしよう。

「おまえ、最初から家に悪魔がいること分かってたよな？」

「はい、そうですね」

「昨日のミカエルってヤツもそうだが、オレを監視していたと言ってた。アレはどうやって知ってたんだ？　正直不快なんだが」

「申し訳御座いません。確かに、仰おつしやるとおりですね。えぇと、では、お答えさせていただきます。どのように監視していたか、と言うことですが……天使には、人間界を監視、監督することが可能な力があるのです」

　人間界の至るところに監視カメラを仕掛けている、ってわけでもないだろう。

「それは憑ひよう依いみたいな、人間が持ってない力でってことか？」

「そうです」

「その力を使って、オレのことを見ていた、と？」

　だとすると、どんなにプライバシーを隠そうとしても無駄ってことになるな。

「もちろん聡一郎さんだけではなく、ある特定の人間だけで御座いますが」

　少し歯切れの悪そうな感じで口を開く。

「例えば悪魔が人間界に紛まぎれ込み、人間に接触した時、などでしょうか」

「今回のオレのようなパターンってことか？」

「それも……当てはまりますね」

「なんだか妙な言い方なのが気にかかるな」

「口止めされているわけではないので、お答えしますが……聡そう一いち郎ろうさんは、ティーリさんと出会う前から、天国より監視されておりました」

「は……？　なんだそれ、意味わかんねぇ」

「私たち天使も四六時中人間界を監視できているわけではありません。将来的に『天使』か『悪あく魔ま』になる可能性を秘めた人間を、定期的にチェックしている、と言うところですね」

「人間ってのは誰もが死後天使か悪魔になるって言ってなかったか？　別にオレだけじゃないだろ」

「そうなのですが、聡一郎さんの場合は、その、かなりレアなケースでして」

「レア？」

　こう言っちゃなんだが、オレは人間の中でレア扱いされる人生を歩んできた覚えはない。むしろ並以下の自信しかない。

「この人間界において、しばしば歴史的な人物が誕生することは、知っておりますね？　アインシュタインやヒトラーなどのことです」

「まあ、さすがに耳にしたことはあるな」

「そういった歴史的人物は、死後『大天使』や『魔将』などの希少種となる可能性を秘めているんです」

　大天使？　魔将？　なんとも厨二臭い言葉だ。こんな話、普段聞いたなら鼻で笑っているだろう。

「そーいちろーそんなことも知らないわけ？　天国や地獄のとんでもなく偉くて強い連中のことよ」

「……まさか、オレがその存在になるってことか？」

「今の段階では、確実ではありません。あくまでも、その可能性を秘めている、と言うことです」

　オレが将来的にそんなものになる？　バカな……絶対にありえない。

「あまり深くは考えないでください。過去には何名も、希少種の可能性を秘めながら、何事もなく人生を全うされた方々が沢山いらっしゃいます。大天使様は、ただそう言う人たちに不用意に悪魔が近づいて来ないよう、念のため監視しているだけなのです」

「その監視って話だが、どこまでオレのプライベートなことを知ってるんだ？」

「それは───」

　エリーゼが言葉に詰まる。

「答えられないのか？」

「いえ、そうではなく、私にも分からないのです。そもそも、天使全てが人間界を監視する力、権限を持っているわけではありません。上位天使と呼ばれる方々のみが、許されることなのです」

「つまりお偉いさんだけってことか」

「私は命を受け、聡そう一いち郎ろうさんに接触した悪あく魔まを地獄に送り帰すためにやって来たので。人間界については、多少独学で学びましたが」

「そうか……あのミカエルってヤツにしかわからないってことだな」

「そうなりますね」

「胸むな糞くそ悪い話だぜ……」

　ごろりと横になる。自分の目には見慣れた天井しか映らなかったが、この更に上の方から、天使はオレを見ているんだろう。

「早く人間界のこと教えなさいよ」

「あー……そうだったな。面白いことだろ？　うん、無いな。１つも無い。人間界には１つも面白いところはない」

「は？　なによそれ、ただ教えるのが面倒ってことでしょ？」

「そうとも言う」

「ふざけんじゃないわよっ！　がるっ！」

「うおっ！　嚙かみ付いてくるな！」

　飛び掛かってきたティーリから逃げるように、オレはリビングから飛び出すのだった。





○休日の囁ささやき（土曜）







「……そういちろう……」

　誰かが、オレの名前を優しく呼んでいる。オレは深い眠りから覚めるように、ゆっくりと瞼まぶたを開いた。

「うお!?」

　そして、信じられない情景が視界に飛び込んできた。

「お目覚めになられましたか？　聡一郎さん」

　眠っていた大きなベッドの上には、ティーリとエリーゼの姿があった。

　二人の肌は惜しげもなくさらされ、身を隠しているのは薄いシーツ一枚のみだった。

「な、何してんだ、おまえらっ!?」

「何って、決まってるでしょ？」

　ティーリはいやらしく笑みを浮かべると、オレの足を細い指先でなぞった。

「イイコト、よ」

　逃げようとするが、思うように身体が動かない。

「よろしくお願いしますね、聡一郎さん……」

　そう言い、エリーゼもオレの傍そばへと寄って来た。シーツがぱさりと落ち、エリーゼの全てが見えてしまう。

「おおお、おまえ、み、見えてるっ！」

「恥ずかしいので……あまり、見ないでください……」

　そう言い、隠すことなくオレの身体に被さって来た。温かい肌の感触が、オレの肌に吸い付くようだった。

「すごく逞たくましいです……」

　うっとりとした表情を浮かべるエリーゼとオレの顔の距離は、僅か数センチしか離れていなかった。

　甘い吐息が、鼻孔の奥をくすぐり、頭の中を真っ白にしてしまう。

「エリーゼだけずるい、あたしだって……」

　ティーリも、オレの腕へと絡みつき、その身体を擦り付けるように寄って来た。

「お、おまえ、本気かっ!?」

「当たり前よ……冗談でこんなこと、出来るわけないでしょ？」

　ぺろりとオレの耳を舐なめ、ふーっと息を吹きかけてきた。そしてオレの手を摑つかみ、自らの大切な部分へと導く。

「そーいちろー……来て……」

「や、やめろ、早まるなっ……これ以上されたら、オレの理性は───」

　そう言いながらも、オレの手は抵抗することなく……未知の感覚を体験していく。

「いいんですよ聡そう一いち郎ろうさん。理性なんて、捨ててしまいましょう」

「だ、だけどな……っ！」

「ん……そーいちろーを感じる……そーいちろーも、あたしを感じる？」

「あ、あぁ……」

　身をよじりながらも、ティーリは嬉うれしそうに微笑ほほえみ、強くオレを求め始めた。

「……そーいちろー」

　や、やめ、やめろ───

　これ以上は、本当に───！

「そーいちろー！」

「むぐっ!?」

　突如、息苦しくなったオレは、眠りの中から強引に引きずり出された。パッと眼めが開く。

「なんだ、なんだっ!?」

「そ──いちろ───！」

　目の前（正確にはオレの身体の上）には、小こ悪あく魔まの笑みを浮かべたティーリの姿があった。

「就寝中のヤツに、耳元で大声を出すな！　つかどけよ！」

「いいから起きて！　出かけるわよ！」

「……は？」

　出かける？　出かけるってなんだ。今日は皆大好きな土曜日で、ゆっくり寝ていられる日だ。けして慌てて出かけるような日ではない。

「あのね、あたしは明日地獄に帰るのよ？　分かってる？」

「分かってるっての。と言うか、その日が待ち遠しくて仕方ないんだよ」

「人間界最後の日くらい、あたしを楽しませてあげようとは思わないわけ？」

　人の腹の上で、何やら居候が偉そうなことを言っている。オレは無視して目を閉じた。

「眠い」

「おまえを永遠の眠りにつかせてやろうか？　うあっはっはっは」

　なんでちょっとデー○ン閣下入ってんだよ……思わず吹いてしまった。

　何やら凄すごい夢を見ていた気がするが、今のやり取りで全部吹き飛んでしまった。残念だ。……なんで残念？

「おはようございます、聡そう一いち郎ろうさん。コーヒーのご用意が出来ておりますので、顔を洗ってらしてください」

　エリーゼも既に起きているらしく、コーヒーの香ばしい匂いが鼻をくすぐった。

「エリーゼ。コーヒーを頭からかけたら、そーいちろー起きると思う？」

「きっと元気に飛び起きますね」

「じゃあそうする」

「待てゴルァ」

「あ、起きた。もう少し寝てても良かったのに」

「起きた、じゃねぇよ。極悪な行動を取ろうとするな」

「だって悪あく魔まだし」

「正当化しようとしても許すか……で、なんなんだよ。朝っぱらから出かけるってのは」

「今日って学校とか言うところに行かないんでしょ？」

「あ？　あぁ。まぁアレは基本的に平日だけだからな」

「休日ってどこかに遊びに行ったりするのが普通なんでしょ？」

「まぁ……世間的にはな」

「じゃああたしたちも出かけよう、ってことよ。あーゆーおーけー？」

「……寝る」

「熱々のコーヒー持ってきて！」

「だぁもう！　なんなんだよ！　つか、その中途半端に知った知識はなんだ！」

「私が教えてあげたんです。にっこり」

「にっこりじゃねぇよ。余計なこと教えんなっ。第一、外を出歩かれて困るのはおまえだろうが」

「それはそうなのですが。明日でティーリさんは地獄に戻ることになります。恐らく、もう人間界に来ることはないでしょう。少しだけでも思い出を作らせて上げたいじゃないですか」

「そうそう。あたし思い出が欲しいわけ。わかる？」

　こんな生意気な態度で思い出を要求されても、素直にはいどうぞ、と言う気持ちにはなれない。

「なら勝手に行け、エリーゼが連れてくなら別に好きにすればいいだろ」

「出来ることなら、私も嫌がる聡そう一いち郎ろうさんを連れて行くことはしたくないのですが……私も人間界のことは無知ですので……お力を貸して頂けると助かります」

「ほら、そう言うわけだから行くわよ」

「…………」

「あ、寝たふりしてる。ずるっ」

「ティーリさん。私知ってますよ、寝ている男性を起こす方法」

「そうなの？　どうするの？　教えて」

「それはですね……ごにょごにょ」

「なにそれ、それで起きるわけ？」

「はい。やってみてください」

「仕方ないわね……やってみる」

　なにやら恐ろしいことが、起こるのではないだろうか。

　コーヒーをぶっかけられる可能性も考慮し、うっすらと目を開けてみる。すると、何を思ったのかティーリがオレの顔の傍そばで満面の笑みを浮かべた。

「おにいちゃん起きて～っ☆」

　う、うぐぐ、なんて強烈な攻撃だ！　思わず胃の中から昨日食べたものがこみ上げてきたが、安らかな休日のために我慢する。

「ねえちょっと、起きないわよ」

「おかしいですね。では、もう一段階踏み込んでみましょうか」

　ごにょごにょと耳打ちするのを聞きながら、オレはこれから巻き起こる恐怖に身を震わせた。

「ねえ、おにいちゃん、朝だよ？　ねえ、起きてってばぁ」

　はあ、はぁっ！　苦しい！　これ以上は苦しい！

「あ、あれ……おにいちゃん、ティーリの太ももに、なんか固いものがあたってるよぉ」

「うぼああ！　気持ち悪いわ!!」

　瞬時に身体に鳥肌が立ち、払いのけるようにして上半身を起こした。

「うわ凄っ、マジで起きたっ。天使ってなんでも知ってるのね……」

「えぇっと、私の想像した起きかたとは全然違いましたが……まぁ結果オーライですね」

「おまえは一体人間界の何を学んで来たんだ……」

　朝、兄を起こしに来る妹のシチュエーションなんて、普通天使が知ってるようなジャンルじゃねえだろ……。

「実は私には兄様がいるのですが、兄様はかつて人間界に降りたことがございまして。その際に役立つからと本を頂戴しました」

　どうやらそれを持ってきているらしく、エリーゼはそっと取り出した。

「秋あき葉は原ばら萌え参道……」

　天使ってのは、意外と身近で、俗物なヤツらなのかも知れないな……。

「映画とか観てみたいかな。なんか大きいテレビがあるんでしょ？　興味あるわけよ」

「どこで得てきたんだ、その無駄な知識は」

「ふふん。悪あく魔まは日々進化する生き物なのよ」

「私はお洋服を見てみたいです。人間界の服には、大変興味がありますので」

「おまえが着てる服、人間っぽいけどな」

　オレが用意してやったティーリの服とは違い、エリーゼは最初から人間界に適したものを着ていた。















「それはそうです。これは兄様が人間界からお土産に持ち帰ってくださったものですから。天国では皆に羨ましがられまして」

　ちょっと恥ずかしそうに、くるりとその場で回って見せる。

「映画館に服屋か……行けなくは、ないが……」

「それからゲームセンターでしょ？　ケーキバイキングに、それから───」

「却下」

　悪あく魔まの申し立てを、直ちに退ける。

「なんで!?」

「ひとり２つまでにしろ。それ以上言うなら行かんぞ」

「そーいちろーってケチよね……底が知れるわ」

　憐れむような目を向けてきても無駄だ。こちらにも許可できない正当な理由がある。

「こっちも金がないんだ。映画観るのに幾らするのか分かってんのか」

「は？　なに、もしかしてお金取られるの？　ルールなんて破るためにあるって、悪魔の誰かが言ってたわよ」

「そう言う悪魔的発想は禁止だ」

「人間界にも厳しい掟があります。ルールを破ると大変な目に遭わされますよ？」

「処刑されるぞ。首を吊って殺される」

「ひ、ひどい！　鬼！　悪魔！」

　悪魔はおまえだ……。

「一応申し上げますと、地獄では日常茶飯事に、そう言う処刑が行われております」

「そっちの方がえげつないじゃねぇか……」
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　オレは着替えを終え、玄関に足を運んだ。

「いいか？　もう一度確認するぞ。今日出かけるのは映画館と、ゲームセンター。それから服屋とケーキ屋、ってことでいいな？」

　前者２つがティーリの案、後者２つがエリーゼの案だ。もっとも、ケーキ屋はティーリのゴリ押しもあったが。

「分かってるって。じゃあ早く行くわよ」

「待て。ストップだ。ちゃんと翼をしまえ、翼を」

「なんか窮屈なのよね……」

「なのよね、じゃない。おまえもエリーゼみたいに消せないのか」

「無理。て言うかどうやって消すの？」

「えぇっと、どうやって、と言われましても……恐らく天使と悪あく魔までは習得方法が異なると思います」

「念じてみたらどうだ？」

「むむむむっ、翼よ、消えなさい！」

　目を閉じ、ティーリが変なポーズを取って叫んだ。

「ぴくりともしないな」

「念じて消えるなら苦労しないわよ！」

「それもそうだな」

　不毛なやり取りをした後、エリーゼも手伝い、ティーリは服の内側に翼をしまう。

　若干背中が膨らんでいるようにも見えるが、普通に過ごす分には気づかれないだろう。

　先日荒あら崎さきと食事を共にしたときも、ティーリの翼が悟られることはなかったし。

「少し窮屈だとは思いますが、我慢してくださいね」

「……仕方ないわね」

「それから、何か目新しいものを見つけても、走っていくなよ。迷子になったら外出は即中止だ」

「遠くにお菓子が見えたりしたときは、例外よね？」

「そんな例外はない」

「そんなっ……！」

　がっくりと肩を落とすティーリに、追つい撃げきするように注意事項を告げる。

「それから知らないやつに話しかけない、話しかけられても無視すること。わかったな？」

　これだけ言えば、さすがの悪魔も理解出来るだろう。

「あたしが可愛かわいいからナンパとかされるってことね？」

　理解できていなかった……。

「それから、不用意に『地獄』だの『天国』だの、『悪魔』だの『天使』だの口にしないこと」

「それくらい常識じゃない？　バカなの？　死ぬの？」

「握り寿司のわさびみたいにすりつぶしてやろうか？　あぁん？」

「そーいちろーって、たまにアホなこと言うわよね。全然意味わかんない」

　ティーリの呆あきれたような視線がオレに突き刺さる。

「エリーゼさんよぉ……悪魔を滅したらオレは裁かれると思うか？　久しぶりに血湧き肉躍るぜ」

「暴力に、良い対象も悪い対象もありませんよ？　にっこり」

「天使って暴力とか振るわないわけ？」

「もちろんです」

「あたし思ってたんだけど、言ってもいい？」

「なんです？」

　ティーリは、ジーッとエリーゼの胸元に視線を送る。

　それを感じ取ったのか、何となく恥じらう仕草を見せ、エリーゼが頰ほおを赤らめる。

「エリーゼのおっぱいって、今は凄すごいと思うけど、将来きっと垂れるよね」

　うんうんと頷うなずくと、エリーゼはプルプルと震えだした。

「……ティーリさん。教育的指導、と言う素敵な言葉をご存ぞんじですか？　ふ、ふふ、ふふふふふ」

「なんか怒ってる!?　ひょっとして怒ってる!?」

「そりゃ怒るだろ……つか、単純におまえが嫉しつ妬としてるだけだろ。胸に」

「平らって言うな！」

「平らなんて一言も言ってない。それに、よく見るとほんのちょっとくらいは盛り───」

「死ね！」

　くるりと回転すると、ティーリは飛び蹴りを繰り出してきた。素早くバックステップしそれを回避する。

「避けないで、直撃されなさいよ！」

「事実を言われて怒るな。そもそもエリーゼの胸と比べようとするのがおこがまし……」

「っ……！」

　ばっと胸元を隠すように、エリーゼが顔を真っ赤にして少し距離を取った。

「な、なんだよ……」

「あっあまり、その、胸とか、そう言うのは、言わないでください……」

「悪い……」

　オレも、ちょっと顔が赤くなってしまったかもしれない。事故とは言え、風呂場で王道的な覗のぞきをしてしまったからな……。

　変な沈黙が二人の間に流れる。

「……なによ、この変な雰囲気」

「おまえがそうさせたんだろうがっ！」
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「それで映画で観たいものは決めてるんだろうな？」

　その質問に、ティーリはどう言う意味か理解できていない様子だった。

「……何にも決めてないのか」

「映画って観たいものが選べるの？　何が観れるの？」

「そんなことすら分からないのに映画が観たいっつったのかよ」

「あたしは大きいテレビで観たかっただけよ。中身が選べるとか知るわけないでしょ」

「マジかよ。エリーゼの方はなんかないのか」

「私も正直何も……映画館で決めると言うのはダメなのですか？」

「別にダメじゃねぇけど。普通は観るもの決めてから行くだろ」

「普通とか言われても。あたし悪あく魔まだし？　人間の価値観押し付けられても、って感じ？」

　う、うぜぇ……。激しくうぜぇ……。

「とりあえず……あった。これが一覧だ」

　携帯に表示された上映スケジュール等を見せる。

「人間ってバカなのに、こう言うのよく作れるね」

「バカには作れないだろ。つまり、人間は天才ってわけだな」

「聡そう一いち郎ろうさんには作れませんよね」

「……そりゃ、オレには作れないが……」

「なんだ。やっぱりバカなんじゃない」

「帰る」

「あぁっ、聡一郎さん、待ってください！」

　帰ろうとするオレの腕をエリーゼが捕まえる。

「オレはおまえらにバカにされるために、出かけるんじゃねえぞ」

「わかっていますっ。ティーリさんの暴言はお許しください、彼女は悪魔なのですから」

「おまえは、自分で暴言を吐いた自覚がないのか？」

「私が？　天使の私が暴言を？　そんな、まさか？」

「生涯に渡って、天使と悪魔がろくなもんじゃないって語り継ぐことを誓ってやろう」

「あはは、天使がろくなもんじゃないってさ」

「悪魔の方も言われてるんですよっ？」

「だって悪魔ってろくな種族じゃないし。と言うか、それを誇りにしてるし？」

「悪魔の方は逞たくましいと聞いていましたが、これほどとは……」

「オレも悪魔の『そっちの方での凄すごさ』には感心することが多い」

　あれこれくだらないことを話しているうちに、映画館についた。

「あたしどれがいいか、よくわかんない。そーいちろーが決めてよ」

「後で文句言ったらしばくぞ？」

「面白かったら言わないから安心して」

　無茶な要求を背に受けながら、携帯から上映スケジュールの一覧を確認する。

　モンスターと人間の戦い、友情を描いたアニメ。

　特殊任務についた主人公が敵の女スパイと恋に落ちる洋画。

　火事の現場に突入し、人々を救出する邦画。

　どれが悪あく魔まや天使に受けるだろうか。

「お……」

　洋画の中に、ひとつ面白そうな題材があるのを見つけた。

「これにするかな」

　チケット売り場で、映画のチケットを買うことにする。

「えーっと……学生３枚で」

「学生証はお持ちですか？」

「あー……オレしか持ってないんだけど……」

「それでは、申し訳御座いませんが、学生割引は適用しかねます」

「……なら、普通の料金で。あ、一人中学生だから。見たらわかるよな？」

　そう言いティーリの方を軽く指差す。店員も姿を見て納得したのか、それで処理してくれるようだった。

「畏まりました。では学生１枚、大人１枚、子供１枚でご用意いたします」

「子供って誰が子供なの？」

「気にするな」

「なんで凄すごく優しそうな目をしてるのよっ」

「おっとそう見えたか……そりゃ失礼」

　チケットを３枚受け取った。入り口から中へ入ると、休日の映画館は人でごった返していた。どうも大手の映画が上映開始されたばかりらしく、それを観るために集まってる人が多いんだろう。

「わ、なに、なんか凄い人がいるわね！」

「人ごみを見てはしゃぐな。絶対にはぐれるなよ」

「わかってるって！」

「とかいいつつ、早速人ごみの中に突入しようとするな！」

　肩を摑つかんで無理やり引き寄せる。

「あ、つい。なんか楽しそうだったから」

「手を繫つないではぐれないようにしましょうか？　はい、手を出してください」

「なんでオレに言う？」

「聡そう一いち郎ろうさんの手がないと繫げませんよ？　ティーリさんも手を出してください」

　どうやらエリーゼが誰かと繫ぐのではなく、オレとティーリの手を繫がせる算段のようだった。オレは差し出されている手を見てから、エリーゼの方に冷ややかな視線を送った。

「どうしてオレとコイツが手を繫がなきゃならん」

「はぐれてしまわないようにです」

「えぇえええ、絶対いや！　そーいちろーと手を繫つなぐくらいなら迷子になる！」

「いやいや、それは嫌がりすぎだろ……つか、それはおまえがやれよ」

「私はそれでも構わないのですが……」

「天使って生理的に無理だから」

　乾いた一言。色々馴れ合っているように見えて、そう言う部分はシビアなのかも知れないな。

「と、言うことだそうです」

「まぁ浄化する者、される者って関係なら無理はないか……」

「私も嫌ですけどね」

「なんかいったか？」

「いえ、なんでも御座いません。あら？　あの列はなんでしょう？」

「あれはポップコーンとか売ってるとこだな」

「食べ物のオーラを感じるわね」

「そんなところだけはしっかり理解するんだな。ポップコーンつーのは、映画の定番だな。向こうの子供が食べてるようなやつのことだ」

　説明してから、しまった、と思ったが時、既に遅しだった。

「そのポップコーン、あたしにも買って。あの子供が持ってる大きいサイズがいい」

　……まぁ、ポップコーンくらいならいいか。あんなもん大した値段でもないだろ。オレはメニュー表からポップコーンを探す。

「えーっと、サイズＬは……単品８００円!?　無しだ無し。こっちのドリンクセットのＳサイズにしろ！」

「えー。こんなの絶対足りないわよ……」

「おまえがポップコーンを好きかどうかもわからんだろ。食ったことないんだから」

「じゃあ食べてみればいいわけね？」

「は？」

　わけのわからないことを言ったかと思えば、すたすたと歩いていくティーリ。その先には小さな子供が一人。子供が目の前に来たティーリに不思議そうな眼まな差ざしを向ける。と、その瞬間、突然目の前にいた子供のポップコーンに手を伸ばした。豪快に摑つかみ取ると、口を大きく開けて自らに放り込む。

「ぱくぱく。うん、なかなかおいしいじゃない」

　信じられない行動に、オレもエリーゼもあんぐり口を開けて、呆然と見つめてしまった。

「うわああん！　お姉ちゃんが僕のポップコーン食べたあああああ!!」

　子供が泣き出したことで、オレの硬直がとけ、慌てて詰め寄った。

「ば、馬鹿野郎！　なんてことしてんだ！」

　オレはあわててティーリの腕を摑つかみ、その強欲なる悪あく魔まを拘束する。

「なにすんのよ！」

「うわ───ん！」

「泣いてんだろうが！　どうやって責任取るつもりだ！」

「へ？　あたしのせいなの？」

　自分が悪いとは微み塵じんも思っていないのか、悪いと分かっていても悪気がないのか。

「おまえのせいに決まってるだろ！」

「このおにいちゃんの顔、怖いよおおおおおおおお!!」

「ほら、あたしのせいじゃないでしょ」

「テメェコラガキ、オレは何もしてないだろ？　あぁ？」

「うええええええん!!」

「まぁまぁ。聡そう一いち郎ろうさん、そんなに怖い顔をしてはいけませんよ。ぼく、大丈夫？」

「うぇえん！　怖いよおおお！」

　子供がエリーゼの胸元に顔をうずめる。何だか幸せそうに見えたのは気のせいだろうか。

「ぐす……怖い顔のお兄ちゃんに、僕のポップコーン食べられたの」

「それは酷いことをする聡一郎さんもいたものですねぇ」















「なぜ、どうして、いつ、どこでオレがポップコーンを食ったことになったんだ……」

「怖い顔のところは否定しないのね。ま、見るからに悪人面だし」

「うるせぇ……」

　否定はしないが、直接言われて嬉うれしくは思わない。

「真実とは残酷ですね。人を簡単に傷つけてしまいます」

「もう帰る」

「冗談ですよ」

「殴る、もう天使だろうが容よう赦しやなく殴るっ！」

「聡そう一いち郎ろうさん。悪の感情を抑制してください。悪あく魔まの素質が進行してしまいます」

「ぐっ！」

「人に優しくありましょう。ねっ？」

　非常に都合良く利用されている気がするが、確かに抑制しなければならない。生きたまま悪魔になるわけにはいかないからだ。

　必死に悪の感情を抑え込む、抑え込む……よし、落ち着いてきたぞ。

「ポップコーンは、このお兄さんが弁償してくださいますよ」

「ほんとぉ？」

「一口食べられただけじゃねえか、誰が弁償するか！」

「わ────ん!!」

「聡一郎さんっ！　悪の感情を抑えないと！」

「ぐぐぐっ！」

　明らかに理り不ふ尽じんな仕打ちだ。これに怒ることもダメだと言うのか。

「買ってあげればいいじゃない。ケチよねそーいちろーは」

「うん……僕、大人になってもこう言うお兄ちゃんみたいにはなりたくない……」

　なぜオレは見ず知らずのガキに、ここまで言われなきゃならないのか。天使と悪魔にさえ出会っていなければ、平和な日々だったものを。

「出会って無くても、大体そーいちろーの日常ってこんな感じなんじゃないの？」

「人の心を読んだように囁ささやくな！」

「ふふ。これが悪魔の囁きってヤツね」

「買えばいいんだろ買えば。こいつら疫病神といるのも、今日で最後だからな……我慢我慢」

「ありがとう、おにいちゃん……」

　オレを怖いといって泣き喚いていたくせに、買ってもらえると分かったとたん泣き止む。現金な子供だ。

　商品を受け取るや否や、子供は瞬時に駆け出していった。もちろん、一口だけ食べられたポップコーンのＬサイズも持って。

「どっと疲れた……帰りたい……」

「あたしにも買いなさいよ。中々美お味いしかったわよ、ポップコーン」

「今ので余裕がなくなった。諦めろ」

「じゃあいい。勝手に取ってくるから」

「待て、どこにいこうとしてる」

「なんか奥にいっぱいあるみたいだし？　貰もらってくる」

　もちろん、それはカウンターの中にある品物のポップコーンのことだろう。

「それは奪ってくる、って言うんじゃねえのか」

「ふふんっ。そうとも言うわね」

「その自由で傲ごう慢まんな行動力がうらやましくもあるが、絶対にとばっちりを食うのはオレだからやめろ。……この、真ん中のＭサイズで我慢しろ。それが最大限の譲歩だ」

「えぇ～……うーん……仕方ない、それで我慢してあげるわよ」

「またバイトだな、こりゃ……。このＭサイズのポップコーン」

　注文すると、店員は甲高い声でオーダーを読み上げていた。

「聡そう一いち郎ろうさんはアルバイトされているのですか？」

「正確には、たまにしてる、だけどな」

「立派ですね」

「必要だからしてる。それだけだ……ほらよ」

　受け取ったポップコーンを手渡すと、早速手を突っ込んで食べ始めた。

「……で、おまえ飲み物どうする？」

「甘いの」

「エリーゼは？」

「あ、私もよろしいのですか？」

「こいつにだけ与えるのも変な話だろ」

「ありがとうございますっ。えっと……では紅茶を頂いて構いませんか？」

「ミルクでいいのか？」

「はい」

「じゃぁ、メロンソーダと、ミルクティーと、ウーロン茶」

　高い高い飲み物代を支払い、出来上がったものを受けとる。

「ほら」

「ありがとうございます」

「おまえも。ほら」

　メロンソーダを受け取ると、ティーリは少しだけ申し訳なさそうな顔をした。

「そーいちろー……」

「なんだよ。ポップコーン買わせといて今さら遠慮か？」

「あたし、あっちのアイスクリームが乗ったやつのほうが良かったのに……」

「少しでも優しくしたオレが間違いだった……」
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「とにかく疲れた……」

　ケーキ屋の向かいにあるベンチに腰かけ、オレは沈んでいく太陽を見上げため息をついた。

　映画館の後、デパートに行ったオレは、二人があれこれ物色するのをジッと耐えて待ち続けた。

　その後のゲームセンターでは、アレもしたいコレもしたいで、大量に小銭を使わされた。

　そして目の前にある最後の目的地だったケーキ屋は、もう金だけ握らせて二人を店内へ向かわせた。

　とにかく、どっと疲れたと言うことだ。

　一人でゆっくりとした、落ち着きのある時間を過ごしていると、ほくほく顔のティーリとエリーゼが店から出てきた。

　どうやら特に問題も無く買い物を終えたようだ。ゆっくりと立ち上がり合流する。

「ケーキって凄すごいのね、どれも美お味いしそうで迷ったわ」

　手には紙袋。中にはもちろん、店で購入したケーキが幾つか入っているんだろう。

「お夕飯の後に、聡そう一いち郎ろうさんも一緒に食べましょうね」

「……そうだな。つか、おまえまだ目が赤いぞ」

「ばっ、そ、そんなわけないでしょ！」

　慌ててティーリは顔を背け、袖でゴシゴシと目元をぬぐった。

「いやぁしかし意外だったな。確かにラストは感動シーンだったが、おまえの涙腺が緩いのは想定外だった」

　鬼の目にも涙、ならぬ悪あく魔まの目にも涙と言うか。ティーリはエンディングでポロポロと泣いてしまっていたのだ。

　それをオレに知られるや否や、恥ずかしかったのかドロップキックをかましてきたので、当然さらりと回避してやったが。

「あたしは泣いてない！　感動もしていない！」

「そう言うことにしておいてやるよ」

「ムカつく……！　さ、さっさと帰るわよ！」

　早く夕飯とケーキが食べたいのか、元気なティーリが一歩前を歩き出した。と、その時。前から走ってきた子供がティーリの持つ紙袋を摑つかんだ。

「え？」

　一瞬、何が起きたか分からなかったのだろう。忽こつ然ぜんと自分の手から消えた紙袋を捜しキョロキョロと辺りを見渡した。

　もちろん、その紙袋は走り去っていく少年の手に握られていた。

「おいおい、マジかよ……」

「あ……あたしの……あたしのケーキ!?」

　何が起こったのかを把握したティーリが怒りの咆哮をあげる。そして、一目散に子供を追いかけて走り出した。

「そ、聡そう一いち郎ろうさん！　ティーリさんを追いかけないと、大変なことになるかも知れません！」

「大変なことって……」

「悪あく魔まは人間よりも遥はるかに強い存在です。子供に危害が及ぶ可能性が……！」

「ち……！　オレはあいつを追いかける。エリーゼは先に家に戻って、あいつが戻ってこないか見ててくれ」

「わ、分かりました」

　それだけ言い、オレはティーリの後を追って走り出した。右へ左へ、振り切られないようにティーリの背中を追いかけた。

　そしてすぐ……ある建物の前で立ち止まるティーリに追いついた。周囲には、既に子供の姿は無い。

「子供は？　ま、まさか既に食ったなんてことはないだろうな……」

「は!?　なんであたしが子供を食べるのよ！　この中に入ってった」

　ピッと指差した先の建物は、市民病院だった。

「病院？」

「とにかく追いかけるわよ」

「……そうだな」

　ティーリはケーキを取り戻すためなら、恐らく地の果てまで追っていくだろう。オレは、別にケーキのことはどうでもよかった。

　あの小さな子供が、他人のモノを盗んだことが、ちょっと引っかかっていた。それが悪いことであることは、十分分かっているだろうに。

　前を行くティーリにはここがどう言う場所なのかもわかっていないのだろう。気にした様子もなくスタスタと敷地内へ足を踏み入れた。

　受付には看護師が何人かいたが、オレたちの様子に話しかけてくることはなかった。入院患者の見舞客としか思われていないだろう。

「病院は広いからな……どこに逃げたやら」

「あたしに任せて」

　そう言うと、ティーリはその場に立ち止まり、ゆっくりと目を閉じて腕を伸ばした。その異様な行動に、看護師のひとりが『何か？』と言ったので、オレは慌てて何でもないと答えた。一体、何を始めようというのか。その姿を見つめていると、背中がぞわっとするような感覚に襲われた。

「これは……」

　ティーリが初めて目を覚ましたときに感じた、あの異様な雰囲気に似ている……。やがて、ティーリは目を開け、オレの方へと振り返った。

「２階にいる」

　それだけいい、また歩き出す。呆然と見送りそうになり、慌てて横に並んだ。

「なんだよ、おまえ子供がどこにいるかわかるのか？」

「悪あく魔まには力があるの。人の恐怖や怒り、あるいは恐れ、そう言った気配を感じる力」

　天使のエリーゼも、天使には力があると言っていたっけか。悪魔にも、そう言う力があって不思議じゃあないが……。

「あの子供から感じた恐怖心は、覚えてるから」

　こいつの言うことなんて、信じてしまっていいのだろうか。ともあれ、既に病院の中には入ってしまったわけだが。２階への階段をのぼり、入院患者のいるフロアへ。そして少し歩いたところで、ティーリが立ち止まった。

「ここにいる」

　そこは、入院患者が生活しているであろう一室。ここに入るのは幾らなんでもやばいだろ……と思っていた矢先、ティーリは堂々と扉を開いた。

　頭を抱えたくなったが、オレはこれ以上暴走させるのは危険と判断し、連れ戻すべくすぐ後を追った。

　静かな病室では、ベッドの上で眠っている老人だったり、ラジオを聴く若者の姿があった。チラリとこちらに顔を向け、軽く会釈をしてきたが、驚いた様子は見えない。看護師と同じで、普通の見舞客と思われているんだろう。ティーリのヤツは一番奥のベッドに向かって指差していた。奥のベッドはカーテンに遮られ、この位置からでは入院患者の姿を見ることが出来なかった。

「お母さん、これ！」

「まぁケーキじゃない……これ、どうしたの？」

「え、えっとね、学校の先生がくれたの！　お母さんに食べさせてあげなさいって！」

「そうなの？　今度お礼言わないとね……」

「それは、僕が言っておいたから大丈夫だよ！　ほら、食べて食べて！」

　オレは自分のケーキが食べられそうになってると知り、ティーリがすぐに阻止すると思っていた。だが、ティーリはその場に立ったまま動かない。

「まぁこんなに？　お母さん一人じゃ食べきれないわね。コウタも食べなさい」

「ぼ、僕は後で食べるからっ。それより喉が渇くよね？　お水貰もらってくるからっ」

　さっきの子供がカーテンの奥から姿を見せる。ばったりオレたちと眼めがあった。

　オレのことはわからなかったかもしれないが、ケーキを持っていたティーリのことはしっかりと覚えていたんだろう。しまったと言う表情を浮かべた。

「あ……あう……」

　子供の様子に異変を感じた母親が、『どうしたの？』と言いカーテンをシャッと開いた。

「あら……？　あの、うちの子が、何か？」

「いや……えっと……」

　オレは思わず、どう答えていいか分からなかった。お宅の子供にケーキを盗まれて、と口にするには躊躇ためらわれたからだ。そして、やばいと思った。

　目の前にいるティーリは歯に衣を着せるようなタイプじゃない。子供をボロカスに言ってしまう可能性が十分にあった。

　慌てて口を塞ごうと思ったが、オレの予想を斜めに上回る言葉が、ティーリから発せられた。

「帰るわよ、そーいちろー」

「え？」

「だから、帰るって言ったのよ」

　そう言い子供に背を向けると、ティーリは室内を出て行ってしまう。オレも慌ててその後を追った。

「どう言うつもりだよ。ケーキはいいのか？」

「…………」

　何も答えないまま、元来た道を辿たどり、病院の外へ。背中越しには、ティーリの今の心境を知る術は無かった。

「お姉ちゃん！」

　オレたちの後を追ってきたのか、子供は息を切らせながら走ってきた。そして、手にはケーキの箱が握られている。

「はぁ、はあっ……」

　汗を拭いながら、子供は真っ直ぐにティーリの背中を見つめると、力強く頭を下げた。

「ごめんなさい！」

　子供は思い切り泣いていた。

「……罪悪感に包まれるくらいなら、最初から人のものを盗ろうなんて思わないことね」

　ティーリは振り返らなかった。

「それ、お母さんに食べさせたかったわけ？」

「……うん……お母さん、身体が悪くて……甘いもの、食べたいって言ったから、食べたら、元気になるかもって、思って……」

　ぐずぐずと鼻水をすすりながら、子供ながらに経緯を説明していた。恐らく、咄とつ嗟さのことだったのだろう。

　ケーキを持ったティーリの姿を見て、思わず手が出てしまったんじゃないだろうか。

「これ、返します……形、崩れちゃったけど……本当にごめんなさい……」

「二度と人のものを盗らないって約束しなさい。そしたら、許してあげる」

「……うん……約束する……」

「そ……じゃ、そのケーキはあげる。あたしは新しいケーキ買うから」

「一応聞くが、その新しいケーキを買う金は？」

「もちろんそーいちろーの財布から出ることになるわね」

　だろうな……。

「いい、の……？」

「じゃあね」

　結局、ティーリは一度も振り返ることなく、歩き出した。オレもその後を追って、敷地の外へ。子供はいつまでもティーリの背中を見つめていた。

「なんだよ、結構いいところあるじゃねえか」

「は？　どう言う意味よそれ。あたしはただ、相手にするのがバカらしいと思っただけよ」

「母親の前で、ガキを怒ることも出来たんじゃねえのか？」

「それはあんたにも言えることでしょ。何でなにも言わなかったのよ」

「オレは……エリーゼにも釘を刺されてるからな。悪あく魔まになるような行動は慎めって」

「ふぅん……ま、そう言うことにしておいてあげる。あたしが、あの子供を怒らなかったのは……母親を大切にしたい気持ちが、痛いほど伝わってきたから……」

　それだけ、ポツリと漏もらし、くるっと振り返ったティーリは笑顔だった。

　こいつは、母親を亡くしたとか言っていた。恐らくそのこととも関係があるんだろう。

　ひとつだけ分かったのは、悪魔も人間も、それほど変わらないのかも知れないってことだ。オレもティーリも、どこかで過去の母親の面影を追いかけている。

「あたし人間界に来れて良かった。面白いところよね、そーいちろーの住む世界って。色んなものがあって、色んな人間がいてさ」

「オレには地獄の情勢は分からないからな、何とも言えねぇけど」

「あ、だからって地獄が悪いところってわけじゃないのよ？　あたしにとっては大切な場所なわけだし」

　地獄は悪いところだろ、って野暮ったいことは心の中だけで言うことにしよう。悪あく魔まにとっては、それが普通なんだから。

「んじゃ、ケーキ買って帰るわよ」

「そこは確定事項なんだな」

「もちろん。たっぷり買ってもらうんだから」

　今回だけは、特別出血大サービスしてやることにしよう。悪魔は意外にも、情に厚く、涙脆いことが分かったからな。





○さよならは言わない







　嫌な夢を見た。そう、まさしく悪夢と言う表現がしっくりくる夢だ。

　いつものように日常の生活を送っていたオレの目の前に、突如現れた凶暴凶悪な悪魔。

　そいつはオレを奴隷のように見ていて、ことあるごとに文句を言い命令をしてくる。

　逆らおうと必死に抗うのだが、そうすると自らの身が悪魔へと成り果ててしまう。

　そこへ、天使が現れ助けにやって来るのだが、実はその天使は大して役に立たず、結局悪魔に敗れてしまう。

　そしてオレは、悪魔に死ぬまで奴隷にされてしまった、と言う夢。

　夢ってのは不思議なもんで、いつもの自分ならしないような行動をとってしまったりする。殴れば解決なのに、殴りかかれなかったり、積極的なことも消極的になってしまったり。ともかく夢ってのは恐ろしいもんだ。

　あぁ、早く目覚めたい。平和な現実が待って───あれ？　いや、待て、現実の方が過酷だった気がする。

　頼む！　もうちょっとだけ寝させてくれ！

　…………。

　……。

「今日、なんか胸むな糞くそ悪い夢を見てた気がしたんだが……」

　朝食のトーストとハムエッグを並べながら、オレはぼやく。

「悪夢ですか。ちゃんと眠れていらっしゃらないのでは？」

「そうだな……やっぱ自分の部屋じゃないとな。ソファーじゃ肩が凝って仕方が無い」

「どんな悪夢だったの？」

「それが覚えてねえんだよ。起きた瞬間は覚えてたんだが、すっかり抜けおちちまった」

　先日も、妙な夢を見た気がするが、忘れてしまったんだよな。

「夢とはそう言うものですよ」

「あたしは夢とか見ないけど」

「それだけ眠れてるってことだろ。大して何にも考えてなさそうだからな」

「うるさいわね」

「ま、それも今日で終わりだな。おまえともお別れだし」

「寂しいでしょ、そーいちろー」

「はっはっは。これっぽっちも思わねーよ！」

「本心から言ってそうでムカつく」

「本心だから仕方ないな。まぁ、地獄に戻っても元気でやれや」

「ふんっ。出て行くときに家中の窓ガラスを割ってやる。お礼参りってヤツね」

「そんなことしたら、髪の毛引きちぎってボウズ頭にしてやる」

「だったらあたしは、そーいちろーの両足を切断してやるわ」

「おまえのは遥はるかに物騒だなおいっ……！」

　オレたちが互いに暴言を吐き合っていると、危険を感じたのかエリーゼが介入してきた。

「ど、どちらも程ほどにしてください。朝から物騒な発言はよしましょう」

「ゲートってのは、何時から何時まで開いてるんだ？　時間の計算をミスって通れないなんてならないだろうな」

「ご心配なく。そのあたりに抜かりは御座いません」

「ならいいんだけどな。じゃあさっさと飯を食ってくれ」

「はーい」

　ピンポーン。

　朝、三人で朝食を食べていると、家のチャイムが鳴った。

　ピンポーンピンポーンピンポーン。

「……っせぇな……なんだよ朝っぱらから」

「おひゃふはんだね」

「飯を食いながら喋しやべるな」

「私が出ましょうか？」

「やめてくれ。うちには、オレしかいないことになってんだから」

「そうですね、突然私が出たら、驚いてしまうかもしれません」

「飯食っててくれ、さっさと追い払ってくる」

「な、なぜ追い払うこと前提なのでしょう……」

「社交性が無いからじゃない？」

「朝からイライラさせる天才だなおまえは」

「まぁね」

「ちっ」

「心を荒立ててはいけませんよ。ほら、ティーリさんも聡そう一いち郎ろうさんを怒らせてはダメです」

「ふぁ──い」

　本当にイラッとさせるやつだ。
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　休日の朝っぱらから、うちに訪ねてくるヤツなんて、思い当たるフシも無い。

　またエリーゼやティーリのような厄介ごとでなければいいんだが。

　ゆっくりと玄関の扉を開く。

「鮫さめ島じま聡一郎だな？」

　玄関の前には、フードの付いた白いローブに身を包んだ二人組みの姿があった。

　身長や体格からして、どちらも男だろう。

「……あんたらは？」

「エリーゼの仲間、といえば、状況を理解してもらえるかな？」

　高圧的な態度だが神々しいものを感じるのは、天使と言う理由からなのだろうか。

「なるほど。ようやくお迎えってわけだ。まったく長い４日間だったぜ」

「家の中にいるのか？　悪あく魔まティーリは」

「あぁ。まだ朝食食ってるところだ、少しだけ待ってくれ」

「待てないな」

　こちらからの頼みを突っぱね、鋭い視線がオレを挑発する。

「待てないと言ったのが聞こえなかったか？　今すぐ悪魔をここに連れて来い」

「おいおい。天使だからって偉そうにしてんじゃねぇよ。何も数時間待たせようってんじゃない。そうだな、20分だな」

　携帯を取り出し時刻を確認してそう言った。男は納得行かないのか、手を伸ばすと、オレの携帯を叩たたき落とした。

「口答えするな、人間風情が」

「んだと……？」

　その場にピリピリとした空気が流れ始める。実力行使でも構わないのだぞ？　そう言いたげに見えた。

「１分待つ。それまでに連れてくるのだ」

「オレは指図されるのが嫌いなんだよ。まして、納得の出来ないことなら尚更な」

「愚かなことを。私の意見を聞き入れないと言うことは、つまり天使への冒瀆だぞ」

「なんだそりゃ、笑えない冗談だな。天使だから偉いのか？」

「当然だ。これ以上下らぬ話をしている暇はない」

　二人はオレの肩をドンと押し、押し入ろうとした。オレはその場に踏みとどまる。

「誰の肩押してんだ、テメェ」

　オレは思わず、天使野郎の胸倉を摑つかむ。

「なんだ？　この汚い手は」

「あと一歩、勝手に家の中に踏み込んで見ろ。ぶっ飛ばすぞ」

「貴様……」

　こちらの本気を察知したのか、フードの下から今まで以上の強烈な睨にらみを向けてくる。鋭い眼光だった。

「後悔することになるぞ？」

「後悔？　ののしりあいか？　それとも殴り合いか？　どっちでも付き合ってやるよ」

「いざとなれば、簡単に貴様の存在そのものを消滅させることが出来るのだぞ」

「おーおー。天使が人間抹殺とは、物騒なもんだ」

「どけ」

「どかないって言ってんだろうが」

「あの、ご飯が冷めてしまいますよ？　聡そう一いち郎ろうさん。あっ……！」

　一触即発の事態に、食卓に戻らないオレを気にしてかエリーゼが顔を覗のぞかせた。出てくるなと言っておいたのに……。

　だが、この場には来てくれて助かった。危うく天使と衝突するところだったぜ。

　エリーゼはフードの男たちを見た瞬間察したのか、緊張感がこちらにも伝わってくる。

「エリーゼだな？　私は中位天使・ビスマルクだ」

「同じく中位天使・セノールだ」

「お……お疲れ様です！　私は、下位天使・マルク・ビスフォンデ・トゥールシュバイヌ・ソワール───」

「お勤めご苦労だった」

「あ、は、はいっ……」

　エリーゼの言葉は虚むなしく遮られた。

「ゲートの準備が出来た。今すぐ悪あく魔まを連れてきなさい」

「あの……少しだけお待ちいただくことは、出来ないでしょうか？　今、朝食を」

「今しがたその人間にも通達したところだ。悪魔の食事がどうなろうと、知ったことではない。我々は任務を遂行し、本日のうちに天国に戻るよう固く命ぜられている」

　男は、握り締めた手を差し出してきた。そしてゆっくりと開くと、そこには十字架のペンダントがあった。

「っ！　それは───！　……わ、わかりました」

　何か十字架に意味することがあったのか、恐らく天使にも厳しい上下関係があるのだろう。

　エリーゼにも不満はあるようだったが、静かに頷うなずいた。

「ティーリさんを呼んでまいります」

「人間とは聞き分けのない生き物であることが、よくわかるな。エリーゼを見習え」

「権力を振りかざして命令してるだけだろうが」

「口の減らぬ人間だ」

「天使って種族も悪魔と同じで、ベラベラよく喋しやべる連中だったってこと、覚えておくぜ」

「…………」

「お待たせいたしました。中位天使様」

「もぐもぐ、なにひょぉ、もぐもぐ……」

　朝食のパンを咥くわえたままのティーリが気だるそうに姿を見せた。緊張感の欠片かけらもないヤツ。

「こちらが、片翼の悪魔ティーリだな」

「もぐもぐ……そうだけど？　なによ。文句あるの？」

　天使が相手だとも露知らず、ティーリは喧けん嘩か相手かのように睨にらみ付ける。

「これよりおまえを、地獄へと送り帰させてもらう」

「あ、もしかして迎え……ってこと？」

「しかし中位天使様。彼女の翼ではヘルズゲートをくぐることは出来ないのでは？」

「問題ない。大天使ミカエル様より、特例措置がくだされることとなった」

「特例措置、でございますか？」

「どういうことだ？」

　エリーゼも理解できていないようで、少し首を傾かしげるだけだった。

「人間が気にすることではない。さぁ来るのだ」

「あ……」

　男に腕を引かれ、ティーリが玄関から引っ張り出される。

「地獄に戻っても元気でやれよ、って、おまえに言うまでもないだろうけどな」

「ふ、ふんっ。やっとこの家を出て行けると思うと、せーせーするわね」

「最後までナマイキな悪あく魔まだ」

「……バーカ……」

　小さくそう言うと、ティーリはちょっとだけ顔を伏せた。オレは何となくその姿を見るのが嫌で、視線を逸そらす。

「時間が無い。来てもらうぞ」

「……ん、わかった」

「エリーゼ。この人間への対応は任せるぞ？」

「畏まりました」

「さぁ来るのだ」

　二人はティーリを挟むようにして、歩き出す。オレは視線を明後日の方角に向けたままにした。

「…………」

「よろしいのですか？　お別れの言葉を伝えなくて。恐らく、もう二度とお会いすることはないかと思いますが……」

「別に、なんもねぇよ。清々したぜ、悪魔がいなくなって」

「素直じゃありませんね」

「は、何が。あぁそうだ、オレは飯食ってる途中だったんだ」

　扉を閉める。一瞬、ティーリが振り返りかけた気がしたが、そのまま閉じてしまった。

「……ち」

　胸むな糞くそ悪いものを感じながらもリビングに戻り、食事を再開した。ティーリがいなくなっただけで、やけに静かな食卓だった。

　食べかけのティーリの食事が、やけに眼めにつく。せめて挨拶だけはしておくべきだったか。後の祭りだな……。

「それでなんだよ、天使の言ってた対応って」

「聡そう一いち郎ろうさんは、本来知ってはならないことを知ってしまいました」

「天使や悪魔の存在か？」

「はい。ですが、歴史上において、私たちの存在を知った人間は聡一郎さんだけではありません」

　エリーゼはどこから取り出したのか、小瓶を取り出してテーブルの上に置いた。透明な液体が入っているようだ。

　それを手にとって観察してみるが、何なのかは分からない。

「そのような方々には、この薬を飲んでいただいております。これは私たちの記憶だけを消し去る薬です。正式名称は忘却の雫と言います」

「……なるほど。知られたままってのは、何かと面倒なわけだ」

　天使と悪あく魔まの存在を知った人間は、ヤツらにとって都合の良いものではないのだろう。

「それが聡そう一いち郎ろうさんのためでもあります。飲んでいただけますでしょうか？」

「他の記憶は飛んだりしないだろうな」

「それはお約束いたします」

「わかった。なら飲んでやるよ」

「今夜眠る前に飲み物に混ぜてお飲みください。朝にはすべて、抜け落ちていると思いますので」

「あぁ」

　小瓶を受け取り、ポケットにしまった。

「なあ、ひとつだけ聞かせろ」

「なんでしょう？」

「特例措置ってのは、なんだ？　あいつは普通の方法では地獄に帰れないんだろ？」

「え、えぇ。それは私も少々気にかかりました。対処法がすぐ見つかった、と言うことだとは思うのですが……」

　はっとしたエリーゼは、口元を手で押さえた。

「まさか……」

「なんだ、思い当たる節があったのか？」

「いっ、いえ……ミカエル様が、そんな手段をお取りになるとは……」

「気になるだろ。まがりなりにもあいつを居候させたんだからよ。どうせ消える記憶なんだ、聞かせてくれ」

「……確証もないのに、お伝えすることは……少し確認させてください」

「言え」

「しかし───」

「あまりオレを怒らせるなよ？」

　オレは、半ば強引に聞き出すことにした。訪ねてきた二人の天使に不信感を抱いていたからだ。ティーリに対する態度は、ただ悪魔を嫌悪するが故のそれだった。とてもじゃないが、無事地獄まで送り帰してくれるようには思えない。

「……私の、あくまでも、私の想像ですが……ティーリさんは、片翼であり、ゲートをくぐることが出来ません。つまり、地獄に戻ることは出来ないのです。ですから中位天使様たちは、ティーリさんを、浄化するのではないか……と」

「浄化、つまり殺すってことか？　あいつを」

「……恐らく……」

　言葉を搾り出すエリーゼも、辛そうだった。それは、その話が真しん実じつ味みを帯びている証拠でもあった。

「それがミカエルの言ってた特例措置ってことか」

「それは───本当にミカエル様がそのような決断をくだしたのか、私には分かりません。ですが、先ほどの中位天使様の十字架は、青でした」

「十字架の色？　おまえのは白だな。色の違いに意味があるのか」

「青は、人間界に出没した悪あく魔まを浄化するために送り込まれる天使のことを指すのです……」

「はっ。ちょっと見直したぜ、天使ってヤツを。綺き麗れいなだけの存在かと思えば、随分と黒い面もあるじゃねえか」

「そんなっ！　ミカエル様は、そんなことはっ……」

「それとも悪魔なら、殺したってなんてことはないのか？」

「それは……」

　エリーゼからは、反論の言葉は出てこなかった。

「恥じるこたぁねえだろ。人間の上位互換なんだろ、天使ってヤツはよ。ただまぁ、納得いかねぇけどな」

　オレは食事もそこそこに椅子から立ち上がると、玄関に向かった。慌ててエリーゼが追いかけてくる。

「なにをするつもりですか、聡そう一いち郎ろうさんっ」

「あいつらは大義名分のもと、悪魔を殺すんだろうぜ。いいさ、あいつらの自由だ。勝手にすればいい。ならオレは、オレ自身の意志のもと、あの天使どもをぶん殴ってやるだけさ」

「い、いけません！　聡一郎さん！」

「おまえはついてくるなよ？　天国に戻った後、色々怒られるかも知れないからな」

「あっ！」

　エリーゼを残したまま、オレは家を後にした。

　出会ってから、あいつとは喧けん嘩かみたいなことが絶えなかった。早く出て行ってくれればいいと思ったのは本当だ。

　ほんの数日じゃ、お互いに信頼しあえる仲になったとはお世辞にも言えない。

　だが……。先日オレに見せた、あの儚げな表情が忘れられない。

　涙を溜め、お母さんと呟つぶやいたあいつの寝顔が脳裏を過よぎる。

　子供に見せた、あの優しさが忘れられない。

　───天使の勝手な都合で、殺させてやるかよ。

　オレは天使の行き先を考える。

　人目につくところで、ティーリに何かをするってことはまずありえないだろう。

　そうすると、この近くで人目につかないところに限定される。

「人目につかないところ、か……」

　その場に立ち尽くし、自分自身に当てはめてみることにした。

　不良に絡まれることの多いオレは、よく人気のない場所に呼び出された。

　そして、その大概は、街の外れにある保税倉庫だった。

　この街には大きな保税倉庫があって、休日のそこは、非常に静かで人が寄り付かない場所だ。

　人っ子一人いないなんてこともザラだったから、大乱闘しても問題になることは少なかったっけ。

「賭けて見る価値は、十分ありそうだな」

　オレは全力で走っていくことにした。
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「いつ人間がやって来るとも限らない。手短に済ませることにしようか」

「心得ている。では、これより浄化の儀を始める」

　セノールは眠らせたティーリを地面に寝かせ、予あらかじめ拾い集めた小石で魔方陣を描く。

　天使は直接悪あく魔まを殺すことは禁きん忌きとされている。然るべき手順を踏まず浄化を行った場合、その天使は死後悪魔となってしまうからだ。

　さらに付け加え、人間界で悪魔を殺した場合、その悪魔はまた、悪魔として生まれ変わってしまう。

　それらを未然に防ぐことも、天使の力であり役目だった。

「もっとも小こ悪あく魔まならば、悪魔に生まれ変わる心配はないだろうが……片翼の小悪魔……どうやって人間界に迷い込んだのか……奇怪な」

　片方だけの翼を見て、セノールは怪訝な表情を浮かべた。

「ありえぬことだ。いかなる理由があれ、ゲート無しに人間界にやって来るなど……」

「深く考えるな。我々はミカエル様の命に従うのみ」

「そうであったな……よし、始めよう」

　保税倉庫の傍そばまで来て、捜し求めていたものを見つけた。どうやらオレの直感は当たっていたらしい。

「ふう……見つけたぜ、天使ども」

　両手を掲げ、なにやらぶつぶつと呟つぶやいていた天使が振り返った。

「貴様、なぜここに？　どうしてここがわかった」

「どうしてもこうしてもねぇだろ。ここにオレがいるってのが答えだ」

「突き止めたとして、なぜだ。貴様は一体何をしにきた？」

「おまえらの面白い企たくらみを阻止してやろうと思ってな」

　ニヤリと笑ってやると、天使はオレがこの場の状況を理解していることを悟ったようだった。

「……エリーゼめ、人間に余計なことを……」

　天使二人の間には、ティーリが倒れている。こいつらに意識を失わされたってところだろう。幸い死んでいるようには見えない。

「天使ってのは、生殺与奪できるような、偉い身分の生き物なのかよ。邪魔な存在は殺してしまえばいいなんざ、悪あく魔まと変わらないような連中じゃねぇか」

「我々を悪魔と同類にするとは、なんと愚かな」

「私たちはミカエル様によって命じられた行いを遂行するのみ。口出しは無用だ」

「ミカエルねぇ」

「矮小な人間が考えそうな、安っぽい偽善の正義を振りかざすでない。ここで悪魔を消滅させることが、全て善に繫つながるのだ」

「オレは別に、格好つけたいとか、ヒーローになるつもりはこれっぽっちもねぇよ。多分おまえら天使の方が、よっぽど良い行いってやつをしてるんだろうさ」

「それを分かっているのなら、早々に立ち去り、記憶を消せ」

「嫌だな」

「なに……？」

「オレは、オレの思ったように行動する。人間だろうが、悪魔だろうが、たとえ天使が相手だろうが関係ねぇ。そいつを殺させるのが気に食わないから阻止する。それだけだ」

「なんと愚鈍な思考か。貴様が大天使の可能性を秘めている、などと言う話はデタラメであろう」

　そんなことはオレ自身が思っちゃいないし、正直どうでもいい。こっちの戦闘態勢は既に出来ていた。

「貴様が大天使になど、いやそもそも天使にすらなれるはずがない。処分してしまっても、ミカエル様は怒らないだろう」

　天使には明らかに殺気のようなものが見て取れた。

「殴り飛ばされる前に、そこの生意気な悪魔を返してもらおうか」

「ふん。人間風情が我々に楯突くとは……」

　こんなエリート坊ちゃんみたいな連中、２、３発殴ってやればいいだろ。殴るべく、拳を構えたその時、背後で眩い光が発せられた。オレも天使も、思わずその光へと目を奪われた。何もなかったはずのその場所に、光に混じって白い霧のようなものが立ち込める。

　そして次の瞬間に、その光は収束し人影を生み出していた。

「これ以上はダメです、聡そう一いち郎ろうさん」

　その人影の正体はエリーゼだった。今の光は一種のテレポートみたいなものだったのだろうか。エリーゼはオレの下へと駆け寄ってくると、振り上げていた拳を自らの手のひらで包み込んだ。

「天使に暴力を振るう行為などしてしまえば、あなたはこの場で悪あく魔まになってしまうかも知れません！」

「え、まじで……？」

　勇みかけた腕と足がピタリと止まる。

「そうなれば、もう二度と元に戻ることが出来なくなってしまうかもしれないのですよ！」

「それは、困るな……やっぱやめとくか……」

　落ち着きを取り戻したオレを見て、エリーゼがほっと息を漏もらす。

「粛しゆく清せい！」

「なっ───！」

　天使との距離は五メートルはあったはずだが、エリーゼに気を取られている間に、距離を詰められてしまっていた。

「ち───！」

　その場にいるエリーゼを巻き込む可能性があったオレは、少し突き飛ばすようにしてエリーゼから距離を取った。

　そのことが災いし、身構え終わる前に、殴打されてしまった。後頭部に鈍く重い衝撃が襲い掛かる。

「ぐあっ！」

　そのまま、オレは信じられない勢いでコンクリートの地面を転げまわった。

「あ、つ……あぁっ……っ!?」

　頭蓋骨が粉砕された、と勘違いするほどの強烈な一撃。身体が起き上がることを拒否し、膝がガクガクと震え上がる。

「て、めぇっ……どんな硬い拳してんだ畜生がっ！」

　傷口を無理やり開くように、オレは震える足を動かし立ち上がった。

「ふむ。今の一撃でまだその減らず口を利けるか」

　男は右手に持った『本』を、トントンと左手の手のひらに打ち付けた。

「ほ、本って、それで殴りやがったのかよ……」

「無論。それもこの角でだ」

「そりゃ、洒落しやれにならんほど痛いはずだぜっ」

　本の厚みは、どうみても辞典クラスだった。

「お許しください！　彼の非は謝ります、ですから！」

「下がりなさい。私は彼に天罰を下すことを決定した。なに、殺しはしない。すぐ悪あく魔まになられても面倒だからな」

「なにが天罰だ、神様気取りの糞くそボケ野郎が……」

「聡そう一いち郎ろうさんも謝ってください！　これ以上悪意を抱いてはいけません！」

「殴られて、はいそうですか、なんて聞けるかよ……！」

「たとえ振り下ろさずとも、天使に手を上げた時点で許されざる行為！　恥を知れ！」

　一歩、天使の男が踏み込んだのを確認したと思ったら、次の瞬間には、目の前にまで迫ってきていた。

　天使ってのは外見は人間と変わらないが、運動神経は生身の人間とは一線を違えていた。

「っぁ!!」

　まるで漫画のコマが進んでいるような感じだった。

　殴られる動作を見たと思ったら、次にはもう、殴られて痛みだけが身体の中を伝達している。

「粛しゆく清せい！　粛清っ！」

　二度、三度、オレは起き上がろうとするたび、地面を転がり続けた。

「は……はぁっ、ふ……」

「中位天使様おやめください！　これ以上続けては死んでしまいます！」

「黙れエリーゼ。貴様、まさか人間に情を移したのではあるまいな？」

「そ、そのようなことは、けして！　ですが彼女を消すような、横暴な手段を選ぶなどっ」

「血迷ったか。これは大天使ミカエル様のご意志。何人も背くことは出来ぬ」

「っ！」

　エリーゼの制止する動きが止まる。

　たとえ自分の意見が聡一郎寄りであったとしても、大天使の名を出されては引き下がるしかない。

「あの男はもう動けまい。では再開しよう。悪魔の浄化儀式を」

「お、お待ち下さい！」

「くどい！」

　エリーゼの食い下がる姿に苛いら立だちを感じていたセノールは、頰ほおを一発はたいた。

「きゃっ！」

「いくらミカエル様に目をかけられているおまえでも、邪魔することは許さぬ。そこで観ていろ」

「ティーリ……さんっ……」

　その場に座り込んでしまったエリーゼは、もう立ち上がることは出来なかった。

「納得、いかねぇ……」

「聡そう一いち郎ろうさん……お願いです、もう、立ち上がらないでくださいっ……私もこのような光景、見たくはありませんっ」

「納得いかねぇっつぅの……」

　目を背けようとするエリーゼを横切り、オレは天使どもへと足を向ける。

「聡一郎さんっ！」

　オレは、天使だとか悪あく魔まだとか、そんなことはよくわからねぇ。関わるのもごめんだ。

　ただ……。

「納得いかねぇんだよ……！」

　ギシギシと軋みをあげる足を、全神経をフル動員させて活動させる。

「おまえら、天国に戻ったら伝えておくんだな……オレを怒らせるんじゃなかった、ってよ」

「タフさだけは認めよう。しかし、本当に分からない男だ。なぜ、この悪魔を救い出そうとする。それは偽善そのものではないのか？」

「違うな……」

「いいや違わない。悪魔と寝食を共にしたことで、少なからず情が芽生えた。そして、その悪魔が殺されそうになり、貴様は動いた。これは偽善以外の何物でもない！」

「違うって言ってんだろ。あいつのことなんざどうでもいいんだよ、こっちは……」

「理解できないな。この者は小こ悪あく魔まなのだぞ？」

「だから……？」

「ふん。小悪魔の意味は知っているようだな。そう、小悪魔とは悪魔と悪魔の間に産まれた子のことを指すのだ。だがコレは知っているかな？」

　開いていた辞典のように厚い本をバタリと閉じる。

「人間、天使、悪魔、小天使。いずれも死後は転生し次の生を受けるが、小悪魔は違う。死ねば無だ」

　そう言い放った瞬間天使は最大限の笑みを浮かべた。

「つまり、小悪魔など居ても居なくても同じ存在、と言うことだ」

「…………」

「この悪魔を浄化したところで誰も困りはしない。それが分からないのか？　いや、むしろ悪魔を排除することで善を得られる。これ以上のことはないではないか！」

「…………」

「言い返す言葉もあるまい。大人しくそこで、貴様も浄化の瞬間を見守るのだな。灰に返る瞬間というものは、なかなかに美しいぞ」

「…………」

　オレは、ゆっくりと、一歩を踏み出す。そして聞こえるように、一言、言いたいことを言ってやった。

「何回も言わせるんじゃねえよ。言ってんだろ……『だから？』ってよ」

「いけません、聡そう一いち郎ろうさんっ！　ダメ、ダメですッ……悪あく魔まになっては───ッ！」

　悪魔になるだとか、ならないだとか、知るかっ。

　オレはオレの意志で行動する。今、この天使男どもをぶん殴ってやらなきゃ、気がすまないんだよ。

　一歩、一歩と近づく。恐らく、あと三歩ほど踏み込めば天使の間合いだ。オレはまた本で殴り飛ばされるだろう。人間のスペックでは、天使には抗えない。

　……なら、こちらもそれと同等か、あるいはそれ以上の力を使えばいいだけのことだ。

　あと二歩。天使の顔が強張る。次は今までよりも、もっと強力な一撃を見舞ってくるだろう。心配ない、かわせる。力を込めた右拳を叩たたき込んでやるだけで勝てる、そんな確信があった。

　あと一歩。オレはゆっくりと顔をあげて、そいつらに笑みを向けてやった。それが悪意に満ちていたかどうかは、天使どもにしか分からない。

「いくぜ───」

　一瞬、オレの視界が消えた。いや、自らの一歩に、視界がついてきていなかった。それだけ早い一歩を踏み出したのだ。

「なっ────!?」

　目の前の天使男が目を見開いたが、オレは音が遠ざかっていくのを感じていた。いつ右拳を叩き込んだかも分からない。

　ただ振り返った時には、オレの背後で二人の天使が宙を舞っていた。

「そんな……！　天使の翼と悪魔の翼が、片方ずつ──────!?」

　エリーゼが何かを呟つぶやいていたが、それすらもオレの耳には届いていなかった。
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　…………。

　……。

「ふーっ……とりあえず満足だな」

「そ、聡一郎さん……」

　殴り飛ばした感触の無かったオレは、倒れ込んだ天使どもに二度三度追つい撃げきをくれてやった。おかげで気分もすっきりだ。

「あ、あのような翼を持つ者など、見たことが無い……！　ば、化け物か、貴様っ！」

「あ？　まだごちゃごちゃなんか言ってんのかよ。うるせぇやつだな」

　オレはボロボロになった天使のひとりを蹴り飛ばす。

「うぐっ……！」

　もう一発蹴ろうかと思ったが、エリーゼが慌てて制止してきたのでやめておいた。

「身体、には特に変化ないように思えるが……いや、あんだけ殴られたのに随分身体が軽いな。まさか、オレは悪あく魔まになっちまったのか？」

　悪魔は傷の治りが早いとか、ティーリが言っていたのを思い出した。

「いえ。それは、大丈夫だったようです……」

「そうか。そりゃよかった」

「よくありません！」

　オレの両腕を摑つかんで、エリーゼが泣きそうな声を出しながら見上げてきた。

「な、なんでだよ。天使殴ったからか？」

「そうです！　大天使様の代行である方々を殴るなど───！」

「知らねぇよんなこと。ただの人間だぜ？　オレは」

「なんて能天気な……先ほどご自身に起こったこと、理解していないのですかっ？」

「なんだよ、起こったことって」

「い、いえ、何でもありません。それよりも、本当に、どうなるか分かりませんよ……。ミカエル様の逆げき鱗りんに触れるようなことになれば───」

「なら伝えといてくれや。文句があるなら直接言いに来いってな」

「全くあなたって人はっ！」

　怒りを通り越して、呆あきれているようだった。オレが軽く笑ってやると、プンとそっぽを向いてしまった。

「あーあ……しかし、浄化されそうになってたってことは、結局こいつには地獄に戻る方法がない、ってことだよな」

「少なくとも今は、そうなります……そして恐らくは、これからも……」

「他のヤツらに押し付けたいところだが、こんな天使がいつ来るかもわかったもんじゃねぇし……たく。どこまで面倒な存在なんだよ」

「どうする、おつもりですか？」

「帰る方法が無いことも辛いだろうけどよ、何より辛いのは、誰もこいつを待ってるヤツがいないってことだ」

　だからティーリは、地獄に戻れると聞いたとき嬉うれしそうじゃなかった。

　あいつにとっては地獄も人間の世界も、それほど大差がないんじゃないだろうか。

「こいつが人間界で頼れるところがどこにもないなら、誰かがその役目を背負ってやる必要があるだろ」

「聡そう一いち郎ろうさん……」

「もしこいつにも帰る場所が出来て、待ってくれるヤツがいたら、きっと、少しは楽になるんじゃねえかな。お互い一人身だしよ。いたたた」

　しゃがみこむと、身体のあちこちが悲鳴を上げた。よかった、本当にまだ人間のようだ。

　意識を失ったままのティーリを背負う。

「ま、そう言うことだ。ひとりくらい居候が増えても何とかなるだろ。ほら、うち３ＬＤＫだし」

「ティーリさんの面倒を見るのは、一筋縄では行きませんよ？」

「んなもん、ここ数日で死ぬほど味わったわ。……まだあの悪夢は数日しか経たってないのか。うーん、これからも続くと思うと、あれだな……やっぱやめるか」

　おろそうとしたら、エリーゼに止められてしまった。

「キャンセルは出来ません」

「クーリングオフさせてくれよ……」

「悪あく魔まの世界にクーリングオフはありませんから」

「そりゃ制度に不備があるな、くそ……。おまえはどうすんだ？」

「私は天国に帰ろうと思います。大天使様より、戻るよう命を受けておりましたので。いいですか？　あなたがどれだけの意思を示そうとも、ティーリさんの存在が聡一郎さんを悪魔にしてしまう影響を与えているのは事実です。ミカエル様は、恐らくすぐに何かしらの対応を決定されるでしょう」

「なんらかの対処ねぇ。例えば？」

「真夜中に突然聡一郎さんの目の前に現れ、代行者が首をはねたり……」

「洒落しやれにならねぇぞ!?」

「冗談です」

　にっこりと微笑ほほえむが、もう可愛かわいいとは思えなくなっていた。こいつは天使の癖に、妙に悪魔染みたところがある。

「そうやって微笑んで返してれば許されると思ってるだろ、おまえ……」

「今のは少々言い過ぎましたが、何らかの手立ては打たれると思います」

「そうか。なら、きっちり挨拶してやるさ、こいつで」

　ぐっと右腕を持ち上げると、キッと睨にらまれた。

「暴力はいけませんっ」

「そんなに睨むなよ。軽い冗談だ」

「全く。心配でなりません……本当に大丈夫でしょうか」

「あ……そういや、こいつはどうすればいいんだ？」

　ポケットに入っていた小瓶を取り出す。あれだけ転げまわって、よく割れなかったもんだ。

「それはしばらく私が預からせていただきます。必要になれば、またその時に」

　エリーゼが小瓶を受け取り、そっとポケットにしまう。

「では───さようなら、聡そう一いち郎ろうさん」

「ああ。元気でやれよ、エリーゼ」

　エリーゼが天使どもに声をかけにいったのを見送って、オレは家路につくことにした。
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「あれ……そーいちろー……？」

「起きたか」

「あれ？　あたし、地獄に帰ったんじゃないの？　それとも、そーいちろーも地獄にきちゃったわけ？」

「誰が地獄なんか行くかよ。人間界だ、ここは」

　背中の上で、もぞもぞとティーリが動く。

「じゃあ、結局あたし、地獄に帰れなかったってこと？」

「そういうことだな」

「そう……」

　事情は理解できていないようだったが、その理由を聞いてこようとはしなかった。

「心配すんな。天使どもが、地獄に戻れる方法を探してくれるってよ」

「……別に、いいのに……」

「え？」

「なんでも……ない」

「…………」

　本当は聞こえていたが、聞こえないフリをした。

　たった数日の間だったが……多分オレはこいつのことを、理解したと思う。

　そんでもって、ティーリもオレのことを知ったんじゃないだろうか。

　その結論から言えば、どっちも性格が捻くれていて、素直じゃないんだ。

「悪あく魔まって、人間にとっては、悪い存在なのよね」

「そりゃ悪い魔って書くくらいだからな」

「普通の人間の傍そばに悪魔が寄ると、その人は不幸になるって天使が言ってた」

「ほう、それは実に的確だな」

「だからあたしは、人間の傍にいちゃいけない。それくらいは理解してるつもり」

「その通りだろ。否定要素は全く無いな。おまえは不幸を撒き散らす女だ」

「そーいちろーは、どうして不幸にならないのよ」

「めっちゃめちゃ例外なく不幸になっとるっちゅーに！」

「え、そうなの？」

「……ふん。まあ、ちょっとだけな。他の人間よりは、多分マシだ」

「……ほんとに？」

「多分な、多分」

「これでも、悪かったって思ってるのよ……これ以上そーいちろーに迷惑はかけられない。だからあたし、この世界で一人で生きていく」

「ほんとに？　ラッキー！」

「なんで止めないのよ！　引き止めなさいよ！」

「うぐぐぐ！　首を絞めるな、くそボケがああ!!」

「死ねえ！　このまま死ねええ!!　あたしを住まわせなさいよおおおお!!」

「ま、マジ死ぬ！　マジ死ぬっつうの！　い、いででで！　やめろ、こら、ティーリっ！」

「えっ……？」

　パッと手の力が弱まったので、なんとか命を取り留めることが出来た。

「はぁはぁ、いかん、まじで、酸欠で、死ぬる……ッ……ぜぇぜぇ」

「今、今なんて言ったのっ？」















「あ？　うちには絶対に住まわせないから、出て行けって言っ───」

　振り返って言ってやろうと思ったら……ティーリの目が、いつもよりも赤くなっていた。

「うん……あたしの名前はティーリ……そーいちろー、初めて、呼んだわね……」

「そうだったか？　こんぶ豆まめ豆まめ太た郎ろう、みたいな名前だったと思ったんだけどな」

「でも───本当の本当に、いいの？」

「ち、笑えよ。面白いギャグ言っただろうが……」

「あたし、悪あく魔まなのよ？」

「……それが何だよ」

「人間を不幸にするのよ……？」

「だから？　それだけか？」

「そーいちろー。今より不幸になるかもしれないし」

「さっきも言ったが、私生活は不幸気味だから、変わらねぇよ」

「部屋とか、いっぱい散らかすけどいいの？」

「それくらいは片付けろよ！」

「そうね……考えとく……うん、ごめん、やっぱり無理だわ……」

「無理なのかよ……」

「無理☆」

　オレの首に、細い腕が回される。一瞬絞められるのかと思ったが、そんなことはなかった。

　歩く足音だけが、小さく鳴り響いていた。夕陽に照らされた２つの影が、重なって揺れる。

「そーいちろーって、さ…………よね」

「あ？　なんか言ったか？」

「なっ、なんでもないわよっ！」

「ぐえ！　また首を絞めるなっ。おまえ変に力あるから、やばいっつーの！」

「よーし、コンビニでお菓子買って帰るわよ！」

「や、やっぱりクーリングオフ、させてくれ……！」

　オレの虚むなしい叫び声が、近隣に木霊こだました。





完







あとがき







　初めまして、衣きぬ笠がさ彰しよう梧ごと申します。

　この度、小説家としてのデビューをさせていただくことになりました。普段はゲーム製作の方をメインにシナリオライターとして活動させていただいております。やれと言われるとやらないし、やるなと言われるとやる、周りの人は、お前って重度の天邪鬼だよな、と言います。そんな人間ですが、よろしくお願いいたします。




　本作『小悪魔ティーリと救世主!?』は、不良少年である主人公の下もとに、小悪魔の少女ティーリがやって来ることからストーリーが始まります。出会った時からティーリはトラブルを度々起こし、主人公を困らせます。そこに天使がやってきて、更にトラブルを巻き起こしドタバタしていくことになる、そんなコメディタッチなお話になっております。

　第一巻を書き終えてみての感想は、ライトノベルは近い分野にして、随分と遠いものだと改めて痛感した、と言うことに尽きます。書き上げるのには、本当に苦労しました。

　執筆の過程において、担当編集の方々には何度も助けられ、様々なアドバイスや意見を頂きました。改めて感謝を述べたいと思います。ありがとうございました。

　そして忘れてはいけないのが、相方であるトモセシュンサク様。本作でも表紙から挿絵、あとがきまで素晴らしいイラストを描いて頂いております。家が近いこともあり、よく一緒に遊んだり、ご飯を奢って頂いております。これからも奢ってください。と言うか、上手く奢ってもらいます。そしてお仕事の方では、今後とも仲良くしていただけたらと思います。本当に感謝しております。ありがとうございます。




　本作を書くにあたって一番最初に考えたことは『主人公をどうするか』でした。

　自分は物語を書くとき、どんな作品でも主人公からガチガチに設定を固めていきます。それは当然、物語の軸は主人公になるからです。ですから、主人公に納得が行かなければ、どんなものも面白く書ける自信がありません。

　さて、では主人公をどんな人物に作り上げるか。正義の味方にするのか、いっそ悪者にするのか……。

　悩んだ末に生まれたのが『どちらにもなりうる存在』と言うアイデアです。

　主人公である聡そう一いち郎ろうは、救世主か大悪党になれる運命を持っているが、まだそれは決まっていない、と言うものでした。

　そこから派生したのが、悪魔であり天使の存在です。悪魔や天使が聡一郎と接触することで、物語が始まっていくわけです。

　それがどのような物語になっているかは、読んでいただいた通りのものかと思います。

　え？　まだよく分からない？　であれば、続くかも知れないことに期待してください。もしかすると再び、聡そう一いち郎ろうたちの物語をお届けすることが出来るかも知れません。




　最後に

　今回、どんな形であれこの小説を手に取ってくださった方々、それが何よりも私の励みになります。本当にありがとうございます。

　いつかまた、お会いできる日を楽しみにしております。
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